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檄
舵
週
囃
纖
●
朧
榊
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

し
て
く
だ
さ
い
。

の

国
道
又
は
都
道
府
県
道
に
お
い
て

市
町
村
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業

法
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法

(及
び
同

法
施
行
令
)
に
お
い
て
も
一
定
の
事
業
に
つ
い
て
、
都
市

再
生
を
図
る
観
点
か
ら
、
都
市
再
生
整
備
区
域
内
の
国
道

又
は
都
道
府
県
道
に
お
い
て
市
町
村
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
事
業
を
定
め
て
い
ま
し
た
。

道
路
法
施
行
令
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
の
う
ち
、
地

域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
及
び
快
適
性
の

観
点
か
ら
必
要
な
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
規
定
し
ま

m

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
都
市
再
生
整
備
区
域
内
だ
け
で
な
く
、

セ行

全
国
ど
こ
で
も
道
路
法

(及
び
同
法
施
行
令
)
の
手
続
き

噴

に
の
っ
と
り
、
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

囲
は
じ
め
に

本
年
三
月
二
八
日
に
道
路
法
の
一
部
改
正
を
そ
の
内
容

に
含
む

｢都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
｣
が
第
一
六
六
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
同
月
三

一
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
(平
成
一
九
年
法
律
第
十
九
号
。

以
下

｢法
｣
と
い
う
。)。

同
法
は
、
本
年
九
月
二
人
日
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
道
路
法
施
行
令
、
道
路
法
施
行
規
則
に
つ
い
て
も

改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

二

道
路
法
、
道
路
法
施
行
令
及
び

道
路
法
施
行
規
則
の
一部
改
正
の
内
容

1

市
町
村
に
よ
る
国
道
又
は

都
道
府
県
道
の
管
理
の
特
例
制
度
に
つ
い
て

法
に
よ
る
道
路
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村

(指
定
市

を
除
く
。)
が
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
の
国
道

(指
定

区
間
外
に
限
る
。)
又
は
都
道
府
県
道
の
整
備
又
は
管
理

の
う
ち
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
及

び
快
適
性
の
観
点
か
ら
必
要
な
歩
行
空
間
の
整
備
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
特
例
の
創
設
に
伴
う
道
路
法
施
行
令
･道
路
法
施
行

規
則
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
制
度
の
実
施
手
続
に
つ
い
て
は
、
図
1
を
参
照



① ? 具
市町村による歩道の新設等の代行制度実施手続図

具
体
的
に
全
国
的
に
実
施
可
能
と
な
る
事
業
は
、
以
下

①

歩
道
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
、
植
樹
帯
、

路
肩
、
横
断
歩
道
橋
、
自
転
車
専
用
道
路
、
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
の
新
設
、

と 具
お 体
り 的
で に
す 全
o 国

　　

、
＼ 浦野樹:ミ ピ 協議,

･歩道の改築等の発意
･歩道の改築等のメニューの中が ご 同意
ら実施する事業をピックアップ も"

,

癩鬱が

、市町村

･事業に必要な
権限の選定

代行する ,
権限の公示へ

)
(　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業を行わせるかどうかの検討

満嘩勒瀞実施する事業の決定 ;
※新設･改築のみを行って、本来管理者に引きつぐのか、新設 ･改築後の
維持管理も市町村で行うのかなど、この段階で協議して決めること

･事業に必要な
権限の整理

　
　

焚き協議の成立 !

市町村 ･運礬ミ 轆蝸声

朧讓羅鬘麓嶬珍立体道路協定･道路外利
便施設協定を締結しよう
とするとき

朧縞瀦圏臟圏朧参道路の区域の決定･道路
の通行制限等や電線共同
溝の整備に関する各権限
を行使したとき事業の実施き

ノ市町村による歩道の新設等の代行の開始から完了までのフロー

道路管理者による管理

図 l

市町村による公示
･道路の種類
･路線名
･区間
･種類
･開始の日

道路管理者による管理

、も損失補償等の一部の権限に
ゞ ついては引続き市町村も可

!市町村による公示
･道路の種類
･路線名

　　
･完了の日

表 改正前の都市再生特別措置法の対象事業と改正後の対象事業の関係について

改正前の都市再生特別措置法に基く
特例の対象となる事業

改正後の道路法に基づく
特例の対象となる事業

①歩道、 自転車道、自転車歩行車道、自転車専用道路、
自転車歩行者専用道路、歩行者専用道路の新設等

①同左十路肩十植樹帯十横断歩道橋

⑤その他国土交通省令で定める事業

(路肩の改良、舗装又は横断歩道橋の設置)

②沿道の駐車施設への駐車を待機する自動車により発生

する渋滞を解消するための車線の増設

③電線共同溝の整備 ②同左

④道路附属物であるさく、並木、 街灯、自動車駐車場、
ベンチ ･上屋、自転車駐車場の整備

③道路附属物であるさく、並木、街灯、
ベンチ ･上屋、 自転車駐車場の整備

(令
第
一
条
の
五
)

改
築
、
維
持
又
は
修
繕

②

道
路
の
附
属
物
で
あ
る
さ
く
、
並
木
、
街
灯
、
自

転
車
駐
車
場
、
電
線
共
同
溝
又
は
ベ
ン
チ
若
し
く
は

そ
の
上
屋
の
新
設
又
は
改
築



②

道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の

②

道
路
管
理
者
へ
の
通
知
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

必
要
な
技
術
的
読
替
え

市
町
村
が
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
管
理
を
行
う
場
合

に
お
け
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技

術
的
読
替
え
と
し
て
、
道
路
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
権
限
代
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
権
限
の
根
拠
規
定
に
つ
い
て
、
｢道
路
管
理
者
｣

を

｢道
路
管
理
者
又
は
指
定
市
以
外
の
市
町
村

(道
路
管

理
者
等
)｣
と
読
み
替
え
る
こ
と
な
ど
と
し
ま
し
た
。

(令
第
一
条
の
六
第
二
項
関
係
)

③

市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限

市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
権
限
に
つ
い
て
は
、
1
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
必
要
な
権
限

(例
え
ば
歩
道
の
拡
幅
に
伴
う
道
路
区
域

の
変
更
の
権
限
や
工
事
に
伴
う
通
行
制
限
の
権
限
な
ど
)

と
し
ま
し
た
。

(令
第
四
条
の
二
関
係
)

回

市
町
村
が
権
限
代
行
を
行
う
場
合
の

道
路
管
理
者
の
手
続
き

①

道
路
管
理
者
へ
の
意
見
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
権
限

市
町
村
は
、
道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
や
利

便
施
設
協
定
の
締
結
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
道

路
管
理
者
へ
の
意
見
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

(第
六
条
第
一
項
関
係
)

い
権
限

市
町
村
は
、
道
路
の
区
域
の
決
定
又
は
変
更
等
の

一
定
の
権
限
を
行
使
し
た
と
き
は
、
道
路
管
理
者
へ
の

通
知
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

(令
第
六
条
第
三
項
関
係
)

◎

電
線
共
同
溝
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
け
る

建
設
負
担
金
、
占
用
負
担
金
、
管
理
負
担
金
の
取
扱
い

電
線
共
同
溝
の
建
設
負
担
金
は
、
電
線
共
同
溝
の
占
用

予
定
者
が
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
に
よ
っ
て
支
出
を
免
れ

る
こ
と
と
な
る
推
定
の
投
資
額
等
を
勘
案
し
て
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
費
用
を
負
担
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
納
付
は
、
電
線
共
同
溝
整
備
計
画

(当
該
計
画
に

記
載
さ
れ
て
い
る
年
度
ご
と
の
事
業
計
画
)
に
応
じ
て
、

建
設
負
担
金
の
納
付
額
を
定
め
、
道
路
管
理
者
が
定
め
る

期
限
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す

(電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

行
令

(平
成
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
)
第
四
条
第
一

項
)。し

た
が
っ
て
、
通
常
、
負
担
金
は
道
路
管
理
者
に
納
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
市
町
村
が
法
第
十
七
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
電
線
類
地
中
化
を
実
施
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
建
設
負
担
金
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
道
路
管

理
者
の
権
限
を
代
行
し
て
事
業
を
実
施
し
た
市
町
村
に
当

該
負
担
金
は
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該

負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
道
路
管
理
者
が
徴
収
し
た
場
合

に
は
、
当
該
道
路
管
理
者
は
、
当
該
負
担
金
に
相
当
す
る

額
を
当
該
負
担
金
の
徴
収
後
直
ち
に
市
町
村
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
電
線
共
同
溝
の
占
用
負
担
金
、
管
理
負
担
金
に

つ
い
て
も
建
設
負
担
金
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
当
該

負
担
金
徴
収
後
直
ち
に
市
町
村
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
し
ま
し
た
。

(令
第
六
条
第
四
項
関
係
)

◎

市
町
村
が
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
歩
道
の
新
設
等

を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
及
び
当
該
歩
道
の
新
設
等
を

完
了
し
た
場
合
の
公
示

道
路
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、市
町
村
が
、

国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
歩
道
の
新
設
等
を
行
お
う
と
す

る
場
合
、
及
び
当
該
歩
道
の
新
設
等
を
完
了
し
た
場
合
に

つ
い
て
は
、そ
の
旨
を
公
示
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

当
該
公
示
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

イ

道
路
の
種
類

ロ

路
線
名

ハ

国
道
の
新
設
等
の
区
間

二

国
道
の
新
設
等
の
種
類

ホ

国
道
の
新
設
等
の
開
始
の
日

(終
了
の
日
)

(規
則
第
一
条
の
四
)

枠　



2

市
町
村
に
よ
る
歩
行
=安
全
改
築
の
要
請
制
度
に
つ
い
て

法
に
よ
る
道
路
法
改
正
に
よ
り
、
市
町
村

(指
定
市
を

含
む
。)
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
道
路
の

道
路
管
理
者
に
対
し
、
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
転
車
駐

車
場
の
道
路
上
に
お
け
る
設
置
そ
の
他
の
歩
行
者
の
安
全

の
確
保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
道
路
の
改

築

(以
下

｢歩
行
安
全
改
築
｣
と
い
う
。)
を
行
う
こ
と

を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
特
例
の
創
設
に
伴
う
道
路
法
施
行
令
･道
路
法
施
行

規
則
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
制
度
の
実
施
手
続
に
つ
い
て
は
、
図
2
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

の

市
町
村
が
国
道
又
は
都
道
府
県
道

(自
動
車
専
用
道

路
及
び
自
転
車
専
用
道
路
を
除
く
。)
の
道
路
管
理
者
に

対
し
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

に
資
す
る
道
路
の
改
築
に
つ
い
て

市
町
村
が
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
道
路
管
理
者
に
対

し
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
に
資

す
る
道
路
の
改
築

(歩
行
安
全
改
築
)
は
以
下
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

イ

道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
転
車
駐
車
場
の
道
路

上
に
お
け
る
設
置

ロ

突
角
の
切
取
り
又
は
歩
道
の
拡
幅

(い
ず
れ
も

道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
付
近
の
道
路
に
お
け

る
も
の
に
限
る
。
)

ハ

横
断
歩
道
橋
の
設
置容

巾第
三
十
五
条
の
二
関
係
)

②

歩
行
安
全
改
築
の
内
容
に
つ
い
て

市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
対
し
歩
行
安
全
改
築
を
要
請

　　

　

　

　

　
　
　

馨
など
"
添
遅
き

　　 　　　 　　　

道路管理者による実施の判断 き〉
　 　 　

市町村による歩行安全改築の要請 で
　　

　

後妻 工事計画書の素案を添付

市町村による道路管理者への要請手続図

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
要
請
書
の
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

イ

要
請
の
対
象
と
な
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及

び
区
間

滋養議>言飜画書の寮の作成対 さべ姿溝委嘱強の

　　　　　 　
議鰊峩義員会の意見聴取 ! あきさり而晦礼瘢嬬

　　　　　　　　　　　
工事の具体的な実施時期等については、
当該年度の予算等を勘案し、公安委員会、市町村等と相談の上決定。

きべ馨覊委嘱強の意見聴取 溺

畿き 行わない旨及びわ
由

行
理

　
　

　
　図

き実績鮫こととする

必要性、ネットワークの全体の整備水準、
財政等の状況、地域の状況等を総合的

性
等
断

要
政
判

必
オ
に

の

　
　　

　
　

〉

“

画
園

い

計
街

、
、
事
案

′
も

エ
索

　　
　　

、
事
案

　
　

　　
　

実施段階
もそぎぷ
U

　
　　
　



口

歩
行
安
全
改
築
の
内
容

ハ

イ
の
区
間
に
お
い
て
歩
行
安
全
改
築
の
要
請
を

す
る
理
由

(規
則
第
四
条
の
十
の
二
)

3

道
路
外
利
便
施
設
管
理
制
度
に
つ
い
て

法
に
よ
る
道
路
法
改
正
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
は
、
そ

の
管
理
す
る
道
路
に
並
木
、
街
灯
そ
の
他
道
路
の
通
行
者

又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
一
定
の
工
作
物
又

は
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の

土
地
利
用
の
状
況
に
よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
の
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
の
区
域
外
に

あ
る
そ
れ
ら
の
工
作
物
又
は
施
設

(以
下

｢道
路
外
利
便

施
設
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
、
道
路
外
利
便
施
設
所
有

者
等
と
の
間
に
お
い
て
、
協
定
を
締
結
し
て
、
当
該
道
路

外
利
便
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

本
特
例
の
創
設
に
伴
う
道
路
法
施
行
令
･道
路
法
施
行

規
則
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
制
度
の
実
施
手
続
に
つ
い
て
は
、
図
3
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

の
道
路
管
理
者
が
協
定
を
締
結
し
て
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
道
路
外
利
便
施
設
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
が
協
定
を
締
結
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
で

道路外利便施設協定締結の手続図

誣廉圓 事前の手続
国園瑚圏法定外手続

耕造舒糞鬘煮ず華麗蕾鐇褻轡麩滋施設離覊

露 蓼
離廉圏聽圏協定締結の合意 州 雑 願 お土地所 鵺

壁 協定の公告
壽

意見申出(2週間以内対利害関係人l露 利害関係人への縦覧

　　 　
　

壽繊癒騨誇 道路外利便施設所有者等

壤
嚢

　　
　
週
協

　
　

　

　

　
　

　

　

邁、騰勢刺壤蟻譲協定鱗承認嚇

道路外利便施設協定の公示のあった後において協定利便施設の
道路外利便施設所有者等となった者に対しても、その効力がある。

!※道路外利便施設の整備前に将来の協定締結を約してき
i 協定の内容を事前に調整することも可能。

週離穰壤者幅よる
　　　　　　　　　　　　　　　　

定の締結

　
　図

き
る
道
路
外
利
便
施
設
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

イ

並
木

ロ

街
灯

ハ

道
路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
た
通
路
で
、
専
ら
歩

行
者
又
は
自
転
車
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
も

の

(当
該
通
路
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
又
は
施
設

の
う
ち
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、
雪
よ
け
又
は
雨
よ
け
)

二

道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
一
般
交
通
に
関

し
案
内
を
表
示
す
る
標
識

ホ

自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場

(い
ず
れ

道行セ 2007 .10



も
道
路
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。)

へ

道
路
の
歩
行
者
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
ベ
ン
チ

又
は
そ
の
上
屋

ト

花
壇
そ
の
他
道
路
の
緑
化
の
た
め
の
施
設

チ

道
路
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た
公
衆
便
所

(法
第
四
十
八
条
の
十
七
、
令
第
三
十
五
条
の
三
、
規
則

第
四
条
の
十
六
関
係
)

②
道
路
管
理
者
に
よ
る
協
定
締
結
の
際
の
公
告
及
び

協
定
締
結
後
の
公
示
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
に
よ
る
、
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
と
の

間
に
道
路
外
利
便
施
設
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き

の
公
告
及
び
締
結
し
た
と
き
の
公
示
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

イ

利
便
施
設
協
定
の
名
称

ロ

協
定
利
便
施
設
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地

ハ

利
便
施
設
協
定
の
有
効
期
間

二

利
便
施
設
協
定
の
写
し
の
閲
覧
の
場
所

(令
第
四
条
の
十
七
)

4

N
P
O
等
に
よ
る
道
路
占
用
の
特
例
に
つ
い
て

法
に
よ
る
道
路
法
改
正
に
よ
り
、
並
木
や
街
灯
な
ど
道

路
の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が
必
要

な
一
定
の
工
作
物
又
は
施
設
で
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上

を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
等
が
設
け
る
も
の
の
た
め
の
道
路
の
占
用
に
つ
い

て
は
、
道
路
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基

準
に
適
合
し
て
い
れ
ば
、
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
く

や
む
を
え
な
い
(無
余
地
性
の
原
則
)
場
合
で
な
く
て
も
、

許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
特
例
の
創
設
に
伴
う
道
路
法
施
行
令
･
道
路
法
施
行

規
則
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。御

道
路
の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に

設
け
る
こ
と
が
必
要
な
工
作
物
又
は
施
設
に
つ
い
て

道
路
の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が

必
要
な
工
作
物
又
は
施
設
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。

イ

並
木

口

街
灯

ハ

ベ
ン
チ
又
は
そ
の
上
屋

二

花
壇
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設

ホ

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
自
転
車
駐
車

場
で
あ
っ
て
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び

自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る

法
律

(昭
和
五
五
年
法
律
第
八
十
七
号
)
第
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
計
画
に
そ
の
整
備
に
関

す
る
事
業
の
概
要
が
定
め
ら
れ
た
も
の

(法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
、
令
第
十
六
条
の
二
)

②

道
路
の
管
理
上
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が

必
要
な
工
作
物
又
は
施
設
を
設
け
る
主
体
に
つ
い
て

道
路
の
管
理
上
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が
必
要

な
工
作
物
又
は
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
主
体
は
以

下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

イ

道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
N
P
O

口

道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
民
法
第
三
十
四
条
法
人

ハ

営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
格
を
有
し
な
い
社

団
で
あ
っ
て
、
代
表
者
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、

道
路
の
清
掃
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

ニ

道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
必
要

と
認
め
ら
れ
る
活
動
を
実
施
す
る
社
団
で
あ
っ

て
、
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
も
の

(法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
、
規
則
第
四
条
の
四

の
九
)
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5

有
料
駐
輪
場
制
度
の
創
設

法
に
よ
る
道
路
法
改
正
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
は
自
転

車
駐
車
場
に
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
駐
車
料
金
を

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
特
例
の
創
設
に
伴
う
道
路
法
施
行
令
･道
路
法
施
行

規
則
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。=

指
定
区
間
内
の
国
道
に
有
料
の
自
転
車
駐
車
場
を

設
け
る
場
合
の
告
示
等
に
つ
い
て

国
土
交
通
大
臣
は
、
指
定
区
間
内
の
国
道
に
設
け
ら
れ

る
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
転
車
駐
車
場
に
自
転
車
を
駐

車
さ
せ
る
者
か
ら
駐
車
料
金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合



に
お
い
て
は
、
当
該
自
転
車
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
、

ま
た
、
標
識
は
自
転
車
駐
車
場
利
用
者
の
見
や
す
い
場

駐
車
料
金
の
額
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
並
び
に

所
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

駐
車
料
金
の
徴
収
開
始
の
日
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

な
お
、
こ
れ
ら
は
道
路
管
理
者
が
有
料
自
動
車
駐
車
場

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

を
供
用
す
る
場
合
に
必
要
な
標
識
の
明
示
事
項
及
び
場
所

公
巾第
三
条
の
二
)

と
同
様
と
な
り
ま
す
。

②

駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
自
転
車
に
っ
い
て

三

そ
の
他
の
改
正
に
つ
い
て

駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
転
車
は
、

道
路
の
改
築
、
修
繕
、
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
、
道
路

の
維
持
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
基
づ
き
当
該
自
転
車
駐
車

場
に
駐
車
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
自

転
車
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(令
第
三
条
の
三
)

③

道
路
管
理
者
に
よ
る
有
料
自
転
車
駐
車
場
を
供
用
す
る

場
合
の
必
要
な
事
項
の
標
識
に
よ
る
表
示
等
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
が
有
料
自
転
車
駐
車
場
を
供
用
す
る
場
合

に
は
、
必
要
な
事
項
を
表
示
す
る
た
め
、
標
識
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
該
標
識
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
以
下
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

イ

駐
車
料
金
の
額

ロ

駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間

ハ

駐
車
料
金
の
徴
収
方
法

二

割
増
金
の
徴
収
に
関
す
る
注
意
事
項

ホ

そ
の
他
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
に
関
し
必
要
と

認
め
ら
れ
る
事
項

こ
れ
ら
の
他
-
~
5
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
必
要
な
改
正

を
道
路
法
施
行
令
、
道
路
法
施
行
規
則
中
に
お
い
て
行
い

ま
し
た
。

別
添
の
新
旧
対
照
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行
令

(都
道
府
県
等
が
行
う
国
道
の
新
設
又
は
改
築
)

第
一
条

道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。
)
第
十
二
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る

特
別
の
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
･
二

(略
)

三

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
三
号
)
に

よ
る
改
正
前
の
法

(次
号
に
お
い
て

｢改
正
前
の
法
｣
と
い
う
。
)
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
施
行
し
た
工
事
と
一
体
と
し
て
施
行
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
o

四

改
正
前
の
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
工
事
を
施
行

す
る
た
め
調
査
、
測
量
、
設
計
そ
の
他
の
工
事
の
準
備
を
行
っ
た
こ
と
。

五

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た
日

(次
号
に
お
い
て
｢指
定

日
｣
と
い
う
。)
前
に
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
工
事
を
施
行
す

る
た
め
調
査
、
測
量
、
設
計
そ
の
他
の
工
事
の
準
備
を
行
っ
た
こ
と
。

六

(略
)

2

(略
)

3

第
一
項

(第
三
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。)
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

一
項
第

一
号
中

｢都
道
府
県
知
事
又
は
都

道
府
県
｣
と
あ
る
の
は
｢指
定
市
以
外
の
市
町
村
の
長
又
は
指
定
市
以
外
の
市
町
村
｣

と
、
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中

｢都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は

｢指
定
市
以
外
の
市

町
村
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(都
道
府
県
又
は
指
定
市
に
よ
る
指
定
区
間
内
の
国
道
の
管
理
の
告
示
)

第
一
条
の
四

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内

の
国
道
の
管
理
を
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

第
十
三
条
第
三
項
、
第

十
八
条
第

一
項
、
第
五

十
条
第

一
項
、
第
五
十

三
条
第

一
項
、
第
九
十

六
条
第
二
項

読
み
替
え
る
規
定

都
道
府
県

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

指
定
市

法
第
十
七
条
第
一
項
の

場
合

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
読
み
替
え
る

字
句

指
定
市
以
外
の
市

法
第
十
七
条
第
三
項
の

場
合

あ
ら
か
じ
め
、
管
理
の
区
間
、
管
理
の
内
容
、
管
理
の
始
期
及
び
管
理
者
を
告
示
し

“

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
事
項
を
変
更
す
る
場
合
に
お

飼

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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(指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
等
)

第

一
条
の
五

法
第
十
七
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
の

新
設
、
改
築
、
維
持
若
し
く
は
修
繕
又
は
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
に
附
属
す
る

道
路
の
附
属
物
の
新
設
若
し
く
は
改
築
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

歩
道
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
、
植
樹
帯
、
路
肩
、
横
断
歩
道
橋
、
自

転
車
専
用
道
路
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
の
新
設
、
改

築
、
維
持
又
は
修
繕

(管
理
の
特
例
の
場
合
の
読
替
規
定
)

第
一
条
の
六

法
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

す
る
。



第
二
十
六
条
第

一
項
、

第
七
十
六
条
、
第
九
十

六
条
第
二
項

第
二
十
五
条
第

一
項
、

第
九
十
条
第
一
項

第
十
九
条
第
三
項
、
第

十
九
条
の
二
第
三
項
、

第
二
十
条
第
四
項
、
第

三
十
一
条
第
三
項

第
十
九
条
第
二
項
、
第

十
九
条
の
二
第
二
項
、

第
二
十
条
第
三
項
、
第

二
十
六
条
第

一
項
、
第

七
十
六
条

十
条
第
二
項
か
ら
第
四

項
ま
で

十
九
条
第
二
項
、
第
五

第
十
三
条
第
四
項
、
第

第
十
三
条
第
四
項
、
第

五
十
三
条
第
二
項
、
第

九
十
六
条
第
三
項

市
町
村

都
道
府
県
又
は

都
道
府
県
の
議
会
に

都
道
府
県
で
あ
る

都
道
府
県
の

都
道
府
県
が

関
係
都
道
府
県

市

(指
定
市
を
除
く
。)

町
村

指
定
市
又
は

指
定
市
の
議
会
に

指
定
市
で
あ
る

指
定
市
の

指
定
市
が

九
十
四
条
第
五
項
に
お

い
て
同
じ
。
)

を
行
う
市
を
い
う
。
第

項
の
規
定
に
よ
り
管
理

外
の
市
(第
十
七
条
第
二

道
府
県
又
は
指
定
市
以

関
係
す
る
指
定
市
、
都

第
十
七
条
第
一
項

市

(指
定
市
以
外
の
市

を
除
く
。)
町
村

指
定
市
以
外
の
市
又
は

指
定
市
以
外
の
市
の
議

会
に

指
定
市
以
外
の
市
で
あ

る 指
定
市
以
外
の
市
の

指
定
市
以
外
の
市
が

の
市
、
都
道
府
県
又
は

指
定
市

関
係
す
る
指
定
市
以
外

第
十
三
条
第
四
項

第
一項

第
十
七
条
第
一
項

第
十
七
条
第
二
項

2

法
第
十
七
条
第
三
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
法
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
三
条
第
四

第
二
条
第
二
項
第
二
号
、
第
六

号
及
び
第
七
号

読
み
替
え
る
規
定

関
係
都
道
府
県

都
道
府
県
の

修
繕
又
は
災
害
復
旧

第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
が
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧

そ
の
他
の
管
理

道
路
管
理
者

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

当
該
指
定
市
以
外
の
市
町
村
及

び
関
係
す
る
都
道
府
県
、
指
定

市
又
は
指
定
市
以
外
の
市

(第

指
定
市
以
外
の
市
町
村
の

修
繕

第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
国

道
の
修
繕

道
路
管
理
者
又
は
指
定
市
以
外

の
市
町
村

読
み
替
え
る
字
句

ニ
条
第
四

第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
が
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
国

そ
の
他
の
管
理

道
の
修
繕

修
繕
又
は
災
害
復
旧

都
道
府
県
の

セ

関
係
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外
の
市
町
村
及
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指
定

市
又
は
指
定
市
以
外
の
市

(第

2

第
九
十
四
条
第
五
項

第
五
十
三
条
第
二
項

第
五
十
条
第
四
項

第
五
十
条
第
三
項
及
び

第
四
項
、
第
五
十
三
条

第
二
項

都
道
府
県
で
あ
る

当
該
都
道
府
県

関
係
都
道
府
県

他
の
都
道
府
県

指
定
市
、
都
道
府
県
又

は
指
定
市
以
外
の
市
で

あ
る

当
該
指
定
市

指
定
市
及
び
関
係
都
道

府
県

都
道
府
県

指
定
市
以
外
の
市
、
都

道
府
県
又
は
指
定
市
で

あ
る

当
該
指
定
市
以
外
の
市

指
定
市
以
外
の
市
及
び

関
係
都
道
府
県

都
道
府
県

五
十
条
第
三
項
及
び
他
の
都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県



十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

管
理
を
行
う
市
を
い
う
。)

第
四
十
八
条
の
十
八
第

一
項
及

び
第
三
項

第
四
十
八
条
の
十
四
第
一
項

第
四
十
七
条
の
七
第
二
項

第
四
十
七
条
の
四
第
一
項

第
三
十
九
条
第
二
項

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
十
二
条

第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十

三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第

八
十
六
条
第
二
項
、
第
八
十
七

条
第

一
項
、
第
九
十

一
条
第

一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
九
十

二
条
第
四
項
、
第
九
十
三
条
、

第
九
十
五
条
の
二
第

一
項
及
び

第
二
項
前
段
、
第
九
十
六
条
第

五
項

、
利
便
施
設
協
定
を

道
路
管
理
者
は
、

協
定
を

、
道
路
管
理
者

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
は
、
第
四
十
六
条

第
一
項

道
路
管
理
者

駐
車
料
金

道
路
の

、
道
路
管
理
者
等
が
利
便
施
設

協
定
を

道
路
管
理
者
等
は
、
道
路
管
理

者
が

道
路
管
理
者
等
が
協
定
を

、
道
路
管
理
者
等

道
路
管
理
者
等
は

第
四
十
六
条
第
一
項

当
該
占
用
料
を
徴
収
す
る
道
路

管
理
者
等

指
定
市
以
外
の
市
町
村
に
あ
っ

て
は
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自

転
車
駐
車
場
に
自
転
車
を
駐
車

さ
せ
る
者
か
ら
、
駐
車
料
金

道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
は
道
路

の

第
十
八
条
第
一
項

第
十
六
条
又
は

道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。)

第
十
六
条
若
し
く
は

道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。)
又
は

指
定
市
以
外
の
市
町
村

(以
下

｢道
路
管
理
者
等
｣
と
総
称
す

る
。)

決
定
し
、
道
路
管
理
者
は

第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第

一
項
、
第
二
十
三
条
第

一
項
、

第
二
十
四
条
、
第
二
十
四
条
の

二
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
二

十
四
条
の
三
、
第
三
十
二
条
、

第
三
十
三
条
第

一
項
、
第
三
十

四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、

第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
第

一
項
、
第
四
十
条
第
二
項
、
第

四
十

一
条
、
第
四
十
二
条
第

一

項
、
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項

か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
、

第
四
十
五
条
第

一
項
、
第
四
十

六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第

四
十
七
条
の
六
、
第
四
十
七
条

の
七
第

一
項
、
第
四
十
八
条
の

十
七
第

一
項
、
第
五
十
六
条
、

第
五
十
七
条
、
第
五
十
八
条
第

一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、

第
六
十
条
、
第
六
十
一
条
第

一

項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
六

条
第

一
項
、
第
六
十
七
条
の
二

か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
、
第
七

十
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第

四
項
、
第
七
十

一
条
第

一
項
か

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等
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第
七
十
六
条

第
七
十
五
条
第
四
項
及
び
第
五

項
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
五

条
第
三
項

第
七
十
五
条
第
二
項

第
七
十
五
条
第
一
項

第
七
十
四
条
第
二
項

第
七
十
三
条
第
一
項

第
六
十
四
条
第
一
項

次
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
国
土

道
路
管
理
者

都
道
府
県
道
及
び
指
定
市
の
市

道
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
は

指
定
市
の
市
道
以
外
の
市
町
村

道
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者

当
該
指
定
区
間
外
の
国
道
の
道

路
管
理
者

道
路
管
理
者
は
、
当
該
国
道
を

新
設
し
、
又
は
改
築
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て

道
路
管
理
者

負
担
金
は
、
道
路
管
理
者
の
収

入
と
し
、
第
三
十
九
条
の
規
定

に
基
づ
く
占
用
料
は
、
政
令
で

定
め
る
区
分
に
従
い
、
道
路
管

理
者
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
国

道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復

旧
以
外
の
管
理
を
行
う
都
道
府

県
若
し
く
は
指
定
市

第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号

に
掲
げ
る
事
項

(同
号
に
掲
げ

指
定
市
以
外
の
市
町
村

、
都
道
府
県
道
に
関
し
、
次
に

掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
指

定
市
以
外
の
市
町
村

指
定
市
以
外
の
市
町
村

新
設
又
は
改
築
を
し
よ
う
と
す

る
指
定
市
以
外
の
市
町
村

負
担
金
等
を
徴
収
す
べ
き
道
路

管
理
者
等

負
担
金
並
び
に
第
三
十
九
条
の

規
定
に
基
づ
く
占
用
料
で
、
第

十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
公
示
さ
れ
る
国
道
又
は
都
道

府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持

又
は
修
繕
の
開
始
の
日
か
ら
国

道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、

改
築
、
維
持
又
は
修
繕
の
完
了

の
日
ま
で
に
指
定
市
以
外
の
市

町
村
が
徴
収
す
べ
き
も
の
は
、

当
該
指
定
市
以
外
の
市
町
村

第
六
十
四
条
第
一
項

連
結
料
並
び
に

連
結
料
、

第
七
十
六
条

次
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
国
土

に
掲
げ
る
事
項

(同
号
に
掲
げ
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第
六
十
一
条
第
二
項

第
五
十
三
条
第
二
項

第
五
十
条
第
四
項

第
五
十
条
第
三
項

第
五
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
五
十
三
条
第
二
項

第
五
十
条
第
二
項

第
五
十
条
第
一
項

第
四
十
九
条

道
路
管
理
者

都
道
府
県
に

都
道
府
県
が

関
係
都
道
府
県

国
道
の
所
在
す
る
都
道
府
県

当
該
国
道
の
所
在
す
る
都
道
府

県 他
の
都
道
府
県

も
の
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県

当
該
都
道
府
県

都
道
府
県
が
当
該

当
該
道
路
の
道
路
管
理
者

当
該
負
担
金
を
徴
収
す
る
道
路

管
理
者
等

指
定
市
以
外
の
市
町
村
に

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が

当
該
指
定
市
以
外
の
市
町
村
及

び
関
係
都
道
府
県

指
定
市
以
外
の
市
町
村
で
国
道

の
所
在
す
る
も
の

指
定
市
以
外
の
市
町
村
で
当
該

国
道
の
所
在
す
る
も
の

都
道
府
県

も
の
(指
定
市
以
外
の
市
町
村

が
行
う
歩
道
の
新
設
等
に
要
す

る
費
用
を
除
く
。)
に
あ
っ
て
は

都
道
府
県
の
負
担
と
し
、
指
定

区
間
外
の
国
道
に
係
る
も
の
で

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
行
う

歩
道
の
新
設
等
に
要
す
る
費
用

に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
市
以
外

の
市
町
村

当
該
指
定
市
以
外
の
市
町
村

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
当
該

指
定
市
以
外
の
市
町
村

第
四
十
九
条

道
路
の
管
理
に
関
す
る

歩
道
の
新
設
等
に
要
す
る



第
九
十
六
条
第
二
項

又
は
市
町
村
に

都
道
府
県
で
あ
る
道
路
管
理
者

又
は
市
町
村
で
あ
る
道
路
管
理

者 交
通
大
臣
に
、
市
町
村
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知

事

若
し
く
は
市
町
村
又
は
指
定
市

以
外
の
市
町
村
に

都
道
府
県
で
あ
る
道
路
管
理
者

又
は
指
定
市
以
外
の
市
町
村

若
し
く
は
市
町
村
で
あ
る
道
路

管
理
者
又
は
指
定
市
以
外
の
市

町
村

る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
第
三
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定

め
た
条
例
に
限
る
。)
を
国
土
交

通
大
臣

交
通
大
臣
に
、
市
町
村
で
あ
る

る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
第
三
十

(駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
動
車
又
は
自
転
車
)

場
合
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定

め
た
条
例
に

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
附
属
す
る
有
料
の
自
動
車
駐
車
場

又
は
自
転
車
駐
車
場
の
名
称
等
の
告
示
)

第
三
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

区
間
内
の
国
道
に
附
属
す
る
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に
自
動
車

(道
路

運
送
車
両
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
)
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る

原
動
機
付
自
転
車

(以
下
単
に

｢原
動
機
付
自
転
車
｣
と
い
う
。)
を
含
む
。
次
条

及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。)
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る

者
か
ら
駐
車
料
金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該

自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
、
駐
車
料
金
の
額
、
駐
車
す

る
こ
と
が
で
き
る
時
間
並
び
に
駐
車
料
金
の
徴
収
開
始
の
日
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
事
項
を
変
更
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
三

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
又
は

自
転
車
は
、
道
路
の
改
築
、
修
繕
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
、
道
路
の
維
持
そ

の
他
特
別
の
理
由
に
基
づ
き
当
該
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に
駐
車
す
る

こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
自
動
車
又
は
自
転
車
で
、
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
も
の
と
す
る
。

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
に
代

わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
か
ら
十
一

(略
)

十
二

法
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ

"と
0

十
三

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件
を
自
ら
除
去
し
、
又
は
そ
の
命

じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項

(法

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
違
法

放
置
物
件
を
保
管
し
、
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
法
第
四
十
四
条
の

二
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規

定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
法
第
四
十

四
条
の
二
第
五
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。

十
四

法
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
又

は
区
画
線
を
設
け
る
こ
と
o

十
五

法
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通

行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。
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十
六

法
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、

同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
同
意
し
、
並
び
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
許
可
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

十
七

法
第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
を
命

じ
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
、と
0

十
八

法
第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
協
定
を
締
結
し
、
及

び
道
路
一
体
建
物
を
管
理
す
る
こ
と
。

十
九

法
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
し
、
及
び
道
路

外
利
便
施
設
を
管
理
す
る
こ
と
。

二
十

法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
管
理
施
設
の
費
用
の
分
担

の
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

二
十
一

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
り
、
若
し

く
は
特
別
の
用
途
の
な
い
他
人
の
土
地
を
材
料
置
場
若
し
く
は
作
業
場
と
し
て
一

時
使
用
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
に
こ
れ
ら
の

行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

二
十
二

法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
を
移
動
し
、
又
は
そ
の

命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
に
車
両
を
移
動
さ
せ
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
を
保
管
し
、
及

び
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
知
し
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
、
及
び
公
示
し
、
並
び
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
を
移
動
す
る
こ

"と
0

二
十
三

法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
の
現
場
に
お
い
て
、
必
要
な

土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
土
石
、
竹
木
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
し
、
収
用
し
、

若
し
く
は
処
分
し
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
の
現
場
に
在
る
者
又

は
そ
の
付
近
に
居
住
す
る
者
を
防
御
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

三
十
四

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者

と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償
す
る
こ
と
。

二
十
五

法
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と

協
議
し
、
及
び
補
償
金
を
支
払
い
、
又
は
補
償
金
に
代
え
て
工
事
を
行
う
こ
と
を

要
求
し
、
並
び
に
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
お
い
て
収
用
委
員
会
に
裁
決
を
申

請
す
る
こ
と
o

二
十
六

法
第
七
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

(こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
に
規
定
す
る
処
分
を
し
、
若

し
く
は
措
置
を
命
じ
、
又
は
法
第
七
十
一
条
第
三
項
前
段

(法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
規
定

に
よ
り
必
要
な
措
置
を
自
ら
行
い
、
若
し
く
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し

た
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法
第
七
十
一
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号

(こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
七
十
一
条
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
に
規
定
す
る
処
分
を
し
、
若
し
く
は
措

置
を
命
じ
、
又
は
法
第
七
十
一
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
自

ら
行
い
、
若
し
く
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

二
十
七

法
第
九
十
二
条
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
不
用
物
件
と
新
た
に
道
路
を
構
成
す
る
物
件
と
を

交
換
す
る
こ
と
o

二
十
八

法
第
九
十
三
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)
の
規
定
に
よ
り
不
用
物
件
の
使
用
の
申
出
を
し
、
及
び
そ
の
引
渡
し
を
受

け
る
こ
と
。

二
十
九

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
又
は
通
知
し
、

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法

第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

係
る
も
の
を
除
く
。



三
十

車
両
制
限
令

(昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
)
第
七
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
車
両
の
総
重
量
、
軸
重
又
は
輪
荷
重
の
限
度
を
定
め
、
及
び
同
令
第

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
行
方
法
を
定
め
る
こ
と
。

三
十
一

車
両
制
限
令
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
道
路
を
指
定
す
る
こ

"と
0

三
十
二

車
両
制
限
令
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
す
る
こ
と
。

2

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
工
事
開
始
の
日
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
工
事
の
完
了
又

は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
第
二

十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
二

法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道
路

管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
指
定
市
以
外
の
市

町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
三
号
、
第
十
八
号
、

第
十
九
号
、
第
二
十
百
万
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
七
号
及
び
第
二
十
八

号
に
掲
げ
る
権
限

二

法
第
二
十
一
条
又
は
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
維
持
を
行
わ

せ
る
こ
と
o

三

法
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
維
持
を
行
う
こ
と
を
承
認
し
、
及

び
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
承
認
に
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ

、と
o

四

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金

(自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
に
係
る
も

の
に
限
る
。)、
法
第
三
十
九
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。)
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
並
び
に
法
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
及
び
第
五
十
八
条

か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金

(第
九
号
に
お
い
て
｢駐
車
料

金
等
｣
と
い
う
。)
を
徴
収
す
る
こ
と
。

五

法
第
三
十
二
条
第
五
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

六

法
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項

(法
第
四
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
係

る
部
分
に
限
る
。)
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
設
け
る
こ
と
。

七

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す

る
こ
と
。

八

法
第
七
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

(こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
に
規
定
す
る
処
分
を
し
、
若
し
く

は
措
置
を
命
じ
、
又
は
法
第
七
十
一
条
第
三
項
前
段

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
自
ら
行
い
、

若
し
く
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

法
第
二
十
四
条
の
規
定
並
び
に
法
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
四

条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
条
第
二
項

(こ
れ
ら
の

規
定
を
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に

係
る
も
の
に
限
る
。

九

法
第
七
十
三
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
駐
車
料
金
等
の
納
付
を
督
促
し
、
並
び
に
駐
車
料
金
等
並
び
に
駐

車
料
金
等
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

十

法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
す
る
こ
と
。

十
一

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項

(法
第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
十
七
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
及



び
自
動
車
駐
車
場
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。)
の
規
定
に

2

前
項
に
規
定
す
る
指
定
市
以
外
の
市
町
村
の
権
限
は
、
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規

よ
り
意
見
を
聴
き
、
又
は
通
知
し
、
及
び
同
条
第
二
項
本
文

(道
路
の
区
域
を
立

定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
る
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

体
的
区
域
と
し
て
決
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限

る
。)
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

十
二

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九

号
。
以
下

｢電
線
共
同
溝
整
備
法
｣
と
い
う
。)
第
四
条
第
四
項

(電
線
共
同
溝

整
備
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規

定
に
よ
り
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
。

十
三

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
五
条
第
二
項

金
趨線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、

及
び
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設
計
画
を
定
め
る
こ
と
。

十
四

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
六
条
第
二
項

(電
線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
若
し
く
は
第
十
四
条
第
二
項

又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

(平
成
七
年
政
令
第

二
百
五
十
六
号
。
以
下
｢電
線
共
同
溝
整
備
法
施
行
令
｣
と
い
う
。)
第
七
条
第

二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
五

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
こ
と
。

十
六

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
す
る
こ
と
。

十
七

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

十
八

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
及
び
電
線
共

同
溝
管
理
規
程
を
定
め
る
こ
と
。

十
九

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
指
示
を
す
る

こ
と
o

定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
る
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

の
開
始
の
日
か
ら
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕
の
完
了

の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
第
二

十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改

築
、
維
持
又
は
修
繕
の
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
わ
た
っ
て
道
路
を
管

理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
者
が
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代

わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
管
理
者
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も

の
で
こ
れ
ら
の
者
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
~
三

(略
)

四

法
第
四
十
七
条
の
七
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

協
定
を
締
結
し
た
旨
を
公
示
し
、
当
該
協
定
の
写
し
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
、
及

び
こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

五

法
第
四
十
七
条
の
十

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)
の
規
定
に
よ
り
道
路
保
全
立
体
区
域
を
指
定
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示
す
る

こ
、と
0

六

(略
)

(国
土
交
通
大
臣
等
が
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
に
お
け
る

　

意
見
の
聴
取
等
)

ヮ

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
又
は
指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
又

つ

二
十

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
す
る
こ
と
。

二
十
一

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
こ
と
。

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
法
第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
又

蕁

は
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き

満

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



2

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ

項
又
は
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
を
徴
収
し
た
と
き
は
、
当
該
道
路
管
理
者

っ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路

は
、
当
該

、亘
余
に
目
↓

る
ム
を
ツ
炙

、垣

、

壬
双
愛
百

と
ノ

裟

寸
こ

管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体

の
区
域
外
に
わ
た
っ
て
道
路
を
管
理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路

を
管
理
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

管
理
者
に
代
わ
っ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
権
限

二
･
三

(略
)

四

法
第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
o

五

(略
)

3

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者

に
代
わ
っ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨

を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
号
及
び
第
十
一
号
、
第
四
条
の
二
第
一
項
第
六

号
、
第
七
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
及
び
第
二
十
一
号
並

び
に
前
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

二

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
五
条
第
二
項

會
趨線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
整

備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設
計
画
を
定
め
る
こ
と
。

三

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
管
理
規
程
を
定
め

る
こ
"と
。

四

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
。

れれT

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
附
属
物
で

あ
る
電
線
共
同
溝
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
が
当
該

電
線
共
同
溝
に
つ
い
て
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
七
条
第
一
項

會
鞄線
共
同
溝
整
備
法

第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
十
三
条
第
一

は
、
当
該
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
当
該
負
担
金
の
徴
収
後
直
ち
に
当
該
市
町
村
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作
物
等
)

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

看
板
、
標
識
、
旗
ざ
お
、
パ
ー
キ
ン
グ
･
メ
ー
タ
ー
、
幕
及
び
ア
ー
チ

ニ

工
事
用
板
囲
、
足
場
、
詰
所
そ
の
他
の
工
事
用
施
設

三

土
石
、
竹
木
、
瓦
そ
の
他
の
工
事
用
材
料

四

防
火
地
域

(都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第
八
条
第
一
項
第

五
号
の
防
火
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
内
に
存
す
る
建
築
物

(以
下

｢既
存

建
築
物
｣
と
い
う
。)
を
除
去
し
て
、
当
該
防
火
地
域
内
に
こ
れ
に
代
わ
る
建
築

物
と
し
て
耐
火
建
築
物

(建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
)
第

二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
を
建
築
す

る
場
合

(既
存
建
築
物
が
防
火
地
域
と
防
火
地
域
で
な
い
地
域
に
わ
た
っ
て
存
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
既
存
建
築
物
を
除
去
し
て
、
当
該
既
存
建
築
物
の
敷
地

(そ
の
近
接
地
を
含
む
。)
又
は
当
該
防
火
地
域
内
に
、
こ
れ
に
代
わ
る
建
築
物
と

し
て
耐
火
建
築
物
を
建
築
す
る
と
き
を
含
む
。)
に
お
い
て
、
当
該
耐
火
建
築
物

の
工
事
期
間
中
当
該
既
存
建
築
物
に
替
え
て
必
要
と
な
る
仮
設
店
舗
そ
の
他
の
仮

設
建
築
物

五

都
市
再
開
発
法

(昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
)
に
よ
る
市
街
地
再
開
発

事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
行
区
域
内
の
建
築
物
に
居
住

す
る
者
で
同
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
建
築
物
に
入
居
す
る
こ
と
と
な

る
も
の
を
一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な
施
設
又
は
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街

区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
)
に
よ
る
防
災

街
区
整
備
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
行
区
域
内
の
建
築



物

(当
該
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
伴
い
移
転
し
、
又
は
除
却
す
る
も
の
に

限
る
。)
に
居
住
す
る
者
で
当
該
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
後
に
当
該
施
行
区

域
内
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な
施
設

六

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、

住
宅
、
自
動
車
駐
車
場
、
自
転
車
駐
車
場
、
広
場
、
公
園
、
運
動
場
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
施
設

七

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
地
区

(建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限

度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。)
及
び
高
度
利
用
地
区
並
び
に
同
項
第
四

号
の
二
の
都
市
再
生
特
別
地
区
内
の
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
の

上
空
に
設
け
る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
及

び
自
動
車
駐
車
場

人

道
路
の
区
域
内
の
地
面
に
設
け
る
自
転
車

(側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
以
下

同
じ
。)、
原
動
機
付
自
転
車

(側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。)
又
は
道
路
運
送
車

両
法
第
三
条
に
規
定
す
る
小
型
自
動
車
若
し
く
は
軽
自
動
車
で
二
輪
の
も
の

(い

ず
れ
も
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
以
下

｢二
輪
自
動
車
｣
と
い
う
。)
を
駐
車

さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具

(第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
に

設
け
る
も
の
を
除
く
。)

九

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専

用
道
路
の
連
結
路
附
属
地

(以
下

｢特
定
連
結
路
附
属
地
｣
と
い
う
。)
に
設
け

る
食
事
施
設
、
購
買
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

(次
号
に
掲
げ
る
施
設

を
除
く
。)
で
こ
れ
ら
の
道
路
の
通
行
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
も
の

十

(略
)

(原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車
器
具
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
)

第
十
一
条
の
八

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
第
七

条
第
八
号
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
又
は
二
輪
自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
た
め

必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て
｢原
動
機
付
自

転
車
等
駐
車
器
具
｣
と
い
う
。)
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

(略
)

二

道
路
の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
の
な
い
場
合
を

除
き
、
当
該
原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車
器
具
を
原
動
機
付
自
転
車

(側
車
付
き
の

も
の
を
除
く
。)
又
は
二
輪
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
し
た
と
き
に
自
転
車
又
は

歩
行
者
が
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
幅
員
が
道
路
構
造
令
第
十
条
第
三
項

本
文
、
第
十
条
の
二
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
幅
員
で
あ
る
こ

1と
0

2

(略
)

(道
路
の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が
必
要
な
工
作
物
又
は
施
設
)

第
十
六
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

歩
行
者
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
ベ
ン
チ
又
は
そ
の
上
屋

二
花
壇
そ
の
他
道
路
の
緑
化
の
た
め
の
施
設

三

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
自
転
車
駐
車
場
で
あ
っ
て
、
自
転
車
の
安
全

利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る
法
律

(昭
和

五
十
五
年
法
律
第
八
十
七
号
)
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
計
画
に
そ
の
整

備
に
関
す
る
事
業
の
概
要
が
定
め
ら
れ
た
も
の

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め

る
金
額

(第
七
条
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
同
表
占
用
料

の
欄
に
定
め
る
額
並
び
に
道
路
の
交
通
量
等
か
ら
見
込
ま
れ
る
当
該
施
設
に
お
い
て

行
わ
れ
る
営
業
に
よ
り
通
常
得
ら
れ
る
売
上
収
入
額
に
応
じ
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
勘
案
し
て
占
用
面
積

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
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一
年
当
た
り
の
妥
当
な
占
用
の
対
価
と
し
て
算
定
し
た
額
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
)
に
、
法
第
三
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
し
た
占
用
の
期
間

(電
線
共

同
溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一

項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝
整
備

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

(当
該
許
可
又
は
当
該
協
議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し

た
日
が
当
該
許
可
を
し
、
又
は
当
該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当

該
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
ま
で

の
期
間
)
。
以
下
こ
の
項
、
次
項
、
次
条
第

一
項
及
び
別
表
の
備
考
第
九
号
に
お
い

て
同
じ
。)
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し

て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百

円
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い

て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け
る
占
用
の
期
間
に
相

当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
の
合
計
額
と

す
る
。

2
~
4

(略
)

(違
法
放
置
物
件
に
関
す
る
規
定
の
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が

道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
等
に
つ
い
て
の
準
用
)

第
十
九
条
の
十
一

第
十
九
条
の
五
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
第
四
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
権

限
を
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

2

第
十
九
条
の
五
か
ら
前
条
ま
で
及
び
前
項
の
規
定
は
、
道
路
予
定
区
域
に
係
る
違

法
放
置
物
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(都
道
府
県
負
担
額
等
に
関
す
る
規
定
の
指
定
市
が

国
道
の
管
理
を
行
う
場
合
等
に
つ
い
て
の
準
用
)

第
二
十
六
条

第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
市
が
国
道
の
管
理
を
行
う
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
市
以
外
の
市
が
国
道
の
管
理
を
行
う
場
合
の
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十

一
条
及
び
第
二
十
三
条
第
三
項
中

｢都
道
府
県
が
｣
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
が
｣
又
は

｢指
定
市
以
外
の
市

が
｣
と
、
第
二
十
一
条
中

｢都
道
府
県
の
｣
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
の
｣

又
は

｢指
定
市
以
外
の
市
の
｣
と
、
同
条
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
中

｢他
の
都
道

府
県
｣
と
あ
る
の
は

｢都
道
府
県
｣
と
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
三
条
中

｢都
道

府
県
負
担
額
｣
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
負
担
額
｣
又
は

｢指
定
市
以
外
の

市
負
担
額
｣
と
、
第
二
十
二
条
中

｢都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
｢指
定
市
｣

又
は

｢指
定
市
以
外
の
市
｣
と
、
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
中

｢都
道
府
県
に
｣
と

あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
に
｣
又
は

｢指
定
市
以
外
の
市
に
｣
と
、
同
項
後
段

中

｢関
係
都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ

｢関
係
指
定
市
又
は
都
道
府
県
｣
又

は

｢関
係
指
定
市
以
外
の
市
又
は
都
道
府
県
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市

町
村
が
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
の
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
中

｢都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は
、
｢指
定
市
以

外
の
市
町
村
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

3

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
、

指
定
市
以
外
の
市
又
は
指
定
市
以
外
の
市
町
村
の
行
う
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
関

す
る
工
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
中

｢都
道
府
県
｣
と

あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
｣、
｢指
定
市
以
外
の
市
｣
又
は

｢指
定
市
以
外
の

市
町
村
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(道
路
に
関
す
る
費
用
の
補
助
額
)



第
二
十
八
条

法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
に
対
す
る
道
路
の
新
設
、

改
築
若
し
く
は
修
繕
に
要
す
る
費
用
又
は
道
路
の
調
査
に
要
す
る
費
用
に
関
す
る
補

助
金
の
額
は
、
当
該
費
用
の
額

(道
路
の
新
設
、
改
築
又
は
修
繕
の
場
合
に
お
い
て

収
入
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
か
ら
収
入
金
を
控
除
し
た
額
。)
に
、
同
条
に
定

め
る
補
助
率
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
た
額
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
歩
道
の
新
設
等
を
行
う
指

定
市
以
外
の
市
町
村
に
対
す
る
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
若
し
く

は
修
繕
に
要
す
る
費
用
又
は
当
該
歩
道
の
新
設
等
に
係
る
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県

道
の
調
査
に
要
す
る
費
用
に
関
す
る
補
助
金
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(中
間
検
査
及
び
完
了
認
定
の
申
請
)

第
三
十
条

第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
を
受
け
る

工
事
又
は
調
査
の
中
間
検
査
又
は
完
了
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
十
五
条
第
二
項
中

｢都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は
、
｢道
路
管
理

者
又
は
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、

改
築
若
し
く
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
行
う
指
定
市
以
外
の
市
町
村
｣
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

(長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
に
関
す
る
規
定
の
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が

道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
の
準
用
)

第
三
十
条
の
五

前
三
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市

以
外
の
市
町
村
が
第
四
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
を
道
路
管
理
者
に
代

わ
っ
て
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(道
路
の
附
属
物
)

第
三
十
四
条
の
三

法
第
二
条
第
二
項
第
八
号
の
政
令
で
定
め
る
道
路
の
附
属
物
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

(略
)

ニ

ベ
ン
チ
又
は
そ
の
上
屋
で
道
路
管
理
者
又
は
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
歩
道
の
新
設
等
を
行
う
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
設
け
る
も
の

三
~
五

(略
)

六
道
路
の
交
通
又
は
利
用
に
係
る
料
金
の
徴
収
施
設

(歩
行
者
の
通
行
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
道
路
の
改
築
)

第
三
十
五
条
の
二

法
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
道
路
の
改
築
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
転
車
駐
車
場
の
道
路
上
に
お
け
る
設
置

二

突
角
の
切
取
り
又
は
歩
道
の
拡
幅

(い
ず
れ
も
道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
付

近
の
道
路
の
部
分
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。)

三

横
断
歩
道
橋
の
設
置

(道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
工
作
物
又
は
施
設
)

第
三
十
五
条
の
三

法
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施

設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

道
路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
た
通
路
で
、
専
ら
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
一
般
交
通

の
用
に
供
す
る
も
の

(当
該
通
路
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
又
は
施
設
の
う
ち
、
ア

ー
ケ
ー
ド
、
雪
よ
け
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
も
の
を
含
む
。)

二

道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
一
般
交
通
に
関
し
案
内
を
表
示
す
る
標
識

三

自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場

(い
ず
れ
も
道
路
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
に
限
る
。)

四

道
路
の
歩
行
者
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
ベ
ン
チ
又
は
そ
の
上
屋

五

花
壇
そ
の
他
道
路
の
緑
化
の
た
め
の
施
設

六

道
路
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た
公
衆
便
所

22 蒲分千セ 2007.10



(手
数
料
及
び
延
滞
金
)

第
三
十
七
条

法
第
七
十
三
条
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
手

数
料
の
額
は
、
督
促
状
一
通
に
つ
き
郵
便
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
)

第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
常
葉
書
の
料
金
の
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

2

･
3

(略
)

4

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
で
指
定
区
間
の
指
定
の
日
の
前
日
ま
で
に
道

路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
市
又
は
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
権
限
を
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
指

定
市
以
外
の
市
町
村
が
徴
収
す
べ
き
も
の
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
に
つ
い
て

は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
区
間
の
指
定
の
際
現
に
当
該
指
定

区
間
の
存
す
る
都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
市
又
は
当
該
権
限
を
道
路
管
理
者
に
代
わ

っ
て
行
う
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例

で
定
め
て
い
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
の
例
に
よ
る
。

(事
務
の
区
分
)

第
三
十
八
条
の
四

こ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律

フ

第
六
十
七
号
)
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

一

都
道
府
県
･

指
定
市
又
は
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
同

響

　

　
　

　

　　

　

意
を
得
た
市
が
指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務

(第
二
十
三
条
第
三
項

(第
二
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条

第

一
項

(第
二
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を

除
く
。)

二

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
歩
道
の
新
設
等

を
行
う
者
と
し
て
国
道
に
関
し
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

(第
三
十
六

条
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。)

(都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
改
築
)

第
三
十
八
条
の
二

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
道
路
の
交
差
部
分

及
び
そ
の
付
近
の
道
路
の
部
分
の
改
築
は
、
車
道
又
は
歩
道
の
幅
員
の
変
更

(歩
道

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
拡
幅
を
除
く
。)
及
び
交
通
島
、
中
央
帯
又
は
植
樹
帯
の
設
置

と
す
る
。

(法
定
受
託
事
務
か
ら
除
か
れ
る
事
務
)

第
三
十
八
条
の
三

(略
)

2

法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
第
四
条
の
二
第
一
項

第
四
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

(権
限
の
委
任
)

第
三
十
九
条

(略
)

2

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
国
土
交

通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び

北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

裁
定
及
び
同
条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
並
び
に
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
譲
与
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
~
四

(略
)

五

第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
動
車

又
は
自
転
車
を
定
め
る
こ
と
。

六

(略
)

七

第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項

(こ
れ
ら
の
規
定
を
第
二
十
六
条
第
一
項
に



お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
負
担
基
本
額
、

ハ

(略
)

都
道
府
県
負
担
額

(指
定
市
負
担
額
及
び
指
定
市
以
外
の
市
負
担
額
を
含
む
。)

及
び
都
道
府
県
分
担
額
を
通
知
す
る
こ
と
。

(有
料
の
目

八
~
十
二

(略
)

第
三
条
の
二

･

(略
)

で
な
け
れ
ば

都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行
規
則

(国
道
の
新
設
等
の
公
示
)

第

一
条
の
四

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

(以
下
こ
の
条
に

お
い
て

｢国
道
の
新
設
等
｣
と
い
う
。)
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
当
該
国
道

の
新
設
等
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
と
き
は
、
道
路
の
種
類
、
路
線
名
、
国
道

の
新
設
等
の
区
間
、
国
道
の
新
設
等
の
種
類
及
び
国
道
の
新
設
等
の
開
始
の
日

(当

該
国
道
の
新
設
等
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、
国
道
の
新
設

等
の
完
了
の
日
)
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

(道
路
の
区
域
の
決
定
等
の
公
示
)

第
二
条

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
区
域
の
決
定
又
は
変
更
の
公
示

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
は
、

縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
も
の
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

一
･
二

(略
)

三

次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ
又
は
ハ

に
定
め
る
事
項

イ

(略
)

口

法
第
四
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
立
体
的
区
域
と
す
る
区
域
の
決
定
の
場

合

イ
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
立
体
的
区
域
と
す
る
区
間
及
び
そ
の
延

(有
料
の
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
に
関
す
る
標
識
)

第
三
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
三
の
標
識
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
示
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
~
四

(略
)

五

そ
の
他
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
に
関
し
必
要
と
認
め
ら
れ

る
事
項

2

前
項
の
標
識
は
、
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者

の
見
や
す
い
場
所
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(道
路
台
帳
)

第
四
条
の
二

(略
)

2

(略
)

3

調
書
に
は
、
道
路
に
つ
き
、
少
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
と
す
る
。

一
~
十
四

(略
)

十
五

協
定
利
便
施
設
の
概
要

4

図
面
は
、
道
路
に
つ
き
、
少
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
付
近
の
地
形
及
び
方

位
を
表
示
し
た
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
平
面
図

(法
第
四
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ

り
道
路
の
区
域
を
立
体
的
区
域
と
す
る
場
合
は
、
平
面
図
、
縦
断
図
及
び
横
断
定
規

図
)
に
記
載
し
て
調
製
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一
~
十
五

(略
)

十
六

協
定
利
便
施
設

十
七

(略
)

ャ行

5

(略
)

漕

6

道
路
台
帳
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
所
に

4



お
い
て
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
の
区
域
内
の
道
路
に
係
る
道
路
台
帳

(道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
の
公
示
)

の
う
ち
、
国
道
に
係
る
も
の
及
び
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
発
道
路
で

第
四
条
の
十
一

法
第
四
十
七
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
協
定
の

国
土
交
通
大
臣
が
維
持
を
行
う
も
の
に
係
る
も
の
は
、
北
海
道
開
発
局
の
事
務
所
に

公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

お
い
て
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

一
･
二

(略
)

一
5
四

(略
)

三

協
定
の
写
し
の
閲
覧
の
場
所

(高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
の
連
結
路
)

第
四
条
の
四
の
人

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
交
通

の
用
に
供
す
る
部
分
は
、
車
道
及
び
路
肩
と
す
る
。

(営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
に
準
ず
る
者
)

第
四
条
の
四
の
九

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
格
を
有
し
な
い
社
団
で
あ
っ
て
、
代
表
者
の
定
め

が
あ
り
、
か
つ
、
道
路
の
清
掃
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
必
要

と
認
め
ら
れ
る
活
動
を
実
施
す
る
社
団
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
も

の

(道
路
保
全
立
体
区
域
の
指
定
等
の
公
示
)

第
四
条
の
十
二

法
第
四
十
七
条
の
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
保
全
立
体
区
域
の

指
定
又
は
当
該
指
定
の
変
更
の
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
縮
尺
千
分
の
一
以
上

の
平
面
図
、
縦
断
図
及
び
横
断
定
規
図
に
明
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
･
二

(略
)

2

法
第
四
十
七
条
の
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
保
全
立
体
区
域
の
指
定
の
解
除

の
公
示
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
工
作
物
又
は
施
設
)

第
四
条
の
十
六

令
第
三
十
五
条
の
三
第
百
万
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
工
作
物
又

は
施
設
は
、
通
路
に
設
け
ら
れ
た
雨
よ
け
と
す
る
。

(利
便
施
設
協
定
の
公
告
等
)

第
四
条
の
十
七

法
第
四
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
公
告
及
び
同
条
第
三
項
の
公
示

(同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

利
便
施
設
協
定
の
名
称

二

協
定
利
便
施
設
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地

三

利
便
施
設
協
定
の
有
効
期
間

四

利
便
施
設
協
定
の
縦
覧
又
は
利
便
施
設
協
定
の
写
し
の
閲
覧
の
場
所

(歩
行
安
全
改
築
の
要
請
に
係
る
様
式
)

第
四
条
の
十
の
二

法
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
し
よ
う
と
す

る
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
要
請
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

歩
行
安
全
改
築
に
係
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
区
間

二

歩
行
安
全
改
築
の
内
容

三

第
一
号
の
区
間
に
お
い
て
歩
行
安
全
改
築
の
要
請
を
す
る
理
由



(報
告
の
提
出
)

第
十
条

法
第
七
十
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
同
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
伴
い
道
路
整
備
計
画
を
作
成
し
、
又
は
変
更
し

た
都
度
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
工
事
を
施
行
し
た
後
、
同
条
第

三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
協
議
が
成
立
し
た
都
度
、
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
は
条
例
を
制
定
し
た
都
度
、
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

2

(略
)

(権
限
の
委
任
)

第
十
一
条

第
四
条
の
四
の
九
第
二
号
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
大

臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。

様
式
第
四

(第
四
条
の
二
関
係
)

第
一
表

(表
)
(略
)

(裏
)

(略
)

軌
道
そ
の
他
主
要
な
占
用
物
件
の
概
要

協
定
利
便
施
設
の
概
要

道
路
一
体
建
物
の
概
要

(略
)

様
式
第
七

(第
五
条
関
係
)

(表
)
(略
)

(裏
)第

四
十
六
条

(略
)

第
七
十
一
条

(略
)

第
九
十
一
条

2

道
路
の
区
域
が
決
定
さ
れ
た
後
道
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、
道

路
管
理
者
が
当
該
区
域
に
つ
い
て
の
土
地
に
関
す
る
権
原
を
取
得
し
た
後
に
お
い
て
は
、
当

該
区
域
又
は
当
該
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と
な
る
べ
き
も
の

(以
下

｢道
路

予
定
区
域
｣
を
い
う
。)
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
、
第
三
章
第
三
節
、
第
四
十
三
条
、
第
四

十
四
条
、
第
四
十
四
条
の
二
、
第
四
十
七
条
の
十
、
第
四
十
八
条
、
第
七
十
一
条
か
ら
第
七

十
三
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
、
第
八
十
七
条
及
び
次
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
の
規
定
を
準

用
す
る
。
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鬘
齪
園
鐙
図
露
霊
團

鐡

北
為

開
発
局

　

週 ふれ謳い螂間』
鱸宥行事報告

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告

北
海
道
開
発
局
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
道
内
各
地
で
関
係
機
関

及
び
地
元
住
民
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。写真 1 表彰式後の記念撮影

◇

｢道
の
日
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
2
0
0
7
｣

八
月
一
〇
日

(金
)
に
、
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会

(北
海
道
開
発
局
･
北
海
道

･
札
幌
市

･
東
日
本

高
速
道
路
㈱
北
海
道
支
社
)
主
催
に
よ
る

｢未
来
に
つ
な

ぐ
、
こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
｣
を
テ
ー
マ
に

『北
の
道
ふ

れ
あ
い
広
場
m
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
の
は
、
札
幌
市
内
に
あ
る

｢サ
ッ
ポ

ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
｣
で
、
屋
内
と
屋
外
に
そ
れ
ぞ
れ
各

種
の
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

屋
内
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
の
優

良
賞

(学
生
の
部
)
の
表
彰
式
と
全
道
の
小
学
生
を
対

象
と
し
た

｢道
の
日

こ
ど
も
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
｣

の
低
学
年

(
一
･
二
年
生
)
、
中
学
年

(三

･
四
年
生
)

及
び
高
学
年

(五

･
六
年
生
)
の
各
部
門
の
最
優
秀
賞

一
作
品
と
優
秀
賞
三
作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

(写
真
1
)。
推
進
標
語
の
応
募
総
数
は
、
過
去
最
高
の

五
、九
一
一
点
で
し
た
が
、
北
海
道
在
住
で
優
良
賞
を
受

賞
し
た
の
は
、
月
形
町
の
小
学
六
年
生
小
審
優
奈
さ
ん

の
作
品
で

｢す
て
な
い
で

心
の
道
を

よ
ご
し
ち
や

う
｣
で
し
た
。

表
彰
式
の
後
も
、
せ≦
も
○
の
活
躍
す
る
道
路
に
つ
い
て

楽
し
く
学
べ
る
人
形
劇

(写
真
2
)
や
ス
ト
リ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
会
場
は
盛

競鱗〆ふれ鱗鳧も麓鰯鰯茅野多鼾り繃

　　　　　　　　　　
　　

　
　　

　　
　　
　

　

　
　
　

　

　
　

饑
瀞
を
総

べ

写真 2 人形劇に
引き込まれる子供達



り
上
が
り
ま
し
た
。

写真 3 クイズを楽しむ子供達

写真5 真夏に出現した氷の道 ｣

そ
の
ほ
か
、
地
域
と
協
働
-
連
携
し
た
｢み
ち
づ
く
り
｣

識窯

活
動
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
説
明
し
た

｢こ
れ
か
ら
の
道
づ
く

隨

り
展
｣
、
パ
ネ
ル
や
映
像
な
ど
に
よ
り
･

シ
ー
ニ
ッ
ク
ル

な
》

近

ー
ト
や
景
観
を
紹
介
し
た

｢シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北

綱

海
道
コ
ー
ナ
ー
『

ク
イ
ズ
を
通
し
て
道
に
つ
い
て
学
べ

完

る

｢
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
｣
(写
真
3
)
、
ば
ら
ば
ら
の
ピ
ー
ス

寡
を
組
み
合
わ
せ
て
、
様
々
な
道
路
標
識
を
完
成
さ
せ
る

写

｢道
路
標
識
パ
ズ
ル
子
供
体
験
コ
ー
ナ
ー
｣
(写
真
4
)
等

が
好
評
で
し
た
。

道

ま
た
、
｢
N
E
X
C
O
東
日
本
コ
ー
ナ
ー
｣
で
は
、
E

鱒
T
C
利
用
の
割
引
制
度
や
S
A
･
P
A
の
う
ま
い
も
の
&

堵
お
み
や
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
紹
介
の
ほ
か
･

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

現

ツ
ズ
の
配
布
や
社
員
の
方
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
人

写真 7 想像以上の衝撃にびっくり

気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
｢北
の
道

自
由
研
究
コ
ー
ナ
ー
｣
の
レ

ン
ガ
を
使
っ
て
の
ア
ー
チ
橋
づ
く
り
、
氷
で
出
来
た
つ
る

つ
る
路
面
で
滑
ら
な
い
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
体
験

(写
真

5
)、
高
所
作
業
車
の
試
乗

(写
真
6
)、
時
速
五
如
で
の

衝
撃
を
体
験
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
必
要
性
と
効
果
を
体

験
で
き
る

｢
J
A
F
コ
ー
ナ
ー
｣
(写
真
7
)
な
ど
が
、

特
に
子
供
た
ち
に
大
人
気
で
、
順
番
待
ち
の
列
が
出
来
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
道
路
の
歴
史
や
道
路
の
役
割
、

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
と
と
も
に
、
道
路
に
対

し
て
よ
り
一
層
の
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
子
供
た
ち
の
来
場
が
多
か
っ
た

の
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
道
路
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
欲

し
い
と
願
い
ま
す
。

◇
道
内
各
地
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

道
内
各
地
に
お
い
て
、
各
地
域
の
道
路
管
理
者
が
共
同

し
て
地
域
住
民
参
加
の
も
と
道
路
の
清
掃
や
美
化
活
動
を

行
っ
た
り
、
維
持

･
除
雪
機
械
の
展
示

･
体
験
試
乗
会
、

｢道
の
駅
｣
等
で
の
道
路
の
P
R
や

｢道
路
工
事
現
場
見

学
会
｣
な
ど
様
々
な
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

各
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
道
路
愛
護
思
想
の
啓
発
や
道

路
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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写真6 高所作業車体験中



東
養
芳
整
備
局

｢道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
7
｣

わ
く
わ
く
探
検
!

未
知
(道
)
の
世
界

間
｣
に
、
地
域
住
民
の
皆
様
へ
道
路
に
つ
い
て
、
よ
り
詳

道
事
務
所
･
東
北
幹
線
道
路
調
査
事
務
所
･東
日
本
高
速

“

し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
目
的
で
、
様
々
な
行
事
を

道
路
栂
東
北
支
士
･
呂
城
県
首

公
土

の
･
径
に
よ
り
、

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

実
施
し
ま
し
た

(表
参
照
)。

道
路
フ
ェ
ア
は
、
そ
れ
ら
行
事
の
一
つ
と
し
て
毎
年
八

月
一
0
日
に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
行
事
実
行
委
員
会
｣

(東
北
地
方
整
備
局
･
宮
城
県

･
仙
台
市

･
仙
台
河
川
国

表 東北地方整備局の各事務所で行われた行事一覧
事務所名等 開催日 イベン1･名等 間欄場所

東北地方塑慥局 8月lo日 選路フェア2007 仙台市内

=
所
1
携

‐、-事遁国

8月1日 れぶたメ‘ンストリートクリーン作戦 青森市内
8月12日,10日 ｢遭路ふれ熱瞬間｣街頭PR活動 育森弘前、八戸前村

8月lo日 ｢道路ふれあい拙覇｣ PR活動 造の駅｢きんのへ｣ ｢とわだ｣ ｢奥入瀬｣ ｢しちのへ｣
8月lo日 ｢八戸ニュータウンふれあい路｣ウォーク 八戸市内

8月10日,26日 小学生1月道路パトロール 青森市、八戸市内
8月28."日 道路愛護団体表彰式 “翳湫み.囃一隅
8月30日 夏の雪道観察･意見交蟄 青森市内

岩手河川
回避事務所

第=回二戸地区道路清掃｢北の道クリーンキャンペーン｣ 二戸市内
8月10日 ｢担の日｣広報活動及び交通安全キャンペーン 奥州、北上市内
8月10月 担の駅雫石あれっこ広報活動 道の駅｢雫石あれつこ｣
8月11日 めざまし作戦 道の駅｢石神の鬮
8月23日 遡の歌石鳥谷合同広報活動 邁の駅｢石鳥谷｣

三陸国道事務所

8月1日 夏の交通安全作戦 宮古市内

8月6ロ クリーン作戦 贅泉町内
8月1口~lo日国逍持;テ全線同逓35周年記念パネル展 逼の狭｢みやこ｣
8月10日 道の日師宮古 宮古市内
8月10日 第初回旧釜石街遺･仙人峠の築い 仙人峠(遠野市~釜石市)
8月10日 剣劇歴史の道を歩いてみよう｢高田遠野街道~豹駒･横田の史跡を訪ねて｣ 陸前高田市内
8月10目 ｢選の日｣街頭広報活動 久慈市内
8月12目 ｢遍路ふれあい月間｣並びに｢夏の交通安全事故防止県民運動｣啓発活動 大船渡市内
8月27日 通路委譲副本表彰式 三陸国道事務所

=
所響れ=㈲田

8月1日 避陷愛護･交通安全合同PR作拔 松島町内
8月2日 ルート蟠クリーン運動 仙台西国道維持出張所管内
8月3話日 割=まつり 大崎市内
8月5日 国造4号大衡村ロードクリーン作戦 大衡村内
8月7ロ 夏の交通事故防止及び飲酒運転梗減街頭キャンペーン 鳴子国潮田寺出張所管内
8月10ロ 亘の交通事故防止07山元町ふるさと帰省･嵐事故作戦 山元町内
8月19日 道フェスタm古川旧逍 古川l国道維持出張所
8月27日 道路愛護表彰式 仙台団jl回避事務所
8月28日 小学生による一日通路パトロール 仙台西国遅緩費出張所管内

8月"日 一般国選菊号･108号クリーンアンプ作戦 百巻国迪維持出張所管内
8月“R

蹴 翻郷褻古
秋田河川
国報事務所

8月10日 動〕済…報広駅趙

刈8月10日

鞠 總8月23日 絨鰯漱獸 瀰鯆翻
8月"日 隙駿鰤撥道 聯臟㈱

瀰鞠
8月6日

鮴
生 諦8月9.10日 鰯 観熨鰺聯癒

8月"目 隙皺癰㈱ 鰤臟繃
能代剛=
国道事務所

8月lu~7月 鰯柳皺 減
8月6臼

彩
道贓生 鰔

大
8月27日 漱酬鮴繃 纖8月“日 廳獅寒饑 繃燭鰯剛

=
所卸鞠

8月4日 鯛隷遣 聯8月9日 織纖蹴烟 彎8月9□ 縛鰄鮒*鰭 減8月10日

絲 鞠
瀞蹴

総繃 鱗
生

7月28月

淺
迫 鰤8月4月 鰍細劾 蘂8月4月 緘加ル鮴 総

=
所嗣騰

8月3R シス絨綴 鯆織8月雄日 加皺 疏燃
8月3旧 鮴褻撥潮 鰡贓蹴

纖聯

8月5日 鰡

稠 謝8月7,10ロ

勢 芻帆騙家
8月10ロ 撥繃剛随 納8月27ロ 隙核間篩鯛 衞螂剛
8月31日 し点視の性女 鰤

鼾

8月4日 纖加締 繊鱸
8月10日

鍬 醐8月18日 蹴袖ヰ搏 蝋8月25目

刈 鯛8月31日 臘皺贓 “=--ばrIr家の調【

道
路
㈱
東
北
支
社
･
宮
城
県
道
路
公
社
)
の
主
催
に
よ
り
、

0

仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台
公
園

(市
民
の
広
場
)
に
お
い

007

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

セ

今
回
の
テ
ー
マ
は
弱
く
わ
く
燃

そ
未

知
逍
)
の
世

箭

界
｣
と
称
し
、
来
場
者
の
皆
様
へ
道
路
に
関
す
る
各
種
の
体



験
企
画
を
通
じ
、
道
路
の
役
割
や
機
能
を
学
び
、
親
し
ん
で

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
か
ら

各
催
し
に
ス
タ
ッ
フ
補
助
な
ど
と
し
て
N
P
O
法
人
、
市
民

団
体
等
の
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層

地
域
と
密
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー

(表
彰
式
)

･
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

･
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
行
事
実
行
委
員
会
｣
を
代
表
し
て
坪
香
東
北
地
方
整
備

局
長
の
挨
拶
の
後
、
日
頃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
道
路
清

掃
や
植
樹
等
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
東
北
の
各
団
体
へ

の
国
土
交
通
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
伝
達
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
道
路
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
仙
台
市
内
の
小

学
生
の
道
路
絵
画
展
及
び
東
北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
式
を
併
せ
て
執
り
行
い
ま
し
た

(写
真
ー
)。

絵画展 ･写真コンテストの

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
終
了
後
、
気
仙
沼
人
力

車
の
会
か
ら
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通
の

提
言
書
が
地
域
住
民
の
声
と
し
て
局
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
人
力
車
の
会
の
皆
様
に
は
体
験
乗
車
会
で
も

ご
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
し
た

(写
真
2
)。

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
入
り
、
仙
台
市
内
の
心

身
障
害
者
通
所
援
護
事
業
施
設

(N
P
O
法
人
)
の
皆
様

に
よ
る

｢
ツ
ー
ラ
ン
踊
り
｣
な
ど
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

子
供
達
に
大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

(お
で
ん
く

ん
シ
ョ
ー
)、
仙
台
地
区
の
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
小
学
生
児
童
を
対
象
と
し
た
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
、
終
日
、
歓
声
や
声
援
、
拍
手
が
会
場
に

響
き
渡
り
、
来
場
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
満
足
を
い
た
だ

い
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

会
場
内
で
は
、
道
路
事
業
の
広
報
資
料
、
道
路
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
と
題
し
、
絵
画
展
及
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

　
　　
　　　
　
　

滲

乗
写真 2 人力車の会による

体験乗車会

作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
道
路
で
働
く
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

や
高
所
作
業
車
の
展
示
を
は
じ
め
、
地
震
や
交
通
事
故
の
衝

撃
を
体
験
出
来
る
車
両
、
天
然
ガ
ス
バ
ス
や
燃
料
電
池
車
な

ど
環
境
に
優
し
い
車
両
の
展
示
は
、
関
心
も
大
変
高
く
環
境

に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
パ
ト
カ
ー
や

白
バ
イ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
子
供
達
が
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
試
乗
し
て
い
ま
し
た

(写
真
3
･
4
)。

ま
た
、
仙
台
市
民
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
仙
台
市
の

昔
の
町
並
み
や
歴
史
を
伝
え
る
紙
芝
居
、
仙
台
市
付
近
の

街
道
に
ま
つ
わ
る
昔
話
も
開
催
し
、
特
に
感
慨
深
げ
に
見

聞
き
し
て
い
た
お
年
寄
り
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の

写真4 白バイ展示コーナー 写真 3 高所作業車の展示



ほ
か

｢道
の
駅
｣
ブ
ー
ス
で
は
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
六

駅
が
臨
時
開
店
し
、
特
産
品
の
P
R
と
展
示
販
売
を
行
い

地
元
の
味
を
広
め
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
普
段
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

｢共
同
溝
｣
(電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
道
路
地
下
空
間
に
整
理
･
集
約
す
る
ト
ン
ネ

ル
状
の
施
設
)
で
の
見
学
体
験
会
や
道
路
資
料
館

｢み
ち

あ
む
｣
及
び
高
速
道
路
管
制
室
の
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、
様
々
な
道
路
の
役
割
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た

(写
真
5
)。

道
路
フ
ェ
ア
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り

會
最
高
気
温
三
三
℃
)、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
入
場
い

た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
回
は
各
催
し
や
会
場
内
ス
タ
ッ
フ
補
助
、
会
場

内
で
の
清
掃
活
動
な
ど
で
地
域
の
N
P
O
法
人
、
市
民
団

写真 5 ｢共同溝｣ 見学体験会

体
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
た
く
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
益
々
、
地
域
の
方
々
の
積

極
的
な
参
加
で
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
創
り
、
多
く
の

皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
道
路
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
展
開
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
農
か
整
備
局

関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
管
内
の
道
路

関
係
事
務
所
に
お
い
て
各
関
係
機
関
及
び
地
元
の
皆
様
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
と
連
動
し
た
様
々
な
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
、
管
内
で
実
施
さ
れ
た

広
報
活
動
の
う
ち
、
千
葉
国
道
事
務
所
で
実
施
し
た
活
動

や
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
2
0
0
7

八
月
一
日

(水
)
に

｢親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
2

0
0
7
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
一
人
組
四
〇
名
の

親
子
が
木
更
津
市
内
に
あ
る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(圏
央
道
)
の
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
ホ

ウ
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
重
機
試
乗
体
験

(写
真
1
)

及
び
完
成
し
た
ト
ン
ネ
ル
の
見
学
を
通
し
て
、
公
共
事
業

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
必

重機械の試乗体験

要
で
あ
る
か
等
を
勉
強
し
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
頂

い
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
｢普
段
で
は
体
験
で
き
な
い

機
械
に
乗
れ
て
楽
し
か
っ
た
｣
｢大
人
に
な
っ
た
ら
監
督

さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た
い
｣な
ど
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

◇
ロ
ー
ド
フ
ェ
ア
ち
ば
2
0
0
7

八
月
四
日

(土
)
に
千
葉
市
中
央
公
園
に
て
、
｢
ロ
ー

ド
フ
ェ
ア
ち
ば
2
0
0
7
｣
を
開
催
し
ま
し
た
。
｢
ロ
ー

ド
フ
ェ
ア
ち
ば
｣
は
毎
年

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
中
に

行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
一
五
回
目
に
な
り
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
プ
ロ
野
球

･
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢
C
O
O
L
｣
と
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
の
子
供
達
に
よ
る
打
ち
水
イ
ベ
ン
ト

(写
真

2
)
か
ら
始
ま
り
、
道
路
愛
護
団
体
表
彰
、
千
葉
県
警
察

音
楽
隊
に
よ
る
楽
器
演
奏
、
大
道
芸
、
道
路
0
×
ク
イ
ズ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
、総
州
太
鼓
社
中
に
よ
る
演
奏
、



チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
展
示
コ
ー
ナ

ー
で
は
千
葉
県
、
千
葉
市
、
千
葉
国
道
事
務
所
等
の
道
路

管
理
者
に
よ
る
道
路
事
業
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
配
布
、
道
の
駅
に
よ
る
物
産
販
売
、
公
益
事
業
者
に

よ
る
事
業
活
動
の
紹
介
･
パ
ネ
ル
展
示
、
県
警
交
通
機
動

隊
に
よ
る
白
バ
イ
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内

を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
自
然
災
害
体
験
車
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
暑
い
中
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
多
く
の
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
っ
た

結
果
、
｢と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
毎
年
実
施
し
て
ほ
し
い
。｣

｢道
路
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
良
い
機
会
だ
と
思
う
。｣

と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
｢道
路
に
つ
い
て

不
満
に
思
っ
て
い
る
事
は
何
で
す
か
?
｣

の
問
い
に
対
し

て
は

｢交
通
渋
滞
｣、
｢ゴ
ミ
が
多
い
｣
、
｢歩
道
が
歩
き
づ

ら
い
｣、
｢道
路
工
事
が
多
い
｣
等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

や
ト
イ　　

、紹一
C

◇
小
学
生
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

八
月
七
日

(火
)
に
｢小
学
生
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
｣

を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
3
)。
こ
れ
は

｢参
加
体
験
型
｣

の
学
習
を
通
じ
て
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
道
路
に
対
す

る
関
心
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
頂
く
た
め
に
千
葉
国
道
事

務
所
管
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
ら

う
も
の
で
、
今
年
度
は
千
葉
市
立
鶴
沢
小
学
校
六
年
生
二

名
、
酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校
六
年
生
二
名
、
木
更
津

市
立
木
更
津
第
二
小
学
校
六
年
生
二
名
、
柏
市
立
大
津
ヶ

丘
第
一
小
学
校
六
年
生
二
名
、
船
橋
市
立
若
松
小
学
校
六

年
生
二
名
の
合
計
一
〇
名
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
各
出

張
所
を
出
発
し
、管
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
ら
っ
た
後
、

千
葉
国
道
事
務
所
会
議
室
に
て
報
告
、
意
見
交
換
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
小
学
生
達
か
ら
は

｢歩
道
に
タ
バ
コ
や

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
が
多
い
｣と
い
っ
た
身
近
な
問
題
点
や
、

｢点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
あ
る
場
所
を
増
や
す
と
良
い
｣
｢バ
ス

ベ
イ
に
車
を
止
め
る
と
、
バ
ス
側
に
も
迷
惑
だ
し
、
道
路

の
渋
滞
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
｣
と
い
っ
た
意
見
が
次
々

と
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
感
想
文
で
は
｢良
い
体
験
を
し
た
｣

と
い
っ
た
感
想
が
多
数
有
り
、
道
路
に
直
接
ふ
れ
あ
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
日
常
生
活
で
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る

道
路
の
重
要
性
や
役
割
を
考
え
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇
R
3
5
7
共
同
溝
親
子
見
学
会

八
月
二
四
日

(金
)
に
、
現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る

諾尺騨魯が訟メ群zままFT二も志きき寿ご '

写真3 1 日道路パトロール

せ
零
.

一

　　　
　
　

　

　
　

　
　　　

　　
　
　

千
葉
市
内
に
あ
る
一
般
国
道
三
五
七
号
共
同
溝

｢神
明
~

村
田
｣
間
に
お
い
て
、
共
同
溝
の
役
割
や
構
造
を
学
ん
で

も
ら
う
た
め
、
親
子
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
二
七
組
六
九
名
が
参
加
し
、
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
や
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
操
縦
体
験
、
共
同
溝
坑
内
の
ト

ロ
ッ
コ
乗
車
体
験
、
懐
中
電
灯
を
持
ち
な
が
ら
薄
暗
い
共

同
溝
の
中
を
探
検
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
頂

き
ま
し
た

(写
真
4
)。
参
加
者
か
ら
は
、
家
の
近
所
に

共
同
溝
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
共
同
溝
は
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
工
事
で
社
会
生
活
の
た
め
に
も
重
要
だ
と

感
じ
た
な
ど
の
感
想
を
頂
き
、
日
常
生
活
で
道
路
事
業
が

い
か
に
役
立
つ
か
を
理
解
し
て
頂
く
よ
い
機
会
を
提
供
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

;2 繭"〒セ 2007.m



室
2
0
0
7
｣
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
場
者
に
は
地
震
等

の
災
害
体
験
、
車
両
乗
車

(高
所
作
業
車
な
ど
)、
パ
ト

カ
ー
等
の
車
両
展
示
等
を
通
し
て
防
災
に
つ
い
て
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
最
後
に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
様
々
な
活
動
を
通
じ
、
多

く
の
方
々
に
道
路
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
の
ご
理
解

を
頂
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
行
事
の
中
で
頂
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
や
感
想
等
は
今
後
の
事
業
や
広
報
活

動
に
活
か
し
、
今
後
は
よ
り
住
民
の
方
が
主
体
と
な
っ
て

参
加
で
き
る
よ
う
な
行
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。北

農
ぢ
整
備
局

行
事
報
告

北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
の
主
旨
を
踏
ま
え
、

管
内
の
道
路
系
事
務
所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
に
主
な
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
2
0
0
7
道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
-
<

毎
年
、
｢上
越
市
沿
道
連
絡
協
議
会
｣
の
主
催
で
八
月

◇
ク
リ
ー
ン
作
戦

八
月
三
〇
日

(木
)
に
、
千
葉
国
道
事
務
所
職
員
に
よ

る
道
路
美
化
清
掃
｢ク
リ
ー
ン
作
戦
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

道
路
利
用
者
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
道
路
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
一
般
国
道
一
四
号
･
三
五
七
号
の
千
葉
市
稲

毛
区
黒
砂
一
丁
目
付
近
か
ら
中
央
区
登
戸
四
丁
目
付
近
ま

で
の
約
八
〇
0
m
を
中
央
分
離
帯
を
中
心
に
清
掃
し
ま
し

た

(写
真
5
)。
用
意
し
た
ゴ
ミ
袋
は
す
ぐ
に
無
く
な
り
、

ゴ
ミ
袋
が
五
一
袋
、
そ
の
他
自
転
車
や
ト
タ
ン
板
等
も
回

収
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
等
の
減
少
に
資
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

写真 5 道路美化清掃 ｢クリーン作戦｣

◇
そ
の
他
の
活
動

八
月
三
日

(金
)
に
関
東
技
術
事
務
所
と
千
葉
国
道
事

務
所
船
橋
出
張
所
と
の
共
催
で

｢夏
休
み
子
ど
も
防
災
教

二
日

(木
)
に
上
越
市

｢上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
｣
で

"

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
度
に
つ
い
て
は
、

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
災
害
復
旧
対
応
の
た
め
中
止
と
な

癇

り
ま
し
た
。

写真 1 わんぱくお祭り会場

◇
わ
ん
ぱ
く
お
祭
り
広
場

『道
の
コ
ー
ナ
ー
』

(八
月
三
日

(金
)
長
岡
市
長
岡
駅
前
大
手
通
り
)

長
岡
ま
つ
り
の
昼
行
事

｢わ
ん
ぱ
く
お
ま
つ
り
広
場
｣

に

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
、
メ
ル
ヘ
ン
号

(山
車
)

と
記
念
撮
影

(写
真
ー
)、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
展
示
、

プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
、
道
の
相
談
室
と
道
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ

ー
等
を
開
催
。
多
数
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
F
M
な
が
お
か

｢
み
ち
の
ス
タ
ジ
オ
｣
に
て
道

路
事
業
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。



◇
2
0
0
7
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
七
日

(火
)
新
潟
市
中
央
区
万
代
一
丁
目
)

通
称

｢万
代
シ
テ
ィ
通
り
｣
に
お
い
て
、
地
元
小
学
生

の

｢万
代
太
鼓
｣
、
白
バ
イ
、
消
防
車
な
ど
様
々
な
車
輌

の
展
示
、
地
震
体
験
、
降
雨
体
験
、
衝
撃
体
験
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

ま
た
、
新
潟
市
内
小
学
生
の
皆
さ
ん
の
応
募
に
よ
る
道

路
愛
護
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
賞
三
四
点
の
表
彰
式
と
応
募
作

品
六
三
七
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

写真 2 賑わうフェスティバル会場

◇
2
0
0
7
人
と
人
･
道
で
つ
な
ぐ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

(八
月
一
九
日
(日
)
富
山
市

富
山
駅
北
プ
ー
ル
パ
ー
ル
)

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
降
雨
･
地
震
体
験
、
お
も
し
る
ア
イ

デ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
や
道
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

等
の
作
品
展
示
を
行
い
、
各
コ
ン
テ
ス
ト
や
道
路
功
労
者

の
表
彰
式
を
同
時
に
開
催
し
ま
し
た

(写
真
3
)。

写真3 はたらく車等
体験イベント会場{

き

、

が

≧
群
き
〉な
く

,酸
鬘
嗜
も＼
ら

◇
金
沢
ゆ
め
街
道
2
0
0
7

(八
月
一
一
日

(土
)
一
般
国
道
一
五
七
号

金
沢
市
内
む

さ
し
~
片
町
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
-
、
五
〇
O
m
)

昭
和
六
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
道
路
ま
つ
り
は
今
年
で
第

二
一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
打
ち
水
大
作
戦
も
今
回
で
四

回
目
と
な
り
、
夏
真
っ
盛
り
の
時
期
に
、
見
た
目
に
も
涼

を
感
じ
ら
れ
る
古
都
金
沢
ら
し
い
風
情
を
演
出
し
ま
し

た
。
｢親
子
で
ら
く
が
き
｣
等
の
わ
ん
ぱ
く
広
場
や
、
金

沢
道
路
検
定

(無
料
)
等
を
実
施
し
、
大
賑
わ
い
と
な
り
、

多
く
の
方
々
に
道
路
事
業
に
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、し
っ
か
り
P
R
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
(写
真
4
)。

行
事
に
つ
い
て

中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
の
行
事
と
し
て
本
局
及
び
事
務
所
に
お
い
て
様
々
な

活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
で

は
、
本
局
が
中
心
と
し
て
行

っ
て
い
る

｢
み
ち
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
｣
に
つ
い
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
検
討
状
況
、

実
施
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◇

｢み
ち
フ
ー
ス
テ
イ
バ
ル
｣
の
概
要

｢み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
と
は
、
中
部
地
方
整
備
局

本
局
、
名
古
屋
国
道
事
務
所
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
中

日
本
高
速
道
路
㈱
名
古
屋
支
社
、
愛
知
県
道
路
公
社
、
名

古
屋
高
速
道
路
公
社
及
び
㈲
中
部
建
設
協
会
が
｢名
古
屋

地
区
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
実
行
委
員
会
｣
を
組
織
し
、
そ

れ
に
加
え
、
中
部
電
力
な
ど
の
公
益
事
業
者
、
ト
ラ
ッ
ク

協
会
な
ど
の
民
間
団
体
や
㈱
デ
ン
ソ
ー
な
ど
の
民
間
会
社

の
協
賛
を
得
て
、
名
古
屋
の
中
心
部
に
あ
り
ま
す
栄
の

｢
オ
ア
シ
ス
21
｣
と
い
う
広
場
に
お
い
て
、
毎
年
八
月
の

m

第
一
土
曜
日
に
道
路
に
関
す
る
広
報
活
動
を
中
心
に
行
っ

2セ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
で
二
一
回
目
を
迎
え
る
こ

行

と
と
な
り
ま
し
た
。

噴　



◇
第
二
一
回
の
コ
ン
セ
プ
ト

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
二
〇
回
以
上
の
開
催
を
経
る

と
、
や
や
も
す
れ
ば
マ
ン
ネ
リ
に
陥
る
か
、
一
方
、
集
客

ば
か
り
に
目
が
行
き
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
昨
今
は
、
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

一
つ
を
と
っ
て
も

｢費
用
対
効
果
｣

の
考
え
を
忘
れ
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
中
部
と
し
て

は

｢何
の
た
め
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
か
｣
と
い
う

疑
問
に
ま
ず
正
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
意
味
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
廃
止
も
考
え
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
臨
み

ま
し
た
。

そ
う
し
た
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
や
は
り
原
点
に
戻
る

必
要
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
我
々
の
行
っ
て
い
る
道
路
行

政
を
如
何
に
市
民
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
、
加
え
て

こ
れ
か
ら
の
道
路
行
政
を
如
何
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
協

力
を
い
た
だ
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
事
な
テ
ー
マ

で
あ
り
、
会
場
の
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
を
使
っ
て
と
に
か
く

道
路
行
政
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
一
つ
で
も
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
ま
し
た
。

◇
展
示
･
イ
ベ
ン
ト
内
容

(道
路
行
政
に
関
し
て
)

名
古
屋
の
周
辺
で
は
こ
こ
一
年
半
の
間
に
自
動
車
専
用

道
路
が
約
一
二
〇
如
開
通
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
万
博

の
開
催
な
ど
も
あ
っ
て
景
気
が
上
昇
傾
向
と
な
り
有
効
求

人
倍
率
の
増
加
や
工
業
団
地
の
増
設
が
見
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
そ
の
景
気
好
調
の
要
因
に
環

状
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
果
た
し
た
役
割
を
デ

ー
タ
に
も
と
づ
い
て
紹
介
し
、
ま
た
、
身
近
な
道
路
に
つ

い
て
も
ど
の
よ
う
に
我
々
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
を
採
用
し

ま
し
た
が
、
興
味
を
も
っ
て
見
て
も
ら
う
た
め
に
以
下
の

よ
う
な
工
夫
を
施
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
客
の

立
場
に
立
っ
て
気
軽
に
見
や
す
い
展
示
と
す
る
た
め
、
原

則
と
し
て
パ
ネ
ル
の
前
に
は
説
明
員
を
置
か
な
い
方
式
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

《パ
ネ
ル
》

イ
ベ
ン
ト
来
場
者
を

｢家
族
連
れ
｣
と
想
定
し
、
順
番

に

｢パ
パ
｣
、
｢
マ
マ
｣、
｢子
供
｣
、
｢お
じ
い
ち
ゃ
ん
･
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
｣
を
対
象
に
し
た
道
路
整
備
に
つ
い
て
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
極
力
文

字
を
減
ら
し
て
イ
ラ
ス
ト
や
グ
ラ
フ
を
多
用
し
わ
か
り
や

す
い
内
容
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
パ
ネ
ル
の
最
後
に
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
ク
イ
ズ

を
一
緒
に
表
示
し
ま
し
た
。
こ
の
ク
イ
ズ
は
パ
ネ
ル
の
中

身
を
少
し
注
意
し
て
み
れ
ば
、
答
え
が
わ
か
る
程
度
の
問

題
で
あ
り
、
そ
の
ク
イ
ズ
を
六
問
作
成
し
、
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
の
形
式
に
し
て
正
解
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
ま
わ
り
、

最
後
に
受
付
に
提
出
し
て
全
問
正
解
で
あ
れ
ば
記
念
品
を

渡
す
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
少
し
で
も
パ

ネ
ル
の
内
容
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

象

衞

(表
裏
両
面
、
寸
法
考
挑
む
QO
X
雷
=
のAe

①

｢パ
パ
｣
を
対
象

｢経
済
｣
、
｢社
会
｣
、
｢産
業
｣
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
道

路
整
備
が
経
済
効
果
及
び
産
業
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
役

立
っ
て
い
る
か
を
紹
介
し
ま
し
た

(図
1
)。

②

｢
マ
マ
｣
を
対
象

｢快
適
｣
、
｢楽
し
さ
｣
、
｢お
得
｣
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
道

路
整
備
に
よ
り
気
軽
に
、
速
く
、
安
く
行
け
る
観
光
地
、

買
い
物
、
レ
ジ
ャ
ー
や
生
鮮
食
料
品
な
ど
の
物
流
の
変
化

を
紹
介
し
、
そ
の
中
で
E
T
C
の
割
引
料
金
も
紹
介
し
ま

し
た

(図
2
)
。

⑤

｢子
供
｣
を
対
象(子

供
の
将
来
を
考
え
環
境
を
テ
ー
マ
)

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
進
め
ば
ス
ム
ー
ズ
な
走

行
が
可
能
に
な
り
、
鮠
の
排
出
量
は
削
減
さ
れ
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た

(図
3
)。

④

｢お
じ
い
ち
ゃ
ん
･
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
｣
を
対
象

道
路
整
備
に
よ
っ
て
病
院
へ
の
搬
送
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
こ
と
や
天
災
が
発
生
し
、
一
つ
の
道
路
が
通
行
不
能
に

な
っ
て
も
、
他
の
道
路
が
代
替
機
能
を
発
揮
し
て
く
れ
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た

(図
4
)。

⑤

｢家
族
全
員
｣
を
対
象

市
民
に
よ
る
道
路
管
理
へ
の
参
加
を
植
樹
や
改
正
道
路

法
の
概
要
に
よ
り
紹
介
し
ま
し
た

(図
5
)。



⑥

｢家
族
全
員
｣
を
対
象

⑦

｢家
族
全
員
｣
を
対
象

パ
ネ
ル
の
展
示
だ
け
で
は
足
ら
な
い
と
考
え
、
ソ
フ
ト

歩
行
者
を
優
先
と
し
た
道
路
の
紹
介
と
し
て
、
名
古
屋

名
古
屋
市
内
の
昔
と
今
の
写
真
を
対
比
し
て
展
示
し
、

に
理
解
し
て
も
ら
う
手
段
と
し
て
有
名
人
に
よ
る
ト
ー
ク

市
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備
状
況
を
展
示

道
路
整
備
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

し
ま
し
た

(図
6
)
。

《
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
》

出
演
者
は
昨
年
司
会
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
地
元
出
身

図

セ

　
　



の
有
名
タ
レ
ン
ト

｢
つ
ボ
イ
ノ
リ
オ
｣
さ
ん
に
今
年
度
も

整
備
効
果
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
け
れ
ば
多
く
の
指
示
を
得

堅
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
、
つ
ボ
イ
さ
ん
に

一
読
し

引
き
続
き
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
つ
ボ
イ
さ
ん

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

て
頂
い
た
後
、我
々
と
の
直
接
打
ち
合
わ
せ
の
場
を
設
け
、

は
地
元
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
は
不
動
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
台
本
は
基
本
的
に
は
パ
ネ
ル
展
示
の

そ
の
場
で
つ
ボ
イ
さ
ん
の
道
路
に
対
す
る
本
音
の
部
分
を

人
気
を
得
て
い
る
方
で
あ
り
、
こ
の
方
に
名
古
屋
の
道
路

内
容
を
な
ぞ
る
形
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
我
々
の
作
成
し
た

織
り
込
む
よ
う
な
形
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
o

当
日
は



も
ち
ろ
ん
ア
ド
リ
ブ
は
O
K
で
す
。

ま
た
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
相
手
と
し
て
普
段
ラ
ジ
オ
で

ご
一
緒
に
仕
事
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
中
部
日
本
放
送
の

小
高
直
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
お
迎
え
し
て
、
息
の
合
っ
た

ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(写
真
1
)。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
時
間
は
夏
の
暑
さ
を
考
え
て
、
午
後

五
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
少
し
失
敗
で

し
た
。

一
つ
は
そ
の
時
間
帯
の
人
出
が
案
外
少
な
か
っ
た

こ
と
と
、
激
し
い
夕
立
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
特
に

夕
立
は
本
当
に
激
し
く
屋
根
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
が
、

屋
根
と
地
上
の
隙
間
か
ら
雨
が
斜
め
に
降
り
注
い
だ
た
め

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
一
〇
分
程
度
残
し
て
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
つ
ボ
イ
さ
ん
の
体
験
や
感
想
を
交
え
て
楽

し
く
道
路
整
備
効
果
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
ま
し
た
。

写真 1 トークシ

ま
た
、
も
う
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
と
し
て
、
道
路

交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
々
に
ス
テ
ー

ジ
で
情
報
提
供
の
場
面
を
再
現
し
て
い
た
だ
き
、
道
路
交

通
情
報
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。《ク

イ
ズ
･
ゲ
ー
ム
大
会
》

こ
れ
も
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
子
供
を
対
象
と

し
た
も
の
と
一
般
を
対
象
と
し
た
も
の
と
に
分
け
て
、
道

路
に
関
す
る
ク
イ
ズ

･
ゲ
ー
ム
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
0
×
の
二
択
の
設
問
で
左
右
に
移
動
し
て

ク
イ
ズ
を
重
ね
る
方
式
が
好
評
で
し
た
。
そ
の
問
題
例
を

少
し
紹
介
し
ま
す
。

(問
題
例

(三
択
))

①

高
速
道
路
の
料
金
所
で
止
ま
ら
な
い
で
、
料
金
を
自

動
的
に
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
三
文
字
で
何
と
い
う
で
し
ょ
う
か
。

1

P
T

2

E
T
C

3

S
O
S

②

日
本
の
全
て
の
国
道
を
つ
な
げ
た
距
離
と
地
球
一
周

の
距
離
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
長
い
で
し
ょ
う
か
?

1

国
道
を
つ
な
げ
た
距
離
が
長
い

2

地
球
一
周
分
の
距
離
が
長
い

3

ち
ょ
う
ど
同
じ
距
離

《
ア
ン
ケ
ー
ト
》

道
路
行
政
に
対
し
て
、
市
民
の
方
々
に
ど
れ
く
ら
い
の

ご
理
解
を
得
て
い
る
か
確
か
め
る
意
味
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
前
述
し
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
回

答
と
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
頂
い
た
方
に
は
記
念

品
に
プ
ラ
ス
し
て
、
午
後
六
時
か
ら
行
う
抽
選
会
へ
の
参

加
権
利
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

そ
う
し
ま
し
た
と
こ
ろ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
数
は
格
段

に
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
回
答
内
容
を
見
て
も
市
民

の
道
路
行
政
に
対
す
る
考
え
方
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
我
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
り

方
に
問
題
が
あ
っ
た
結
果
で
あ
り
来
年
は
ぜ
ひ
と
も
改
善

し
た
い
点
で
あ
り
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

(集
客
手
段
と
し
て
)

そ
の
他
の
集
客
手
段
も
色
々
と
行
い
ま
し
た
。
中
で
も
人

気
が
あ
っ
た
の
が
中
部
地
方
各
地
か
ら
の
道
の
駅
物
産
展

で
、
一
五
も
の
道
の
駅
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
元
の
名

産
品
な
ど
の
即
売
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ステージイベントの様子

写真3 白バイ記念撮影

　　 　　　　　 　　　　　　



そ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
毎
年
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

の
演
奏

(写
真
2
)、
ま
た
、
地
域
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て

｢カ
ッ
セ
イ
カ
マ
ン
シ
ョ
ー
｣
な
ど
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
ス
テ
ー
ジ
以
外
の
展
示
･
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
、
伐
採
し
た
街
路
樹
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室
、

白
バ
イ
記
念
撮
影

(写
真
3
)、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催
の

飲
酒
運
転
追
放
ゲ
ー
ム
、
名
古
屋
市
主
催
の
ゲ
ー
ム

(パ

ソ
コ
ン
を
使
い
、
道
路
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
ゲ
ー
ム
)
な

ど
を
行
い
、
集
客
に
努
め
ま
し
た
。

◇
ま
と
め

と
も
す
れ
ば
、
マ
ン
ネ
リ
に
陥
る
こ
の
種
の
イ
ベ
ン
ト

に
当
た
っ
て
、
前
回
の
開
催
後
す
ぐ
に
検
討
に
着
手
し
た

こ
と
は
成
功
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

｢な
ご
や
の
道
の
効
果
再
発
見
｣
｢行
け
る
か
も
会
え
る
か

も
つ
な
が
る
か
も
｣
(職
員
作
成
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
)

は
ま
だ
ま
だ
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
出
来
る
テ
ー
マ
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
来
年
も
継
続
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、道
路
行
政
を
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
対
す
る
生
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
場
と
し
て

｢み

ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
を
活
用
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

箋
跨
が
整
備
局

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
報
告

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
本
局
及
び
管
内
道
路
関
係
事
務

所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
大
小
合
わ

せ
て
五
〇
に
も
及
ぶ
様
々
な
行
事
を
実
施
し
、
延
べ
五
万

四
、
O
0
〇
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

◇

｢み
ち
｣
と

｢近
畿
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
｢み
ち
｣
と

｢近
畿
｣
を
テ

ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を

『
一
般
の
部
』
と

『小
学
生
の
部
』
で
募
集
し
ま
し
た
。
日
頃
何
気
な
く
使

っ
て
い
る

｢道
｣
や
、
あ

っ
た
ら
い
い
な
と
思
う

｢道
｣

な
ど
を
短
編
小
説
に
す
る
こ
と
で
、
｢道
｣
に
つ
い
て
考

え
、
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
作
品
を
通
じ
て
読
者
の

方
々
に
も
道
路
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

六
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
た
く
さ
ん
の
子
供
達
の

｢未
来
あ
る
道
｣
作
品
に
期
待
し
、
夏
休
み
の
宿
題
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
応
募
締
め
切
り
を
八
月

末
か
ら
九
月
中
旬
に
延
ば
し
募
集
し
ま
し
た
。

応
募
作
品
に
つ
い
て
は
現
在
審
査
を
行
っ
て
お
り
、
一

0
月
末
を
目
処
に
入
賞
作
品
を
決
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
掲
載
、
書
籍
の
発
行
等
を
通
じ
て
発
表
を
行
い
、
一

二
月
初
旬
を
目
処
に
大
阪
市
内
で
表
彰
式
を
行
う
予
定
で

す
。

◇

｢道
の
駅
｣
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

道
路
利
用
者
に
と
っ
て
事
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る

｢道
の
駅
｣
で
す
が
、
そ
の
道
の
駅
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
福
井
、
滋
賀
、
福
知
山
、
兵
庫
、
奈
良
の
各
事
務
所

で
行
い
ま
し
た
。福
井
河
川
国
道
事
務
所
で
は
八
月
一
四
、

一
五
日
に
道
の
駅

｢河
野
｣
｢
シ
ー
サ
イ
ド
高
浜
｣
で

『ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

･
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
デ
ー
』
と
題
し
て
、

道
の
駅
に
立
ち
寄
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
足
湯
サ
ー
ビ
ス
、

道
路
維
持
作
業
車
と

｢こ
っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
君
｣
と
記
念
撮

影
会
等
を
行
い
ま
し
た

(写
真
1
)。
滋
賀
国
道
事
務
所



で
は
一
○
、
=

、
一
五
、
一
六
日
に
道
の
駅

｢藤
樹
の

里
あ
ど
が
わ
｣
｢愛
東
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣

｢奥
び
わ
湖
水
の
駅
｣
｢竜
王
か
が
み
の
里
｣
で

『道
路
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク

(夏
休
み
の
宿
題
を
お
手
伝
い
)』
と
題

し
て
、
自
然
環
境
と
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
調
和
を
主
題
と
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
排
水
性
舗
装
の
水
か

け
実
験
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作

成
、
江
戸
時
代
の
街
道
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
展
示
、
道
路
管

理
車
両
へ
の
体
験
乗
車
と
記
念
写
真
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
で
は
二
六
日
に
『み
ち
フ
ェ
ス
タ
N
や
く
の
』

と
題
し
て
、
道
路
愛
護
功
労
者
表
彰
及
び
｢道
に
つ
い
て
｣

作
文

･
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
者
の
作
品
発
表

･
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
ジ
ョ
イ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
P
R

グ
ッ
ズ
の
配
布
、
パ
ネ
ル
展
示
及
び
作
文
･
絵
画
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
兵
庫
国
道
事
務
所
で
は
、
一
人
日
に

『道
の
駅

｢あ
わ
じ
｣
パ
ネ
ル
展
』
と
題
し
て
、
｢ア
ー
チ

橋
を
自
分
で
作
ろ
う
｣
｢排
水
性
舗
装
の
仕
組
み
｣
｢音
で

音
を
消
す
実
験
｣
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
子
供

達
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
奈
良
国
道
事
務
所
で
は

三

日
に

『道
路
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
吶
道
の
駅

･
針

T

.
R

.
s

(テ
ラ
ス
)
』
と
題
し
、
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン

･
ラ
イ
ブ
や
大
道
芸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
行
い
ま
し
た

(写
真
2
)。
い
ず
れ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
や

ご
家
族
で
大
賑
わ
い
と
な
り
、
遊
び
心
を
交
え
な
が
ら
道

路
事
業
に
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。

写真3 御堂筋一斉清掃

◇
住
民
と
一体
と
な
っ
た
清
掃
活
動

管
内
各
所
に
お
い
て
道
路
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
大
阪
国
道
事
務
所
で
は
、
御
堂
筋
が

｢世
界
陸
上
｣

の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
幕
の
前
日

に

｢御
堂
筋
一
斉
清
掃
｣
を
実
施
し
、
注
目
が
集
ま
る
機

会
を
利
用
し
て
美
し
い
御
堂
筋
、
世
界
に
誇
れ
る
御
堂
筋

を
発
信
し
よ
う
と
、
大
阪
の
顔
で
あ
る
御
堂
筋
を
市
民
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
一
緒
に
掃
除
し
ま
し
た

(写
真

3
)。
京
都
国
道
事
務
所
で
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
初
日

に

｢五
条
通
一
斉
清
掃
｣
、
二
二
日
に

｢九
条
通
一
斉
清

掃
｣
を
行
い
ま
し
た
。
奈
良
国
道
事
務
所
で
も
、
三

一日

に
斑
鳩
町
域
及
び
斑
鳩
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
を
掃
除
し
ま
し

た
。
ま
た
和
歌
山
、
紀
南
の
両
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、

和
歌
山
県
全
域
で

｢紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
前
~
美
し

い
街
は
道
路
か
ら
~
｣
を
二
五
日
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
和
歌
山
県
内
の
全
市
町
村
の
道
と
い
う
道
全
て
の
清
掃

を
行
い
、
今
年
も
一
万
七
、
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
住
民
か
ら
の
も
っ
と
機
会
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
も
聞
い
て
お
り
、
ま
さ
に
住
民
主
催
で

の
道
路
愛
護
が
広
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
し
た

(写

真
4
)。

◇
最
後
に

誌
面
で
は
詳
し
く
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
他
に
も
各

地
域
に
お
い
て
、
清
掃
、
広
報
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
多

種
多
様
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
の
行
事
を
通
じ
て
、

住
民
の
方
々
に
道
路
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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蘂
群
整
備
局

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

･
｢道
の
日
｣

行
事
報
告
に
つ
い
て

中
国
地
方
整
備
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
、
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
各
地
方
公
共
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及
び
各

道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

中
国
地
方
整
備
局
の
主
催
で
、
中
国
地
方
の
小
･
中
学

生
を
対
象
に
、
道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
募
集
を

実
施
し
、
今
年
度
は
、
小
学
校
八
八
校
と
二
団
体
、
中
学

校
二
九
校
と
二
団
体
か
ら
、
作
文
一
二
五
編
、
ポ
ス
タ
ー

八
二
〇
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に

優
秀
な
作
品
と
し
て
、
作
文
六
編
、
ポ
ス
タ
ー
一
二
点
を

中
国
地
方
整
備
局
長
賞
に
決
定
し
、
八
月
一
日
に
広
島
市

内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
1
)。

表
彰
式
の
後
に
は
、
受
賞
者
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し

た
現
地
見
学

(祇
園
幹
線
共
同
溝
)
を
行
い
、
普
段
は
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
共
同
溝
を
通
じ
て
道
路
が
い
か
に
多
様
に

使
用
さ
れ
、
大
切
な
も
の
か
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
局
長
賞
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
こ
ど
も

文
化
科
学
館
で
展
示
す
る
な
ど
、
管
内
の
道
路
愛
護
を
呼

び
か
け
る
広
報
活
動
で
積
極
的
に
使
用
し
ま
し
た
。 写真 1 作文 ･ポスター表彰式

◇
中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
及
び

道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施

｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
は
、
中
国
地
方
の
道
路

を
対
象
と
し
た

｢中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
｣
と

中
国
地
方
に
七
六
ヵ
所
あ
る

｢道
の
駅
｣
、
｢サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
｣
及
び

｢
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
｣
を
対
象
と
し
た

｢道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
昭
和
六
二
年
度

よ
り
実
施
し
、
今
年
度
で
二
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

回
、
応
募
総
数
一
、
一
三
人
作
品
の
中
よ
り
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
の
は
、
鳥
取
県
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
山
本
清

恵
さ
ん
の
作
品

(写
真
2
)
で
す
。
撮
影
場
所
は
鳥
取
県

鳥
取
市

(中
国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
の
片
山
ト
ン

ネ
ル
)、
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
た
ト
ン
ネ
ル
見
学
会

　　
　
　　
　　
　　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　　
　
　
　

　　
　

　

　
　

　　　　
　

　
　　

　
　

　

　
　

詠漱範

難
ぜ

勗
さ

　

　　　
　

　　
　
　

写真 2 写真コンテスト最優秀賞に
選ばれた山本清恵さんの作品

で
撮
影
し
た
も
の
で
、
｢ま
さ
か
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

る
な
ん
て
!
｣
と
、
す
ご
く
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、

一
般
の
方
々
に

｢道
の

駅
｣
な
ど
の
施
設
を
、
よ
り
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
機

会
を
道
路
管
理
者
と
し
て
何
か
提
供
で
き
な
い
か
と
考

え
、
企
画
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
訪
れ
た
施
設
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同
時
に
行

い
、
今
後
の
施
設
改
善
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
実
施
期

間
は
、
七
月
か
ら
の
三
ヵ
月
間
。
今
年
度
は
、
約
九
、0

0
0
通
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

※
!

｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
は
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備

局
･鳥
取
県
･
島
根
県
･
岡
山
県
･
広
島
県
･
山
口
県
･
広
島

市
.
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
中
国
支
社
･
本
州
四
国
連
絡
高

速
道
路
株
式
会
社
の
九
機
関
で
組
織
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い
月
間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
に
お
い
て
、

関
係
機
関
及
び
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
本

局
及
び
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
様
々
な
行
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
実
施
し
ま
し
た
行
事
の
う
ち
、
一
部

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
実
施

四
国
地
方
整
備
局
で
は
、
道
路
管
理
者
及
び
占
用
企
業

者
等
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
四
国
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議
会

を
設
立
し
、
四
国
の
道
路
利
用
者
及
び
道
路
管
理
者
が
一

体
と
な
っ
た

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
毎
年
四
県
持
ち
回
り
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
八
月
四
日

(土
)
午
後
一
時
か
ら
、
徳
島
県
徳

島
市
で
事
業
中
の
一
般
国
道
一
九
二
号
徳
島
南
環
状
道
路

｢法
花
ト
ン
ネ
ル
｣
内
で
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ

ー
ト
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
団
体
及
び
婦
人
会
の
ス
タ
ッ
フ
を
は

じ
め
、約
五
〇
〇
名
の
参
加
者
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
地
元
徳
島
市
立
八
万
小
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
の
演
奏
で
始
ま
り
、
同
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
代
表
に
よ

る

｢道
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
｣
、
徳
島
共
生
塾
一
歩
会
の
新
開

理
事
長
に
よ
る
開
催
地
代
表
挨
拶
、
道
路
愛
護
等
に
功
績

の
あ
っ
た
団
体

･
個
人
の
表
彰
及
び
四
国
の
道
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
表
彰

(写
真
ー
)、
徳
島
市
出
身
の

浪
曲
師

｢天
光
軒
満
月
｣
さ
ん
の
記
念
講
演
、
徳
島
県
立

城
北
高
等
学
校
民
芸
部
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
の
上
演
、
そ

し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
徳
島
県
ら
し
く
阿
南
市
の

｢こ
と

◇
事
務
所
に
お
け
る
行
事

中
国
地
方
整
備
局
管
内
の
各
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い

て
も
、
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
事
務
所
長
表
彰
を
は
じ
め
、
街

頭
P
R
活
動
、
現
地
見
学
会
、
道
路
一
斉
清
掃
、
地
元
行

事
へ
の
参
加
、
一
日
出
張
所
長
に
よ
る
道
路
パ
ト
や
P
R

活
動
、
講
演
会
な
ど
各
種
の
広
報
活
動
を
行
い
、
道
路
愛

護
精
神
の
啓
発
と
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す

(写
真
3
)。

今
後
も
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重

要
性
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 3 道路一斉清掃

四
鳥

方
整
備
局

平
成
一
九
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の

行
事
報
告

四
国
地
方
整
備
局
で
は
、
毎
年
8
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ

ぶ
き
連
｣
に
よ
る
指
導
で
式
典
参
加
者
も
加
わ
り
、
阿
波

踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
普
段
入
る
こ
と
の
で
き

な
い
工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ト
ン
ネ
ル
工
法
、道
路
事
業
に
関
す
る
質
問
な
ど
も
あ
り
、

参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
ト
ン
ネ
ル
内
を
見
学
し
て
い
ま

し
た
。

◇
8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
四
国
の
実
施

｢8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
｣
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
四
国
地
方
幹
線
道
路
協
議
会
が
共
催
す
る

｢8
8

写真1 道路功労者表彰 ･フォトコンテスト
入賞者表彰

写真 2 に ぎわいコース (サンポート高松)
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ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
四
国
｣
は
、
毎
年
八
月
八
日
の
早
朝

に
一
時
間
程
度
歩
き
な
が
ら
四
国
全
域
の
道
路
を
一
斉
に

清
掃
す
る
も
の
で
、
今
年
で
五
年
目
と
な
る
道
路
清
掃
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す

(写
真
2
)
。
今
年
も
八
月
八

日

(水
)
早
朝
、
｢2
0
0
7

8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
四
国
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
各
地
と
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
、
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
｢
に
ぎ
わ
い
コ

J
ス
｣
全
体
で
二
t
車
八
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。
四
国
全

域
で
の
取
組
み
に
よ
り
、
四
国
の
道
路
の
美
化
、
道
路
愛
護

精
神
の
向
上
等
道
路
と
い
う
も
の
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し

て
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
参
加
申
込
者
数
は

=
、
0
0
0
人
で

内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

0
各
県
別

･
徳
島
県

"
一
、
二
三
七
人

･
香
川
県

"
二
、
一
九
八
人

･
愛
媛
県

"
三
、七
五
〇
人

･
高
知
県

…
三
、八
一
五
人

0
コ
ー
ス
別

①
自
由
コ
ー
ス
"九
、二
〇
三
人

②
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ス

…
-
、二
一
三
人

･徳
島
市
阿
波
踊
り
会
館
前
…
一
九
五
人

･
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

…
四
五
七
人

･
松
山
市
松
山
中
央
公
園
…
二
四
二
人

.高
知
市
横
堀
公
園
…
三
一
九
人

写真 3 親子見学会 (貝谷高架橋 仮称))

③
道
の
駅
コ
ー
ス
"
四
八
四
人

④
小
中
学
生
コ
ー
ス
…
一
〇
〇
人

◇
事
務
所
に
お
け
る
主
な
行
事

徳
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
八
月
四
日

(土
)
に

美
波
町
の
由
岐
小
学
校
四
~
六
年
生
の
生
徒
及
び
そ
の
保

護
者
約
二
〇
名
を
対
象
に
、
道
路
事
業
に
対
す
る
関
心
と

理
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
、
｢親
子
見
学
会
｣
を
開
催
し

ま
し
た
。

工
事
見
学
は
、
阿
南
市
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
一
般

国
道
五
五
号
、
地
域
高
規
格
道
路
･
日
和
佐
道
路
の
貝
谷
高

架
橋

(仮
称
)
で
行
い
、
職
員
か
ら
高
架
橋
の
工
法
な
ど
工

事
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、
橋
長
約
六
八
m
の
高
架
橋
を

渡
り
、
｢初
め
て
高
架
橋
の
工
事
現
場
を
見
た
。
完
成
す
る

の
が
楽
し
み
。｣
と
日
頃
、
見
る
こ
と
の
な
い
工
事
現
場
を

感
心
し
な
が
ら
見
学
し
て
い
ま
し
た

(写
真
3
)。

4

香
川
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
八
月
一
O
日

(金
)
の

0

｢道
の
日
｣
に
香
川
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議
会
主
催
に
よ
り
、

07

J
R
高
松
駅
及
び
琴
電
瓦
町
駅
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

セ

実
施
し
ま
し
た
。

行道

駅
前
に
お
い
て
、
広
く
一
般
市
民
の
方
を
対
象
に
、
チ

ラ
シ
の
配
布
や
マ
イ
ク
に
よ
る
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
頂
く
と

と
も
に
道
路
を
慈
し
む
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
や
正
し
い

道
路
の
利
用
の
啓
発
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

こ
の
活
動
の
前
に
実
施
さ
れ
た

｢高
松
打
ち
水
大
作
戦
2

0
0
7
｣
に
参
加
し
た
当
事
務
所
の
浴
衣
姿
の
女
性
が
参

加
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
華
を
添
え
ま
し
た

(写
真
4
)。

松
山
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
八
月
五
日

(日
)
に
松

山
第

一
及
び
松
山
第
三
国
道
維
持
出
張
所
に
お
い
て
、

写真4 街頭キャンペーン (J R高松駅)

　
　
　

　

'

高

　

　

　
　

　

　
　　　　　

　
　　
　
　

　　

写真 5 オープン出張所 (松山第一)



｢オ
ー
プ
ン
出
張
所
｣
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
松
山
第
一
国
道
維
持
出
張
所
で
は
、
公
募

に
よ
る
小
学
生
六
七
名
と
そ
の
保
護
者
四
三
名
が
参
加

し
、
標
識
車
や
照
明
車
な
ど
、
普
段
あ
ま
り
目
に
し
な
い

大
き
な
機
械
の
操
作
を
大
勢
の
小
学
生
が
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
｢
こ
ど
も
パ
ト
ロ
ー
ル
｣
で
は
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
に
乗
車
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
か
ら
出
張
所
に

い
る
子
供
達
と
無
線
交
信
を
行
い

(写
真
5
)、
｢国
道
あ

れ
こ
れ
相
談
室
｣
で
は
大
人
顔
負
け
の
難
し
い
質
問
を
担

当
者
に
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
協
力
業
者
に

よ
る
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
の
習
字
、
ド
リ
ン
ク
注
ぎ
の
妙
技
に

驚
い
た
様
子
で
見
入
る
な
ど
、
当
日
は
時
間
を
忘
れ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

土
佐
国
道
事
務
所
で
は
、
従
来
よ
り
｢よ
さ
こ
い
祭
り
｣

の
前
に
、
高
知
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議
会
主
催
に
よ
る
高
知

市
内
の
道
路
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
八
月
八
日
の

｢
8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
｣

に
あ
わ
せ
、
よ
さ
こ
い
祭
り
会
場
の
追
手
筋
を
は
じ
め
、

一
般
国
道
三
二
号
高
知
駅
~
は
り
ま
や
橋
間
及
び
県
道
高

知
本
山
線

(中
の
橋
通
り
)
の
道
路
清
掃
を
実
施
し
ま
し

た

(写
真
6
)。

早
朝
六
時
か
ら
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
等
を
拾
い
、
約
一
時
間
の
清
掃
を
行
い
、
き
れ
い

に
な
っ
た
道
路
で

｢よ
さ
こ
い
祭
り
｣
の
踊
り
子
も
気
持

ち
よ
く
踊
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

リーグ ･高知フ
グスの選手も参

,

真

　　
　

　　

◇
最
後
に

前
述
以
外
に
も
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
で
は
各
事

務
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
道
路
の
役
割
、
重
要
性
に
つ

い
て
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
道
路
愛
護

の
精
神
を
高
め
る
た
め
に
も
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
い
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
た
行
事
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

九
為

方
整
備
局

平
成
一
九
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の

行
事
報
告

九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
と

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
管
内
の
道
路
関
係
事
務

所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
及
び
民

間
団
体
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
多
彩
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

写真 1 道守シンポジウム m のべおか

◇

｢道
守
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
m

の
べ
お
か
｣

八
月
一
〇
日

(金
)
道
守
み
や
ざ
き
会
議
主
催
に
よ
る

｢道
守
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
を
延
岡
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

宮
崎
県
北
地
域
で
は
昔
か
ら
潜
在
的
な

｢道
守
さ
ん
｣

が
多
数
活
動
さ
れ
て
お
り
、
今
回
一
五
九
名
の
方
々
が
新

た
に
道
守
会
員
に
入
ら
れ
、
道
守
み
や
ざ
き
会
議
北
部
ブ

ヌ

ロ
ッ
ク

(通
称

｢県
北
み
ち
も
り
｣
を
八
月
一
〇
日

｢道

2

の
日
｣
に
発
足
し
･

県
北
地
域
で
初
め
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

微

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

(写
真
1
)。

道

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
地
元
小
学
生

忽



の
道
守
体
験
発
表
が
あ
り
、
道
守
九
州
会
議
副
代
表
世
話

人
の
森
将
彦
氏
の
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
道
守
拡
大
宣
言
、
東
国
原
宮
崎
県
知
事
か
ら
の
熱
い

応
援
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
も
あ
り
、
最
後
に
地
元
･
北
川
町
の

方
々
手
作
り
の
お
餅
で
盛
大
に
餅
ま
き
を
行
い
、
道
守
み

や
ざ
き
会
議
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

◇

｢道
の
日
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7
｣

八
月
五
日

(日
)
久
留
米
市
西
鉄
久
留
米
駅
東
口
広
場

に
お
い
て
、
｢道
の
日
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7
｣
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
｢道
を
つ
な
ぐ
と
人
も
つ
な
が
る
、

L
I
N
K

T
H
E

R
O
A
D
~
｣
を
テ
ー
マ
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

.
フ
ォ

写真3 ラジオ公開放送

道イテセ 20071 0 45

地元テレビ局での広報活動

フ
ォ

ト
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
及
び
道
路
功
労
者
の
表
彰
式
や

や
谷
川
真
理
さ
ん

(
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

･
タ
レ
ン
ト
)

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
｢仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
｣
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
や
ク
イ
ズ
等
、
様
々
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
者
を
対
象
に
道
路
施

設
等
を
見
学
す
る

｢道
路
探
検
隊
｣
と
称
し
た
バ
ス
ツ
ア

ー
も
実
施
し
、
参
加
者
は
、
道
路
に
触
れ
合
い
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
真
夏
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

(写

真
2
)。

絲
全

務
所
琶
ラ
オ
公
開
放
送

道

八
月

一
〇
日

(金
)
鹿
児
島
で
人
気
の
ラ
ジ
オ
番
組

頚

｢城
山
ス
ズ
メ
｣
の
公
開
放
送
を
鹿
児
島
国
道
事
務
所
一

階
の

｢み
ち
案
内
プ
ラ
ザ
｣
で
行
い
ま
し
た

(写
真
3
)。

当
番
組
で
は
職
員
が
出
演
し
て

｢道
の
日
｣、
｢道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
｣
、
｢道
守
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
｣
等
の
紹
介

を
行
い
、
事
務
所
駐
車
場
で
は
｢災
害
対
策
用
建
設
機
械
｣

の
展
示
紹
介
を
ラ
ジ
オ
中
継
し
ま
し
た
。

◇
地
元
テ
レ
ビ
局
へ
職
員
出
演

八
月
一
日

(水
)、
佐
賀
国
道
事
務
所
、
佐
賀
県
、
佐

賀
県
道
路
公
社
、
佐
賀
市
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱
で
構
成

さ
れ
る
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
行
事
実
行
委
員
会
の
各
職
員

が
地
元
テ
レ
ビ
局
へ
出
演
し
、
八
月
に
取
り
組
む
イ
ベ
ン

ト
や

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し

た

(写
真
4
)。



◇
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

八
月
九
日

(木
)、
｢道
｣
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
宮
崎
市
内
小
学
校
か
ら
二
、九
六
九

点
も
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
の
各
作
品
の
受
賞
者
や
保
護
者

な
ど
約
一
五
〇
名
が
出
席
し
、
イ
オ
ン
宮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
期
間
中
、
イ
オ

ン
宮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
J
R
宮
崎
駅
中
央
コ

ン
コ
ー
ス
、
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所
で
展
示
し
て
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
見
て
頂
き
ま
し
た

(写
真
5
)。

写真 5 絵画コンクールの展示会

◇
そ
の
他
の
活
動

管
内
各
地
に
お
い
て
、
地
域
住
民
参
加
の
も
と
道
路
の

清
掃
･
美
化
活
動
、
不
法
占
用
取
締
り
な
ど
様
々
な
取
組

み
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
の
方
々
に

｢道
路
｣
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

沖
特

合
事
務
局

｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
当
事
務
局
と
沖
縄
県
･県
内

各
市
町
村
･
西
日
本
高
速
道
路
㈱
九
州
支
社
沖
縄
管
理
事

務
所
で
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
沖
縄
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
｢道
の
日
｣
及
び

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に

お
い
て
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
図
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

図
画
作
文
を
通
し
て
、
道
路
の
美
化

･
愛
護
思
想
の
普

及
を
図
る
た
め
、
開
催
い
た
ま
し
た
。
二
一
回
目
の
今
年

は
、
県
内
小
･
中
学
生
か
ら
図
画
約
一
、
八
〇
〇
点
、
作

文
約
三
五
0
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
応

募
総
数
で
あ
る
う
え
、
個
性
的
で
甲
乙
つ
け
が
た
い
作
品

の
数
々
を
目
の
前
に
、
審
査
員
の
方
々
は
苦
労
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
上
位
入
選
者
に
対
し
て
は
七
月
下
旬
に
表
彰
式

を
行
い
、
那
覇
市
及
び
名
護
市
に
お
い
て
展
示
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

ま
た
、
作
文
の
部
の
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
本
人

の
朗
読
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
い
ま
し
た
。
当
コ
ン
ク

ー
ル
を
契
機
に
、
公
共
施
設
や
公
共
事
業
の
大
切
さ
を
子

供
達
に
感
じ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
し
て
、
益
々
充
実
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す

(写
真
1
)。

写真 1 図画 ･作文コンクール表彰式

◇

『道
の
日
｣
の
開
催
イ
ベ
ン
ト

牝

八
月
一
0
日
の

｢道
の
日
｣
に
ち
な
ん
で
、
八
月
一
〇

道

日
に
那
覇
市
の
国
際
通
り
に
あ
る
、
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン

第 2007.lo



ブ
ス
館
に
て
、道
路
愛
護
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
団
体
の
部
に
お
い
て
、
二
団
体
が
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
道
路
協
会
会

長
表
彰
二
団
体
、
沖
縄
地
方
推
進
協
議
会
会
長
表
彰
に
つ

い
て
は
、
三
団
体
と
一
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

(写
真

2
)
0ま

た
、国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務
所
に
お
い
て
は
、

県
内
の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
｣

｢夏
休
み
親
子
道
路
施
設
見
学
会
｣
を
行
い
ま
し
た

(写

真
3

･
4
)
o

例
年
は
各
道
路
管
理
者
が
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

期
間
中
に
実
施
日
を
設
定
し
、
関
係
機
関
(所
轄
警
察
署
、

地
元
自
治
会
)
な
ど
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る

｢不
法

占
用
物
件
の
一
掃
｣
｢道
路
清
掃
、
空
き
缶
回
収
｣
等
の

道
路
ク
リ
ー
ン
運
動
を
、
本
年
は
八
月
二
四
日
に
全
県
内

一
斉
に
県
内
各
地
で
実
施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
及
び

道
路
愛
護
･
美
化
の
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
｢道
路
ク
リ
ー
ン
作

戦
｣
と
題
し
、
局
長
を
筆
頭
に
局
職
員
が
参
加
し
、
地
元

通
り
会
と
合
同
で
国
道
の
清
掃
及
び
街
頭
広
報
を
行
い
ま

し
た

(写
真
5
)。

　　　　　　 　　　　　
写真5 国道での清掃 ･広報活動　

　

活

?

報

セ

広

行

･

濱

写真 3 道路パトロール 写真 2 道路愛護功労者表彰式



　　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　　　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　　　
　　　
　　
　　　
　
　
　　
　

　

　
　

　

　　　

　
　
　
　

　

　　

　

　

　

　

鞠
遭
離
州
荊
仲
脆
講
協
電
と
ば
?

趨

輛

道
路
局
路
政
課

幽

　
　　
　
　
　　　
　　
　　
　　
　
　
　　
　
　
　　　
　　
　　
　　　
　
　
　　
　　
　　　
　　
　
　
　　
　　　
　　　
　　
　　
　
　
　　
　　　
　　
　
　
　
　
　　
　　
　　
　　　
　
　
　　　
　
　
　
　
　　
　

今
日
も
路
政
課
は
バ
タ
バ
タ
し
て
い
ま
す
。
や
っ
と
少

法
)
改
正
で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
制
度
の
一
つ
で
あ
る

し
、
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
シ
ン
イ
チ
も
忙
し
そ
う
で
す
。

道
路
外
利
便
施
設
協
定
の
制
度
に
つ
い
て
細
か
く
教
え

シ
ン
イ
チ

改
正
道
路
法
が
九
月
二
八
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と

で
、
そ
の
問
い
合
わ
せ
が
た
く
さ
ん
来
て
い
る
ん
で
す

土
い0

ダ
イ
蔵へ

え
、
ど
れ
ど
れ
!
。
(シ
ン
イ
チ
の
机
の
上
の
メ

モ
を
見
て
)
本
当
に
た
く
さ
ん
来
て
る
ね
え
。
新
し
い

制
度
が
で
き
た
か
ら
に
は
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
し
、
質
問
に
は
し
っ
か
り
答
え
な
い
と
ね
、
シ

ン
イ
チ
君
。

シ
ン
イ
チ

そ
れ
は
わ
か
っ
て
る
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い

も
の
も
多
く
て
。
今
日
は
今
年
三
月
の
道
路
法

(以
下
、

道
路
外
利
便
施
設
協
定
の
制
度
に
つ
い
て
細
か
く
教
え

て
頂
き
た
い
ん
で
す
が
。

ダ
イ
蔵法

第
四
十
七
条
の
十
七
、
第
四
十
八
条
の
十
八
、
第

四
十
八
条
の
十
九
が
そ
れ
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
だ

ね
。
こ
れ
ら
の
規
定
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
道

路
管
理
者
と
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
が
協
定
を
締

結
し
、
道
路
と
沿
道
の
施
設
を
一
体
的
に
管
理
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
っ
た
ね
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

言
っ
て
み
て
よ
。

シ
ン
イ
チ

ま
ず
、
法
第
四
十
七
条
の
十
七
第
一
項
に
お
い
て
、

道
路
外
利
便
施
設
と
は
、
｢道
路
に
並
木
、
街
灯
そ
の

他
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す

る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
を
設

け
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の
土
地
利
用

の
状
況
に
よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道

路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
の
区
域
外
に
あ

る
そ
れ
ら
の
工
作
物
又
は
施
設
｣
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
締
結
の
対
象
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
、
既

存
の
施
設
に
限
ら
ず
新
設
す
る
施
設
で
も
い
い
の
か
と

い
う
質
問
が
来
て
い
る
ん
で
す
が
。

ダ
イ
蔵利

便
施
設
協
定
は
、
｢当
該
区
域
外
に
あ
る
そ
れ
ら

の
工
作
物
又
は
施
設
｣
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

道
路
外
利
便
施
設
及
び
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
が

存
在
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
外

利
便
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
利
便
施

設
協
定
は
し
え
な
い
ん
だ
。

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
道
路
外
利
便
施
設
の
設

置
を
見
越
し
て
、
道
路
管
理
者
は
、
利
便
施
設
協
定
に

つ
い
て
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
と
所
要
の
調
整
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
復
習
だ
け
ど
、
ど
の
よ
う
な
工
作
物
又
は

施
設
が
協
定
の
締
結
対
象
と
な
り
う
る
か
覚
え
て
い
る

か
い
?

シ
ン
イ
チ

同
条
に
お
い
て
並
木
、
街
灯
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
｢そ
の
他
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の

確
保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又

は
施
設
｣
と
い
う
政
令
委
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受



け
て
道
路
法
施
行
令

(以
下
、
令
)
第
三
十
五
条
の
三

の
各
号
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

道
路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
た
通
路
で
、
専
ら
歩
行

者
又
は
自
転
車
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の

(当

該
通
路
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
又
は
施
設
の
う
ち
、
ア

ー
ケ
ー
ド
、
雪
よ
け
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と

し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。)

二

道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
一
般
交
通
に
関
し

案
内
を
表
示
す
る
標
識

三

自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場

(い
ず
れ
も

道
路
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。)

四

道
路
の
歩
行
者
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
ベ
ン
チ
又

は
そ
の
上
屋

五

花
壇
そ
の
他
道
路
の
緑
化
の
た
め
の
施
設

六

道
路
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た
公
衆
便
所

ダ
イ
蔵完

璧
だ
ね
。
こ
の
と
こ
ろ
毎
日
政
令
改
正
の
作
業
を

し
て
い
た
か
ら
か
、
す
っ
か
り
頭
に
入
っ
て
い
る
よ
う

だ
ね
。

シ
ン
イ
チ

こ
れ
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
る
の
で
す
が
、例
え
ば
、

ど
う
い
う
場
合
の
通
路
が
対
象
と
な
る
の
で
す
か
?

ダ
イ
蔵道

路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
歩
行
者
又
は
自
転

車
の
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
同

条
第
百
万
の
通
路
と
し
て
対
象
と
な
る
ね
。

ま
た
、
こ
の
同
号
の
省
令
委
任
を
受
け
て
道
路
法
施
行

規
則

(以
下
、
規
則
)
第
四
条
の
十
六
に
お
い
て
通
路
に

設
け
ら
れ
た
雨
よ
け
が
協
定
の
締
結
対
象
施
設
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
る
ね
。

そ
れ
か
ら
、
法
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
客
目
方
に
お

い
て
は
協
定
に
お
い
て
定
め
る
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る

よ
ね
。
当
該
協
定
に
お
い
て
、
目
的
と
な
る
道
路
外
利
便

施
設
、
管
理
の
方
法
、
有
効
期
間
、
違
反
し
た
場
合
の
措

置
、
掲
示
方
法
、
そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
そ

れ
ぞ
れ
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

る
ん
だ
っ
た
ね
。
ま
た
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
、
協
定

に
つ
い
て
は
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
の
全
員
の
合
意

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

シ
ン
イ
チ

ど
ん
ど
ん
質
問
し
て
い
き
ま
す
ね
。
法
第
四
十
七
条
の

十
八
第
一
項
、
第
二
項
は
協
定
の
公
告
の
規
定
で
あ
り
、

道
路
管
理
者
は
、
利
便
施
設
協
定
を
定
め
よ
う
と
す
る
と

き
は
公
告
を
し
、
公
告
の
日
か
ら
二
週
間
利
害
関
係
人
の

縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
期
間
中
利
害
関
係
人
は
、
道
路
管
理
者

に
意
見
書
を
提
出
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
な
ん
で
す
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

な
縦
覧
の
規
定
が
あ
る
の
で
す
か
?

ダ
イ
蔵そ

れ
は
、
道
路
管
理
者
が
、
協
定
を
締
結
し
よ
う
と

す
る
相
手
方
が
真
実
の
権
利
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
抵

当
権
者
な
ど
の
第
三
者
の
利
益
を
害
さ
な
い
か
ど
う
か

等
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
よ
。

つ
い
で
に
、
そ
の
条
文
に
あ
る
利
害
関
係
人
と
は
ど
の

よ
う
な
者
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
も
知
っ
て
お
い
た
方
が

い
い
ね
。
こ
の
利
害
関
係
人
と
は
協
定
の
締
結
者
の
他
に
、

名
義
を
詐
称
さ
れ
た
真
実
の
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
や

抵
当
権
等
の
担
保
物
権
を
有
す
る
者
等
を
含
む
も
の
と
解

さ
れ
る
ん
だ
。

シ
ン
イ
チ

な
る
ほ
ど
。
公
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
省
令
委
任
さ

れ
て
お
り
、
規
則
第
四
条
の
十
七
で
利
便
施
設
協
定
の

名
称
、
協
定
利
便
施
設
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地
、
利

便
施
設
協
定
の
有
効
期
間
、
利
便
施
設
協
定
の
縦
覧
又

は
利
便
施
設
協
定
の
写
し
の
閲
覧
の
場
所
が
そ
の
内
容

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

ダ
イ
蔵法

第
四
十
七
条
の
十
八
第
三
項
は
協
定
の
公
示
の
規

定
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
第
一
項
の
公
告
の
規

定
と
同
様
に
省
令
委
任
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
規
則
第

四
条
の
十
七
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
ね
。

シ
ン
イ
チ

こ
の
公
示
の
規
定
は
何
の
た
め
に
あ
る
ん
で
す
か
?

当
然
公
告
と
は
別
の
目
的
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

ダ
イ
蔵法

第
四
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
こ
の
協
定
の
効
力
は
道
路
外
利
便



施
設
協
定
の
公
示
の
あ
っ
た
後
に
お
い
て
協
定
利
便
施

は
承
継
す
る
と
い
う
利
便
施
設
協
定
の
承
継
効
に
つ
い

設
の
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
と
な
っ
た
者
に
対
し

て
の
規
定
で
す
ね
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
規
定
が
設

て
も
及
ぶ
も
の
な
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
新
た
に
道
路
外

け
ら
れ
た
の
で
す
か
?

利
便
施
設
所
有
者
等
と
な
っ
た
者
に
も
、
容
易
に
協
定

ダ
イ
蔵

の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
公
示
に
つ
い
て

道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
は
、
道
路
外
利
便
施
設

の
定
め
が
あ
る
の
で
す
。

は
民
間
の
所
有
に
属
す
る
こ
と
か
ら
自
由
に
譲
渡
、
処

シ
ン
イ
チ

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
相
続
、
差
押
等
に
よ
っ
て

な
る
ほ
ど
。
協
定
の
効
力
が
次
の
道
路
外
利
便
施
設

そ
の
所
有
者
が
転
々
と
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

所
有
者
等
に
も
及
ぶ
か
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が

す
。
本
来
、
協
定
は
所
有
者
が
変
わ
る
た
び
に
締
結
し

な
い
と
、
協
定
に
つ
い
て
知
ら
な
い
ま
ま
所
有
者
と
な

直
す
こ
と
が
必
要
な
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

っ
て
し
ま
う
人
が
出
て
く
る
よ
う
な
混
乱
が
生
じ
ま
す

は
実
務
的
に
極
め
て
困
難
だ
ね
。
そ
こ
で
協
定
効
力
を

ね
。

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
協
定
の
効
力
を
継
続
的
に
確

次
の
法
第
四
十
七
条
の
十
八
第
四
項
は
、
協
定
内
容

保
し
、
長
期
に
わ
た
る
道
路
の
通
行
者
等
へ
の
利
便
性

の
変
更
の
場
合
に
つ
い
て
法
第
四
十
七
条
の
十
七
第
二

の
確
保
を
可
能
と
す
る
た
め
に
こ
の
規
定
が
設
け
ら
れ

項
と
法
第
四
十
七
条
の
十
八
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

た
の
で
す
ね
。

の
規
定
を
準
用
す
る
と
い
う
規
定
で
す
ね
。

シ
ン
イ
チ

ダ
イ
蔵

な
る
ほ
ど
。
今
日
で
か
な
り
道
路
外
利
便
施
設
に
つ

こ
れ
は
、
利
便
施
設
協
定
に
お
い
て
定
め
た
事
項
の

い
て
は
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ダ
イ
蔵
係
長
、
あ
り

変
更
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
協
定
を
締
結
す
る
と
き
と

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
様
に
、
当
該
施
設
所
有
者
等
の
全
員
の
合
意
が
な
く

ダ
イ
蔵

て
は
な
ら
な
い
し
、
公
告
や
公
示
の
手
続
き
を
と
ら
な

う
ん
。
こ
れ
か
ら
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
た
も
の
だ
ね
。

な
ん
で
も
聞
い
て
く
れ
よ
。
シ
ン
イ
チ
君
の
理
解
が
進

シ
ン
イ
チ

め
ば
進
む
ほ
ど
、
君
の
で
き
る
仕
事
が
増
え
て
、
私
の

ま
た
、
先
程
係
長
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
、
法

仕
事
が
減
る
ん
だ
か
ら
。
が
ん
ば
れ
よ
。

第
四
十
七
条
の
十
九
は
、
協
定
締
結
の
公
示
の
あ
っ
た

シ
ン
イ
チ

後
に
当
該
施
設
の
所
有
者
が
代
わ
っ
て
も
協
定
の
効
力

は
、
は

い
･･･。
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〔地
裁
判
決
〕

平
成
一
人
年
四
月
二
〇
日

京
都
地
裁

、

ノ

月
二
〇
日

泉
者
地
群

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

公
の
営
造
物
の
設
置
･
管
理
瑕
疵
の
成
否
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
つ
に
、
予
見
可
能
性
が
あ
る
。
予
見
可

能
性
が
な
い
事
故
、
つ
ま
り
公
の
営
造
物
の
管
理
者
に
お

い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
行
動
に
起
因
す
る

事
故
に
つ
い
て
は
、
瑕
疵
が
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る

(最
高
裁
昭
和
五
三
年
㈲
第
七
六
号
同
年
七
月
四
日
第
三

小
法
廷
判
決
･
民
集
三
二
巻
五
号
八
〇
九
頁
参
昭
巴
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
予
見
可
能
性
に
関
す
る
裁
判
所
の

判
断
の
一
例
で
あ
る
。
原
動
機
付
自
転
車
が
通
行
を
禁
止
さ

れ
て
い
る
仮
歩
道
を
通
行
し
、
仮
歩
道
に
駐
車
し
て
い
た
工

事
用
車
両
に
衝
突
し
て
運
転
者
が
死
亡
し
た
事
故
に
つ
い

て
、
道
路
の
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
裁
判
所

は
、
通
行
を
禁
止
さ
れ
、
ま
た
、
進
入
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
仮
歩
道
を
原
動
機
付
自
転
車
が

走
行
す
る
こ
と
ま
で
は
道
路
管
理
者
が
予
見
で
き
な
い
と
し

て
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

な
お
、
仮
歩
道
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
自
転
車

が
同
様
の
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
の
予
見
可
能
性
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
等
、検
討
の
素
材
と
し
て
も
面
白
い
と
考
え
、

紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

一

事
案
の
概
要

本
件
は
、
亡
A
が
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
て
、
京

都
府
道
造
成
地
の
う
ち
仮
歩
道
と
し
て
歩
行
者
等
の
通
行

に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
を
走
行
中
、
仮
歩
道
を
塞
ぐ
よ
う

に
お
い
て
あ
っ
た
工
事
用
車
両
を
避
け
よ
う
と
し
て
転
倒

し
、
工
事
用
車
両
及
び
中
央
分
離
帯
緑
石
に
衝
突
し
て
死

亡
し
た
と
し
て
、
そ
の
相
続
人
で
あ
る
原
告
が
、
仮
歩

道
の
管
理
者
で
あ
る
被
告
に
対
し
て
、

1

仮
歩
道
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

て
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て

国
家
賠
償
法

(以
下

｢国
賠
法
｣
と
い
う
)
二
条

一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償

2

被
告
が
工
事
業
者
に
発
注
し
て
仮
歩
道
付
近
で

工
事
を
施
工
す
る
に
あ
た
り
通
行
の
安
全
を
確
保

す
る
措
置
に
欠
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て

国
賠
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
事
案
で
あ
る

(工
事
業
者
に
対
し
て
も
民

法
七
百
九
条
等
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
い
る

が
、
以
下
省
略
す
る
)。

争
い
の
な
い
事
実
等

①

被
告
は
、
工
事
業
者
に
請
け
負
わ
せ
て
、
府
道
B

造
成
中
の
道
路
に
設
け
ら
れ
た
仮
歩
道
に
お
い
て

原
動
機
付
自
転
車
が
重
専
用
車
両
に
衝
突
し
た

事
隙
に
つ
い
て
道
路
の
管
理
職
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

i
京
都
府
道

原
動
機
付
自
転
車
衝
突
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



線
の
う
ち
C
線
と
の
交
差
点

(以
下

｢本
件
交
差
占
こ

と
い
う
)
よ
り
西
側
の
部
分
に
つ
い
て
、
北
側
三
車
線

を
東
行
車
線
と
西
行
車
線
の
片
側
一
車
線
の
道
路
と
し

て
一
般
交
通
の
用
に
供
し
な
が
ら
、
南
側
部
分

(南
側

車
線
造
成
地
)
(以
下
｢本
件
工
事
現
場
｣
と
も
い
う
)

を
整
備
す
る
工
事

(以
下

｢本
件
工
事
｣
と
い
う
)
を

行
い
、
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)
の
全
体

を

(将
来
歩
道
に
な
る
部
分
の
み
な
ら
ず
車
道
に
な
る

部
分
も
)
仮
歩
道

(以
下

｢本
件
仮
歩
道
｣
と
い
う
)

と
し
て
歩
行
者
等
(歩
行
者
及
び
自
転
車
等
の
軽
車
両
)

の
通
行
の
用
に
供
し
て
い
た
。

②

次
の
交
通
事
故

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
)

が
発
生
し
た
o

ア

日
時

某
日
午
後
九
時
三
〇
分
こ
ろ

イ

場
所

本
件
工
事
現
場

ウ

態
様

亡
A
が
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
、
町
道
D

線
を
西
進
し
、
B
線
と
C
線
と
の
交
差
点

(本
件

交
差
点
)
の
南
西
角
に
設
け
ら
れ
た
入
口

(以
下

｢東
側
入
口
部
分
｣
と
い
う
)
か
ら
本
件
仮
歩
道

に
進
入
し
、
本
件
仮
歩
道
を
東
か
ら
西
に
向
け
て

走
行
し
て
い
た
際
、
本
件
事
故
現
場
で
原
動
機
付

飢

自
転
車
と
も
ど
も
転
倒
滑
走
し
て
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ

2

の
バ
ケ
ッ
ト
部
と
地
面
の
隙
間
に
挟
ま
る
形
で
衝

律道
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2

争
点

1

本
件
仮
歩
道
が
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い

て
い
て
、
そ
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と

い
え
る
か

(被
告
が
国
賠
法
二
条
一
項
責
任
を
負
う

か
)

2

被
告
が
工
事
業
者
に
発
注
し
て
本
件
仮
歩
道
付
近

で
工
事
を
施
工
す
る
に
あ
た
り
、
通
行
の
安
全
を
確

保
す
る
措
置
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か

(被
告

が
国
賠
法
一
条
一
項
責
任
を
負
う
か
)

3

争
点
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張

獨

争
点
1
に
つ
い
て

(原
告
ら
の
主
張
)

ア

本
件
仮
歩
道
は
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
て
、
そ
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
。

イ

被
告
は
、
B
線
造
成
地
と
い
う
公
の
営
造
物
の

設
置
･
保
存
を
す
る
者
と
し
て
、
工
事
現
場
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
、
原
動
機
付
自
転
車
の
通
行

を
許
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
工
事
現
場
で
あ
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
通
行
禁
止
･
進
入
禁
止
を
明
示

し
た
上
、
進
入
で
き
な
い
よ
う
に
閉
鎖
し
、
昼
夜

を
問
わ
ず
容
易
に
認
識
で
き
る
よ
う
に
照
明
し
て

お
く
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
歩
道
と
し
て
昼
間

の
み
な
ら
ず
夜
間
も
通
行
に
供
用
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
工
事
現
場
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
迷
い
込

む
可
能
性
が
な
い
よ
う
に
、
工
事
現
場
の
仮
歩
道

で
あ
る
こ
と
を
夜
間
で
も
容
易
に
認
識
で
き
る
よ

う
に
明
示
し
、
本
件
工
事
現
場
全
体
が
仮
歩
道
で

あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
本
件
工
事
現
場
全
体
を
夜

間
で
も
認
識
で
き
る
よ
う
に
照
明
を
設
置
し
、
障

害
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
設
置
･
保
存
す
る
義
務

が
あ
る
。
被
告
は
、
上
記
の
義
務
を
怠
っ
た
か
ら
、

国
賠
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負

う
。
な
お
、
亡
A
は
、
毎
日
の
通
勤
で
は
他
の
道

路
を
通
行
し
て
い
た
か
ら
、
本
件
工
事
現
場
の
状

況
を
知
ら
な
か
っ
た
。

ウ

(道
路
標
識
等
)
被
告
は
、
道
路
上
又
は
道
路
に

接
し
て
工
事
を
行
う
場
合
、
本
件
仮
歩
道
が
工
事

現
場
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
ど
の
範
囲
で
ど
の
よ

う
な
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
、
通
行
人
に
事

前
に
か
つ
容
易
に
、
し
か
も
夜
間
で
も
認
識
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
道
路
標
識
、
標
示
板
等
に

加
え
、
保
安
灯
や
点
滅
式
の
注
意
灯
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
工
事
現
場
入
口
部
分
に

は
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
工
事
現
場
の
東
側
入
口
部

分
に
は
、
｢仮
歩
道
｣
と
い
う
標
示
板

(以
下

｢本
件
標
示
板
｣
と
い
う
)
一
個
が
設
置
さ
れ
て

い
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
記
載
は
、
歩
行
者
と
自

転
車
の
み
が
通
行
で
き
る
も
の
で
原
動
機
付
自
転

車
は
通
行
で
き
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
し
て

く
る
者
に
ほ
と
ん
ど
認
識
で
き
な
い
方
向

(北
向

き
)
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
東
側
入
口
部
分

の
付
近
に
は
本
件
事
故
当
時
夜
間
照
明
に
な
る
よ

う
な
店
舗
が
全
く
な
く
夜
間
真
っ
暗
な
状
態
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
安
灯
や
点
滅
式
の
注

意
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
お
い

て
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
交
通
誘
導
員

の
配
置
も
な
か
っ
た
。

エ

(単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
等
)
本
件
工
事
現
場
は
、

そ
の
全
体
を
仮
歩
道
と
し
て
歩
行
者
等
の
通
行
の

用
に
供
し
て
い
た
た
め
、
車
両
の
通
行
が
許
さ
れ

た
一
般
道
路
で
あ
る
と
の
外
観
を
呈
し
て
い
た

上
、
本
件
工
事
現
場
の
東
側
入
口
部
分
に
は
、
移

動
可
能
な
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド

(以
下

｢単
管
バ
リ

ケ
ー
ド
｣
と
い
う
)
が
設
置
さ
れ
、
し
か
も
、
歩

行
者
等
の
通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
一
定
の
間

隔
を
空
け
て
あ
る
だ
け
で
な
く
、
横
に
追
い
や
ら

れ
東
側
入
口
部
分
が
完
全
に
開
い
た
状
態
で
あ
っ

た
。
な
お
、
B
線
の
う
ち
道
路
の
用
に
供
し
て
い

た
北
側
二
車
線
と
仮
歩
道
と
し
て
歩
行
者
等
の
通

行
の
用
に
供
し
て
い
た
南
側
車
線
造
成
地

(本
件

工
事
現
場
)
と
を
区
別
す
る
部
分
に
あ
っ
た
大
型

の
反
射
板

(デ
リ
ニ
エ
ー
タ
ー
)
や
視
線
誘
導
標

は
、
夜
間
反
射
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
央
分
離
帯

部
分
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
亡
A
が
仮
歩
道
に
迷
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い
込
む
要
因
に
な
っ
た
。

(被
告
の
主
張
)

ア

原
告
ら
の
主
張
は
争
う
。
本
件
仮
歩
道
は
、
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
設
置

又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

イ

被
告
は
、
本
件
仮
歩
道
に
工
事
車
両
以
外
の
一

般
車
両
が
誤
っ
て
進
入
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

十
分
な
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
被
告
は
、
南
側
車

線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)
を
仮
歩
道

(本
件

仮
歩
道
)
と
し
て
歩
行
者
等
の
通
行
の
用
に
供
す

る
に
あ
た
り
、
中
央
分
離
帯
、
仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
及
び
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
で
、
道
路
と
し
て
一
般

交
通
の
用
に
供
し
て
い
た
北
側
二
車
線

(供
用
道

路
)
と
明
確
に
区
画
し
て
い
た
。
本
件
工
事
現
場

の
東
側
入
口
部
分
付
近
は
、
路
面
の
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
、
側
線
ラ
イ
ン
及
び
横
断
歩
道
等
の
区
画
線

や
道
路
標
示
、
路
側
帯
の
仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

視
線
誘
導
標

(進
行
方
向
に
対
し
て
左
側
路
側
に

白
色
部
分
を
設
置
)
及
び
道
路
標
識
に
よ
っ
て
、

運
転
者
に
対
す
る
視
線
誘
導
が
十
二
分
に
さ
れ
て

い
た
。
東
側
入
口
部
分
は
、
重
さ
約
二
九
糖
で
簡

単
に
移
動
で
き
な
い
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
で
封
鎖
す

る
だ
け
で
な
く
、
｢仮
歩
道
｣
で
あ
る
旨
記
載
し

た
本
件
標
示
板
を
設
置
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
て

い
た
。
な
お
、
本
件
工
事
を
当
時
監
督
し
て
い
た

被
告
事
務
所
に
は
、
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
が
開
い
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
危
な
い
と

い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、
一
般
車

両
が
本
件
仮
歩
道
を
走
行
し
て
い
る
と
い
う
報
告

も
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
に
関

連
し
た
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
も
聞
い
て
い
な

い
。

ウ

亡
A
は
、
本
件
仮
歩
道
内
に
迷
い
込
ん
だ
の
で

は
な
く
、
意
図
的
に
本
件
仮
歩
道
を
原
動
機
付
自

転
車
で
走
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
D
線
を
東
か
ら

西
に
向
け
て
走
行
し
、
本
件
交
差
点
を
直
進
し
て

そ
の
ま
ま
B
線
を
西
に
向
け
て
走
行
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
供
用
さ
れ
て
い
る
幅
員
の
広
い
北
側
道
路

を
道
な
り
に
直
進
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
東
側

入
口
部
分
か
ら
本
件
仮
歩
道
に
進
入
す
る
に
は
、

あ
え
て
そ
の
方
向
に
進
路
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

(ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
中
央
分
離
帯
と
考
え

て
し
ま
う
と
、
そ
の
北
側
道
路
は
片
側
二
車
線
の

反
対
車
線
で
あ
る
の
に
、
そ
の
南
側
車
線
は
、
片

側
一
車
線
の
道
路
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
不
自
然

で
あ
る
し
、
片
側
二
車
線
の
反
対
車
線
は
片
側
一

車
線
の
D
線
と
道
な
り
に
連
結
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
)。
東
側
入
口
部

分
の
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
は
通
常
き
ち
ん
と
閉
鎖
さ

れ
て
い
た
か
ら
、
原
動
機
付
自
転
車
で
通
行
す
る

に
は
、
一
旦
降
車
し
て
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
を
移
動

さ
せ
る
か
、
又
は
徐
行
し
な
が
ら
そ
の
間
隙
を
通

過
す
る
必
要
が
あ
る
。
仮
に
、
亡
A
が
誤
っ
て
本

件
仮
歩
道
内
に
迷
い
込
ん
だ
と
し
て
も
、
本
件
事

故
現
場
ま
で
約
一
如
弱
走
行
す
る
途
中
で
、
車
道

で
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
引
き
返
す
の
が
自
然
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
進
行
し
続
け

た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
亡
A
は
、
意
図
的
に
本
件

仮
歩
道
を
走
行
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(本
件
仮
歩
道
の
路
面
上
に
区
画
線
や
道
路
標
示

が
全
く
な
く
、
舗
装
状
態
が
表
層
部
分
と
基
層
部

分
と
で
段
差
が
あ
る
ほ
か
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
の
段

差
も
あ
り
、
供
用
さ
れ
て
い
る
北
側
車
線
と
は
そ

の
状
態
及
び
外
観
が
明
ら
か
に
相
違
す
る
。
本
件

仮
歩
道
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
す
る
と
、
仮

設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
裏
側
を
、
視
線
誘
導
標
を
右

側
に
見
な
が
ら
走
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
事

故
現
場
直
前
の
本
件
仮
歩
道
と
京
奈
和
自
動
車
道

が
交
差
し
て
い
る
場
所
に
は
、
照
明
が
つ
い
て
い

て
か
な
り
明
る
か
っ
た
)。
そ
し
て
、
亡
A
は
B

線
を
本
件
事
故
現
場
よ
り
さ
ら
に
西
進
し
た
と
こ

ろ
に
居
住
し
て
い
た
地
元
住
民
で
あ
り
、
B
線
が

自
宅
か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
を
直
線
的
に
つ
な
ぐ
幅

員
の
広
い
道
路
で
あ
る
か
ら
、
北
側
道
路
を
毎
日

の
通
勤
経
路
と
し
て
利
用
し
、
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
事
故
現
場
)
が
仮
歩
道
で
あ
る
こ
と
を
十

分
認
識
し
て
い
た
と
推
認
す
る
の
が
自
然
で
あ

る
o
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本
件
標
示
板
は
、
歩
行
者
や
一
般
車
両
に
対
し

自
転
車
が
あ
え
て
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
を
動
か
す
必

注
意
喚
起
を
促
す
も
の
と
し
て
十
分
で
あ
る
。
本

要
性
も
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
反
に
、

件
標
示
板
は
、
D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行

し
て
き
た
車
両
等
に
対
し
て
も
、
C
線
を
北
か
ら

南
に
向
け
て
走
行
し
て
き
た
車
両
等
に
対
し
て

も
、
相
対
す
る
形
で
見
え
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て

い
た
。
本
件
標
示
板
自
体
に
は
保
安
灯
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
が
、
夜
間
に
車
両
を
運
転
す
る
者
は

ラ
イ
ト
を
灯
火
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
本
件
標
示
板
が
見
え
に
く
い
と
も
言
え

な
い
。
本
件
標
示
板
は
、
歩
行
者
の
便
宜
を
図
っ

て
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
車
両
に
対
す
る

注
意
喚
起
と
い
う
意
味
で
は
、
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド

に
よ
る
封
鎖
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、本
件
標
示
板
は
、

単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
に
よ
る
進
入
禁
止
を
補
完
す
る

二
次
的
な
注
意
標
識
で
あ
る
。

オ

事
故
当
日
も
、
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
は
き
ち
ん
と

閉
鎖
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド

は
、
一
般
車
両
が
誤
っ
て
進
入
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
の
遮
蔽
措
置
と
し
て
、
常
に
閉
鎖
さ
れ

た
状
態
で
置
か
れ
て
お
り
、
工
事
車
両
が
本
件
仮

歩
道
内
に
進
入
す
る
た
め
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
を
開

け
た
際
は
、
そ
の
都
度
基
に
戻
し
て
閉
鎖
措
置
を

講
じ
て
い
た
。
東
側
入
口
部
分
の
単
管
バ
リ
ケ
ー

ド
の
横
に
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
通
れ
る
七
五

節
程
度
の
隙
間
が
常
に
空
い
て
い
て
、
歩
行
者
や

要
性
も
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
仮
に
、
事
故
発

生
日
の
午
後
五
時
以
降
に
工
事
関
係
者
が
現
場
を

後
に
し
た
後
に
、
何
者
か
が
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
を

開
放
し
た
ま
ま
放
置
し
た
と
す
れ
ば
、被
告
に
は
、

か
か
る
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
を
事
故
発
生
時
点
ま
で

に
遅
滞
な
く
原
状
に
復
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。

②
争
点
2
に
つ
い
て

(原
告
ら
の
主
張
)

ア

被
告
は
、
工
事
業
者
に
発
注
し
て
本
件
仮
歩
道

付
近
で
本
件
工
事
を
施
工
す
る
に
あ
た
り
通
行
の

安
全
を
確
保
す
る
措
置
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。

イ

被
告
は
、
工
事
業
者
に
対
し
、
第
三
者
が
本
件

工
事
現
場

(本
件
仮
歩
道
)
に
迷
い
込
む
な
ど
し

て
第
三
者
に
危
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、
指
導
監

督
す
る
義
務
が
あ
る
。
被
告
は
、
上
記
義
務
を
怠

っ
た
か
ら
、
国
賠
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠

償
責
任
を
負
う
。

ウ

被
告
は
、
多
数
の
業
者
に
本
件
工
事
を
発
注
し

て
お
り
、
し
か
も
、
本
件
工
事
現
場
の
全
体
を
仮

歩
道
と
し
て
歩
行
者
等
の
通
行
の
用
に
供
し
て
い

た
か
ら
、
①
本
件
仮
歩
道
の
入
口
部
分
の
単
管
バ

リ
ケ
ー
ド
を
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
照
明

設
備
を
設
置
し
て
明
る
く
し
、
ま
た
、
②
工
事
施

工
業
者
に
対
し
、
夜
間
本
件
仮
歩
道
に
工
事
車
両

等
を
放
置
さ
せ
な
い
か
、
又
は
、
仮
に
夜
間
本
件

仮
歩
道
に
工
事
車
両
等
を
放
置
さ
せ
る
な
ら
通
行

の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
べ
く
中
央
分
離

帯
か
ら
離
れ
た
場
所
に
置
か
せ
、
か
つ
、
衝
突
を

避
け
る
た
め
工
事
車
両
等
の
存
在
を
示
す
予
告
標

示
板
を
本
件
仮
歩
道
の
東
側
入
口
部
分
だ
け
で
な

く
、
東
側
入
口
部
分
の
数
十
m
手
前
に
夜
間
で
も

識
別
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
せ
、
し
か
も
、
工
事

車
両
等
の
周
囲
に
照
明
設
備

(保
安
灯
)
を
設
置

さ
せ
、
ま
た
、
警
備
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
衝
突

を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
対
策
を
と
る
よ
う
に
指

導
し
、
定
期
的
に
報
告
書
を
提
出
さ
せ
、
さ
ら
に
、

監
督
者
を
本
件
工
事
現
場
に
常
駐
さ
せ
る
か
、
あ

る
い
は
毎
日
本
件
工
事
現
場
の
状
況
を
見
回
る
こ

と
に
よ
り
、
上
記
の
よ
う
な
安
全
対
策
が
守
ら
れ

る
よ
う
に
指
導
監
督
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

被
告
は
、
上
記
義
務
を
怠
り
、
そ
の
結
果
工
事
業

者
が
上
記
義
務
を
怠
っ
た
か
ら
、
国
賠
法
一
条
一

項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

(被
告
の
主
張
)

ア

否
認
す
る
。
被
告
は
、
本
件
工
事
を
行
う
に
あ

た
っ
て
取
り
組
む
べ
き
安
全
配
慮
義
務
は
尽
く
し

て
お
り
、
ま
た
、
本
件
の
よ
う
な
事
故
に
関
す
る

予
見
可
能
性
及
び
回
避
可
能
性
は
い
ず
れ
も
な

く
、
原
告
ら
が
主
張
す
る
よ
う
な
各
義
務
を
負
っ



て
い
な
か
っ
た
。

イ

被
告
は
、
第
一
次
的
に
は
、
本
件
工
事
に
関
与

し
た
業
者
に
対
し
、
｢現
在
、
車
道
の
一
部
を
仮

歩
道
と
し
て
供
用
し
て
い
る
た
め
、
歩
行
者
、
自

転
車
等
に
は
十
分
注
意
し
、
安
全
対
策
を
施
す
こ

と
｣
と
記
載
し
た
特
記
仕
様
書
を
配
布
し
て
、
工

事
現
場
の
適
切
な
管
理
･
安
全
対
策
を
命
じ
、
業

者
が
、
施
工
計
画
書
に
｢作
業
後

(午
後
五
時
以

降
)
は
、
バ
リ
ケ
ー
ド
･
保
安
灯
等

(個
々
の
工

事
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
十
分
な
設
備
と
い

う
意
味
で
あ
る
)
を
設
置
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
す
｣
と
明
記
し
、
現
場
管
理
を

行
う
旨
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
者
に
対
し
注

意
を
喚
起
し
、
毎
日
の
安
全
管
理
を
業
者
の
現
場

監
督
者
に
当
た
ら
せ
、
第
二
次
的
に
は
、
職
員
が

時
折
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
も
含
め
直
接
現
場
に
赴

き
、
現
場
の
状
況
を
確
認
す
る
等
し
て
、
本
件
工

事
現
場
に
お
い
て
事
故
が
生
じ
な
い
よ
う
に
直
接

間
接
に
指
導
監
督
す
る
こ
と
に
よ
り
結
果
回
避
義

務
を
尽
く
し
て
き
た
。

ウ

本
件
仮
歩
道
の
構
造
、
用
途
、
場
所
的
環
境
、

利
用
状
況
、
亡
A
の
意
図
的
な
行
動
等
に
鑑
み
る

と
、
東
側
入
口
部
分
に
お
い
て
、
十
分
な
安
全
配

慮
義
務
を
尽
く
し
て
い
た
か
ら
、
被
告
に
は
、
原

動
機
付
自
転
車
が
あ
え
て
本
件
仮
歩
道
に
進
入
し

勝
手
に
通
行
す
る
こ
と
な
ど
予
見
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
本
件
仮
歩
道
内
に
標
示
板
等
を
設
置
す
る

必
要
性
は
な
く
、
本
件
事
故

(亡
A
の
交
通
ル
ー

ル
不
遵
守
に
よ
る
目
損
事
故
)
の
回
避
可
能
性
も

認
め
ら
れ
な
い
。

三

裁
判
所
の
判
断

1

本
件
事
故
現
場
の
状
況

前
述
争
い
の
な
い
事
実
等
、
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨

に
よ
れ
ば
、
次
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

①

被
告
は
、
本
件
事
故
発
生
日
に
は
、
工
事
業
者
に

請
け
負
わ
せ
て
、
B
線
に
つ
い
て
、
将
来
、
北
側
二

車
線
を
東
行
二
車
線
、
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工

事
現
場
)
を
西
行
二
車
線
と
す
る
計
画
の
下
、
北
側

二
車
線
を
東
行
車
線
と
西
行
車
線
の
片
側
一
車
線
の

道
路
と
し
て
一
般
交
通
の
用
に
供
し
な
が
ら
、
南
側

車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)
の
整
備
工
事

(本

件
工
事
)
を
行
っ
て
い
た
。

②

被
告
は
、
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)

よ
り
西
に
居
住
す
る
住
民
が
南
側
車
線
造
成
地

(本

件
工
事
現
場
)
の
北
東
に
あ
る
駅
等
に
赴
く
際
の
便

宜
を
図
る
た
め
、
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現

場
)
が
未
だ
道
路
と
し
て
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
工
事
現
場

の
全
体

(将
来
歩
道
に
な
る
部
分
の
み
な
ら
ず
車
道

に
な
る
部
分
も
含
め
て
)を
工
事
用
車
両
と
と
も
に
、

歩
行
者
等

(歩
行
者
及
び
自
転
車
等
の
軽
車
両
)
が

通
行
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
被
告
は
、

本
件
工
事
現
場
に
通
行
を
認
め
て
い
な
い
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
一
般
車
両
が
進
入
し
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
緑
石
で
段
差
を
付
け
た
中
央
分
離
帯
又
は

仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
て
北
側
二
車
線
と
区

分
し
、
さ
ら
に
、
工
事
用
車
両
が
出
入
り
す
る
各
区

間
に
は
、
移
動
可
能
な
重
さ
約
二
九
舵
の
単
管
バ
リ

ケ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
た
。
工
事
業
者
は
、
夜
間
、

本
件
工
事
現
場
に

(将
来
歩
道
に
な
る
部
分
の
み
な

ら
ず
車
道
に
な
る
部
分
に
も
)
工
事
用
車
両
、
工
事

機
材
等
を
置
い
て
い
た
。

③

東
側
入
口
部
分
の
付
近
の
状
況
は
、
別
紙
図
面
記

載
の
と
お
り
で
あ
る
o
B
線
の
本
件
交
差
点
よ
り
西

側
の
部
分
は
、
北
側
二
車
線
が
東
行
車
線
と
西
行
車

線
の
片
側
一
車
線
の
道
路
と
し
て
一
般
交
通
の
用
に

供
さ
れ
て
お
り
、
本
件
交
差
点
よ
り
東
側
の
部
分
の

D
線
も
、
同
様
に
、
東
行
車
線
と
西
行
車
線
の
片
側

一
車
線
の
道
路
と
し
て
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て

い
た
か
ら
、
D
線
を
束
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
す
る

車
両
は
、
車
道
中
央
線
と
車
道
外
側
線

(道
路
標
示
)

に
従
い
、
ゆ
る
や
か
な
左
カ
ー
ブ
を
道
な
り
に
直
進

す
れ
ば
、
自
然
に
、
前
述
北
側
二
車
線
の
西
行
車
線

(
一
車
線
)
に
入
る
位
置
関
係
に
あ
っ
た
。
本
件
交

差
点
の
南
西
の
角
に
は
横
断
歩
道

･
駐
車
禁
止
･
制

限
速
度
等
を
示
す
道
路
標
識
が
設
置
さ
れ
、
北
側
二

車
線
の
南
端

(D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
す
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る
車
両
の
運
転
者
か
ら
み
て
左
端
)
が
片
側
一
車
線

の
対
面
通
行
の
道
路
の
左
端
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
た
。
北
側
二
車
線
と
本
件
工
事
部
分
と
を
区
切
る

仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
東
端
付
近
に
は
大
型
の
反
射

板

(デ
リ
ニ
エ
ー
タ
ー
)
が
東
向
き
に
一
機
設
置
さ

れ
、
仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
は
一
定
間
隔
に
視
線
誘

導
標

(反
射
体
の
色
は
左
側
路
側
を
表
す
白
色
で
あ

る
)
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
夜
間
、
D
線
を
東
か
ら

西
に
向
け
て
走
行
し
て
く
る
車
両
の
前
照
灯
の
照
明

に
反
射
し
、
運
転
者
に
緩
や
か
な
左
カ
ー
ブ
の
左
端

を
知
ら
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
東

側
入
口
部
分
の
付
近
に
は
、
本
件
交
差
点
の
北
東
角

に
街
灯
が
一
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
他
に

夜
間
照
明
に
な
る
よ
う
な
店
舗
は
な
く
、暗
か
っ
た
。

④

被
告
は
、
本
件
仮
歩
道
に
は
歩
行
者
等

(歩
行
者

及
び
自
転
車
等
の
軽
車
両
)
だ
け
が
進
入
し
通
行
す

る
こ
と
が
で
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
一
般
車

両
は
進
入
し
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
東
側
入
口
部
分
の
付
近
に
は
三

ヵ
所

(別
図
の
a
、
b
及
び

c
の
各
地
点
)
に
、

｢仮
歩
道
｣
と
記
載
し
た
標
示
板

(本
件
標
示
板
)

を
設
置
し
て
い
た
。
a
地
点
の
本
件
標
示
板
は
北
向

き
で
あ
り
、
b
地
点
の
本
件
標
示
板
は
東
向
き
で
あ

り
、
c
地
点
の
本
件
標
示
板
は
西
向
き
で
あ
っ
た
。

夜
間
照
明
は
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
被
告

は
、
東
側
入
口
部
分
に
、
移
動
可
能
な
重
さ
約
二
九

館
の
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
を
置
い
て
い
た
。
単
管
バ
リ

ッ
ク
ホ
ウ
ニ
台
(以
下
｢本
件
二
台
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
｣

ケ
ー
ド
を
別
図
の
α
地
点
に
置
く
と
、
そ
の
南
側
の

と
い
う

が
、
車
本
を
ほ
ぼ
ヒ
に
向
け
ミ

ッ
ト

脇
に
七
五
節
程
度
の
隙
間
が
で
き
、
歩
行
者
等
が
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
単
管
バ
リ

ケ
ー
ド
を
別
図
の
β
地
点
に
置
く
と
上
記
隙
間
が
狭

く
な
る
な
ど
、
置
く
位
置
に
よ
っ
て
隙
間
の
幅
は
異

な
る
。
ま
た
、
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
が
横
に
追
い
や
ら

れ
東
側
入
口
部
分
が
完
全
に
開
い
た
状
態
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

⑤

東
側
入
口
部
分
か
ら
本
件
事
故
現
場
ま
で
の
距
離

は
、
約
一
如
で
あ
っ
た
。
本
件
仮
歩
道
の
路
面
は
、

舗
装
工
事
を
終
え
た
表
層
の
部
分
と
表
層
の
一
段
階

手
前
の
舗
装
状
態
の
基
層
の
部
分
と
が
あ
っ
て
段
差

が
あ
っ
た
上
、
車
道
中
央
線
と
車
道
外
側
線
は
未
だ

引
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
照
明
は
、
京
奈
和
自
動
車

道
が
南
北
に
本
件
工
事
現
場
の
下
を
横
断
し
て
い
る

箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
他
に
夜
間
照
明

に
な
る
よ
う
な
店
舗
等
は
な
く
、
暗
か
っ
た
。
工
事

業
者
は
、
夜
間
、
東
側
入
口
部
分
か
ら
本
件
事
故
現

場
ま
で
の
本
件
工
事
現
場

(本
件
仮
歩
道
)
に
、
工

事
用
車
両
、
工
事
機
材
等
を
照
明
設
備
･
予
告
標
示

板
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
ま
た
警
備
員
を
配
置
す
る

こ
と
な
く
置
い
て
い
た
。

⑥

本
件
事
故
現
場
付
近
の
状
況

本
件
工
事
現
場

(本
件
仮
歩
道
)
の
う
ち
将
来
車

道
に
な
る
部
分
の
幅
員
は
約
八
･
三
m
で
あ
り
、
バ

と
い
う
)
が
、
車
体
を
ほ
ぼ
北
に
向
け
バ
ケ
ッ
ト
部

を
中
央
分
離
帯
に
つ
け
て
駐
車
し
、
そ
の
南
側
に
は

歩
行
者
等
の
通
行
に
足
る
若
干
の
隙
間
を
残
し
将
来

車
道
に
な
る
部
分
の
ほ
ぼ
前
面
を
塞
ぐ
形
と
な
っ
て

い
た
。
本
件
二
台
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
は
、
歩
行
者
等

に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
照
明
設
備
･
予
告
標
示

板
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

2

被
告
の
工
事
業
者
に
対
す
る
指
導
の
内
容
･
方
法

前
記
認
定
の
事
実
関
係
、
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に

よ
れ
ば
、
次
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

①

被
告
は
、
工
事
業
者
に
対
し
、
特
記
仕
様
書
に
基

づ
き
、
本
件
仮
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
等
の
通
行
の

安
全
に
配
慮
し
つ
つ
工
事
を
施
工
す
る
よ
う
に
指
導

し
た
。
具
体
的
に
は
、
特
記
仕
様
書
に
お
い
て
、

｢な
お
、
現
在
、
車
道
の
一
部
を
仮
歩
道
と
し
て
、

供
用
し
て
い
る
た
め
、
歩
行
者
自
転
車
等
に
は
十
分

注
意
し
、
安
全
対
策
を
施
す
こ
と
｣
と
指
示
し
て
い

た
。
被
告
は
、
そ
の
ほ
か
、
工
事
業
者
に
対
し
、
本

件
仮
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
等
の
通
行
の
安
全
を
図

る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
、
例
え
ば
、
工
事
用
車
両

の
駐
車
方
法
、
照
明
設
備
の
設
置
等
に
つ
い
て
、
個

別
具
体
的
な
指
示
は
行
わ
ず
、
ま
た
、
本
件
工
事
現

場
に
職
員
を
派
遣
し
て
、
本
件
仮
歩
道
に
お
け
る
歩

行
者
等
の
通
行
の
安
全
を
図
る
た
め
の
措
置
が
取
ら



れ
て
い
る
か
に
つ
き
確
認
し
た
り
、
工
事
業
者
か
ら

況
に
よ
れ
ば
、
D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
す

道
)
に
迷
い
込
む
要
因
に
な
っ
た
旨
主
張
す
る
が
、

書
面
で
報
告
を
求
め
る
な
ど
の
配
慮
は
行
わ
な
か
っ

た
。

②

被
告
は
、
歩
行
者
等

(歩
行
者
及
び
自
転
車
等
の

軽
車
両
)
が
通
行
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
範
囲
が

南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)
の
全
体

(将

来
歩
道
に
な
る
部
分
の
み
な
ら
ず
車
道
に
な
る
部
分

も
含
め
て
)
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
工
事
業
者
は
、
本
件
仮
歩
道
の
範
囲
を
正
し

く
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

(工
事
業
者
の
下
請
会
社

は
、
南
側
車
線
造
成
地

[本
件
工
事
現
場
]
の
う
ち

将
来
歩
道
に
な
る
部
分
の
み
が
仮
歩
道
で
あ
る
と
誤

解
し
て
い
た
)。
な
お
、
別
の
下
請
会
社
は
、
地
元

町
か
ら
指
導
監
督
を
受
け
た
元
請
会
社
の
指
示
で
、

｢歩
行
者
の
通
行
時
に
は
十
分
注
意
し
、
常
に
二
m

程
の
ス
ペ
ー
ス
を
仮
歩
道
と
し
て
空
け
て
お
く
｣
と

い
う
配
慮
を
し
て
い
た
。

本
件
事
故
態
様

前
述
認
定
の
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
亡
A
は
、
本
件
仮

歩
道
が
工
事
現
場
で
あ
り
、
未
だ
道
路
と
し
て
一
般
交
通

の
用
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
一

般
車
両
の
通
行
が
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
本
件
仮
歩
道
に
進
入
し
、
通
行
し
た
も
の
と
推
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

前
判
示
の
と
お
り
、
東
側
入
口
部
分
の
付
近
の
状

る
車
両
は
、
車
道
中
央
線
と
車
道
外
側
線
に
従
い
、

ゆ
る
や
か
な
左
カ
ー
ブ
を
道
な
り
に
直
進
す
れ
ば
、

自
然
に
、
北
側
二
車
線
の
西
行
車
線

(
一
車
線
)
に

入
る
位
置
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
件
交
差
点

の
南
西
の
角
に
は
横
断
歩
道

･
駐
車
禁
止

･
制
限
速

度
等
を
示
す
道
路
標
識
が
設
置
さ
れ
、
北
側
二
車
線

の
南
端

(D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
す
る
車

両
の
運
転
者
か
ら
み
て
左
端
)
が
片
側
一
車
線
の
対

面
通
行
の
道
路
の
左
端
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

た
。
北
側
二
車
線
と
本
件
工
事
部
分
と
を
区
切
る
仮

設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
東
端
付
近
に
は
大
型
の
反
射
板

が
東
向
き
に
一
機
設
置
さ
れ
、
仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

に
は
一
定
間
隔
に
視
線
誘
導
標
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
夜
間
、
D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
し
て

く
る
車
両
の
前
照
灯
の
照
明
に
反
射
し
、
運
転
者
に

緩
や
か
な
左
カ
ー
ブ
の
左
端
を
知
ら
せ
る
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
前
照
灯
を
付
け
て

D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
し
て
き
た
車
両
の

運
転
者
に
は
、
B
線
の
本
件
交
差
点
よ
り
西
側
の
部

分
の
北
側
二
車
線
が
D
線
と
同
様
、
束
行
車
線
と
西

行
車
線
の
片
側
一
車
線
の
道
路
で
あ
る
こ
と
を
容
易

に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
原
告
ら
は
、
上
記
大
型
の
反
射
板

や
視
線
誘
導
標
が
夜
間
反
射
す
る
こ
と
に
よ
り
中
央

分
離
帯
に
見
え
亡
A
が
本
件
工
事
現
場

(本
件
仮
歩

前
記
認
定
の
D
線
と
B
線
と
の
位
置
関
係
の
ほ
か
、

上
記
道
路
標
識
が
片
側
一
車
線
の
対
面
通
行
の
道
路

で
あ
る
北
側
二
車
線
の
南
端
を
示
し
て
い
た
こ
と
を

併
せ
考
慮
す
る
と
、
前
述
大
型
の
反
射
板
や
視
線
誘

導
標
は
D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
し
て
く
る

車
両
の
運
転
者
に
緩
や
か
な
左
カ
ー
ブ
の
左
端
を
知

ら
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
原
告
ら
の
上
記
主
張
を
採

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

前
述
認
定
の
と
お
り
、
本
件
交
差
点
の
南
西
の
角

の
横
断
歩
道

･
駐
車
禁
止
･
制
限
速
度
等
を
示
す
道

路
標
識
の
南
側

(D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行

し
て
き
た
車
両
の
運
転
者
か
ら
見
て
左
側
)
に
あ
た

る
東
側
入
口
部
分
に
は
、
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
が
置
い

て
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
置
い
て
あ
っ
た
場
所
に
よ
っ

て
隙
間
の
幅
は
異
な
る
も
の
の
、
原
動
機
付
自
転
車

を
運
転
し
て
そ
の
隙
間
を
す
り
抜
け
る
必
要
が
あ
る

か
ら
、
本
件
交
差
点
の
北
東
角
に
街
灯
が
一
カ
所
設

置
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
他
に
夜
間
照
明
に
な
る
よ

う
な
店
舗
は
な
く
暗
か
っ
た
こ
と
、
東
側
入
口
部
分

の
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
た
三
ヵ
所
の
本
件
標
示
板

の
う
ち
、
別
図
の
a
地
点
の
も
の
は
北
向
き
で
見
え

に
く
く
、
b
地
点
の
も
の
は
東
向
き
で
あ
る
も
の
の

反
対
車
線
側
で
あ
る
た
め
見
え
に
く
く
、
c
地
点
の

も
の
は
西
向
き

(反
対
向
き
)
で
見
え
な
か
っ
た
こ
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と
、
本
件
標
示
板
に
は

｢仮
歩
道
｣
と
い
う
、
歩
行

者
だ
け
が
通
行
を
許
さ
れ
、
原
動
機
付
自
転
車
は
も

と
よ
り
自
転
車
等
の
軽
車
両
も
通
行
が
許
さ
れ
て
い

な
い
か
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
記
載
だ
け
が
さ
れ
て

い
た
こ
と

(道
路
交
通
法
二
条
一
項
二
号
参
照
巴
を

勘
案
し
て
も
、
通
常
道
路
の
左
端
に
設
置
さ
れ
て
い

る
道
路
標
識
の
左
側
の
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
の
隙
間
を

す
り
抜
け
て
進
入
す
る
先
に
あ
る
本
件
仮
歩
道
が
、

一
般
の
交
通
の
用
に
供
さ
れ
、
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
一
般
車
両
が
通
行
す
る
道
路
で
は
な
い
こ
と
を

容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

③

前
記
認
定
の
と
お
り
、
東
側
入
口
部
分
か
ら
本
件

事
故
現
場
ま
で
の
距
離
は
、
約
一
蹴
で
あ
る
が
、
本

件
仮
歩
道
の
路
面
は
、
舗
装
工
事
を
終
え
た
表
層
の

部
分
と
表
層
の
一
段
階
手
前
の
舗
装
状
態
の
基
層
の

部
分
と
が
あ
っ
て
段
差
が
あ
っ
た
上
、
車
道
中
央
線

と
車
道
外
側
線
が
未
だ
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

工
事
業
者
が
本
件
仮
歩
道
に
工
事
用
車
両
、
工
事
機

材
等
を
置
い
て
い
た
か
ら
、
照
明
に
乏
し
く
、
他
に

夜
間
照
明
に
な
る
よ
う
な
店
舗
等
が
な
く
暗
か
っ
た

こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
走
行
中
、
本
件
仮
歩
道
が
一

般
の
交
通
の
用
に
供
さ
れ
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
一
般
車
両
が
通
行
す
る
道
路
で
は
な
く
、
正
に
工

事
現
場
で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
認
識
で
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る

(そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
亡
A
は
、

引
き
返
す
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
)。

そ
し
て
、
前
記
認
定
の
事
実
及
び
前
記
認
定
の
本

件
事
故
現
場
の
状
況
に
よ
れ
ば
、
亡
A
は
、
某
日
午

後
九
時
三
〇
分
こ
ろ
、
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し

て
、
D
線
を
西
進
し
、
本
件
交
差
点
で
進
路
を
変
え
、

本
件
仮
歩
道
が
工
事
現
場
で
あ
り
、
未
だ
道
路
と
し

て
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
一
般
車
両
の
通
行
が
許
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
あ
え
て
、
南
西
角
に
設
け

ら
れ
た
入
口

(東
側
入
口
部
分
)
か
ら
本
件
仮
歩
道

に
進
入
し
、
本
件
仮
歩
道
を
東
か
ら
西
に
向
け
本
件

事
故
現
場
付
近
ま
で
約
一
如
走
行
し
た
際
、
本
件
事

故
現
場
に
駐
車
さ
れ
て
い
た
本
件
二
台
の
バ
ッ
ク
ホ

ウ
に
気
付
く
の
が
遅
れ
、
急
制
動
の
措
置
を
講
じ
る

等
し
て
こ
れ
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
間
に
合

わ
ず
、原
動
機
付
自
転
車
と
も
ど
も
転
倒
滑
走
し
て
、

バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
バ
ケ
ッ
ト
部
と
地
面
の
隙
間
に
挟
ま

る
形
で
衝
突
し
、
即
死
し
た
も
の
と
推
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

5

争
点
1
･
2
に
つ
い
て

前
判
示
の
と
お
り
、
被
告
は
、
本
件
工
事
現
場

(本
件

仮
歩
道
)
を
、
緑
石
で
段
差
を
付
け
た
中
央
分
離
帯
、
仮

設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に
よ
っ
て
北
側
二
車
線
と
区
分
し
た

上
、
亡
A
が
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
て
本
件
仮
歩
道

に
進
入
し
た
東
側
入
口
部
分
に
つ
い
て
は
、
D
線
と
B
線

と
の
位
置
関
係
等
前
記
認
定
の
本
件
交
差
点
付
近
の
状
況

を
ふ
ま
え
、
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
夜
間
、
前
照
灯
を
付
け
て
D
線
を
東
か
ら
西
に
向
け

て
走
行
し
て
く
る
車
両
の
運
転
者
に
対
し
、
B
線
の
本
件

交
差
点
よ
り
西
側
の
部
分
の
北
側
二
車
線
が
D
線
と
同

様
、
東
行
車
線
と
西
行
車
線
の
片
側
一
車
線
の
道
路
で
あ

っ
て
、
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)
が
道
路
と

し
て
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
明
瞭

に
示
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
亡
A
も
、
東
側

入
口
部
分
か
ら
本
件
仮
歩
道
に
進
入
し
た
際
、
本
件
仮
歩

道
が
工
事
現
場
で
あ
り
、
未
だ
道
路
と
し
て
一
般
交
通
の

用
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
一
般

車
両
の
通
行
が
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
も

の
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
原
告
ら
は
、
亡
A
が
本
件
仮
歩
道
に
迷
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い
込
ん
だ
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
被
告
が
国
賠
法
二
条
一

項
責
任
又
は
同
法
一
条
一
項
責
任
を
負
う
旨
主
張
す
る

が
、
前
判
示
の
と
お
り
、
原
告
ら
の
主
張
は
そ
の
前
提
を

欠
く
か
ら
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
認
定
の
と
お
り
、
被
告
は
、
現
に
工

事
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、
道
路
と
し
て
一
般
交
通
の
用
に

供
さ
れ
て
い
な
い
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)

に
つ
い
て
、
将
来
歩
道
に
な
る
部
分
だ
け
で
な
く
車
道
に

な
る
部
分
に
つ
い
て
も
仮
歩
道
と
し
て
歩
行
者
等
の
通
行

を
認
め
て
お
り
、
工
事
用
車
両
が
通
行
し
現
に
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
場
所
を
歩
行
者
及
び
自
転
車
等
の
軽
車
両
が



通
行
す
る
こ
と
に
伴
う
危
険
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
評

価
し
て
い
た
か
は
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
は

な
く
、
本
件
仮
歩
道
に
お
い
て
歩
行
者
等
の
通
行
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
た
こ
と

を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
被

告
は
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
一
般
車
両
が
本
件
仮
歩

道
に
誤
っ
て
進
入
し
走
行
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
措
置
は
講
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
は
、

被
告
に
お
い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
行
動
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
件
仮
歩
道
が
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
て
、
そ
の
設
置
又
は
管
理
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
o次

に
、
前
判
示
の
と
お
り
、
被
告
は
、
工
事
業
者
に
対

し
、
特
記
仕
様
書
に
基
づ
き
、
本
件
仮
歩
道
に
お
け
る
歩

行
者
等
の
通
行
の
安
全
に
配
慮
し
つ
つ
工
事
を
施
工
す
る

よ
う
に
指
導
し
た
だ
け
で
、
本
件
仮
歩
道
に
お
け
る
歩
行

者
等
の
通
行
の
安
全
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
に
つ

い
て
、
個
別
具
体
的
な
指
示
は
行
わ
ず
、
ま
た
、
本
件
工

事
現
場
に
職
員
を
派
遣
し
て
、
本
件
仮
歩
道
に
お
け
る
歩

行
者
等
の
通
行
の
安
全
を
図
る
た
め
の
措
置
が
取
ら
れ
て

い
る
か
に
つ
き
確
認
し
た
り
、
工
事
業
者
か
ら
書
面
で
報

告
を
求
め
る
な
ど
の
配
慮
は
行
わ
な
か
っ
た
。
被
告
が
、

前
述
指
導
に
あ
た
り
、
歩
行
者
等
が
通
行
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
範
囲
を
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
工
事
業

者
は
、
南
側
車
線
造
成
地

(本
件
工
事
現
場
)
の
う
ち
将

来
歩
道
に
な
る
部
分
の
み
が
仮
歩
道
で
あ
る
と
誤
解
し
て

お
り
、
本
件
事
故
が
発
生
し
た
日
の
夜
も
、
特
段
の
配
慮

を
し
な
い
ま
ま
、
本
件
工
事
現
場
に
本
件
二
台
の
バ
ッ
ク

ホ
ウ
を
駐
車
し
て
い
た
。
工
事
業
者
は
、
夜
間
、
東
側
入

口
部
分
か
ら
本
件
事
故
現
場
ま
で
の
本
件
工
事
現
場

(本

件
仮
歩
道
)
に
、
工
事
用
車
両
、
工
事
機
材
等
を
照
明
設

備

･
予
告
標
示
板
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
ま
た
警
備
員
を

配
置
す
る
こ
と
な
く
置
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

判
示
の
と
お
り
、
被
告
は
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
一

般
車
両
が
本
件
仮
歩
道
に
誤
っ
て
進
入
し
走
行
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
は
講
じ
て
い
た
の
で
あ

り
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
一
般
車
両
が
夜
間
本
件
仮

歩
道
に
進
入
し
走
行
す
る
こ
と
の
予
見
可
能
性
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
被
告
が
、
工
事
業
者
に
対
し
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
一
般
車
両
が
夜
間
本
件
仮
歩
道

に
進
入
し
走
行
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
措
置
を
と
る
こ

と
を
指
導
監
督
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
争
点
2
に
関
す
る
原
告
ら
の

主
張
は
、
理
由
が
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
争
点
1
･
2
に
関
す
る
原
告
ら
の
主

張
は
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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震
災
特
に
安
心
し
て
帰
宅
で
き
る
道
づ
く
り

,

｢防
災
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
｣
の
整
備
i

令
は
じ
め
に

近
年
、
東
海
･
東
南
海
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
大
規
模
地
震
発
生
の
切

迫
性
が
高
ま
る
な
か
、
本
府
で
は
、

大
阪
市
周
辺
で
大
規
模
な
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
公
共
交
通
機
関
の
混

乱
な
ど
に
よ
り
、
府
内
で
は
最
大
約

一
四
二
万
人
の
帰
宅
困
難
者
と
約
二

九
三
万
人
の
徒
歩
帰
宅
者
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
阪
市
内
と
郊
外
部
を

結
ぶ
主
要
な
幹
線
道
路
を

｢防
災
セ

ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
｣
と
し
て
位
置
づ

け
、
災
害
に
強
い
道
路
空
間
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
｢防
災
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
｣
と
は

｢防
災
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
｣
は
、

道
路
上
の
交
通
島
や
沿
道
の
立
地
企

大
阪
府
塞
家
事
務
所

松
本

次
朗

業
か
ら
提
供
を
受
け
た
空
間
、ま
た
、

防
災
協
定
を
締
結
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
の
付
近
に
お
い
て
、

災
害
用
ト
イ
レ
、
雨
水
貯
留
型
緑
化

工
法
の
採
用
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ベ
ン
チ
、

L
E
D
道
路
照
明
、
蓄
光
式
標
識
･

ラ
イ
ン
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

災
害
時
に
お
け
る
徒
歩
帰
宅
者
の
安

全
な
誘
導
を
可
能
と
し
、
ま
た
、
被

災
直
後
の
自
主
的
な
防
災
活
動
に
も

資
す
る
よ
う
、
全
国
的
に
も
先
導
的

な
取
組
み
と
し
て
事
業
化
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆

｢防
災
セ
イ
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
｣
の

整
備
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

防
災
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
の
整
備

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
以
下
に
紹
介

し
ま
す
。

【施
設
概
要
】
(次
頁
図
1
･
2
参
照
)

①
雨
水
貯
留
型
緑
化
工
法
“

植
樹
帯
の
中
に
雨
水
貯
留
タ

ン
ク
を
設
置
し
、
災
害
時
の
ト

イ
レ
の
流
水
や
手
洗
水
と
し
て

活
用
。

②
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
…

マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
テ
ン
ト
や

便
器
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
備
え
、
災
害
時
の
仮
設
ト
イ

レ
と
し
て
利
用
。

③
⑤
L
E
D
道
路
照
明
…

ソ
ー
ラ
ー
式
は
、
災
害
時
の

停
電
で
も
使
用
可
能
。

④
レ
ス
キ
ュ
ー
ベ
ン
チ

…

道
路
の
通
行
確
保
や
倒
壊
家

屋
の
撤
去
に
使
用
で
き
る
道
具

類
や
人
命
救
助
活
動
用
の
担
架

な
ど
を
収
納
。

⑥
⑦
畜
光
式
標
識
･
ラ
イ
ン
"

道
路
標
識
や
誘
導
ラ
イ
ン
も

畜
光
材
を
使
用
し
、
暗
い
時
間

帯
や
場
所
で
も
、
車
両
や
歩
行

者
を
安
全
に
誘
導
。
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◆
取
組
み
の
現
状
及
び

期
待
さ
れ
る
効
果
等
に
つ
い
て

現
在
、
前
述
の
施
設
の
う
ち
、
平

成
一
人
年
度
に
二
路
線
で

｢L
E
D

道
路
照
明
｣
の
整
備
を
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
複
数
の

自
治
体
等
の
方
々
か
ら
視
察
い
た
だ

き
、
一
九
年
度
以
降
も
り
き
続
き
六

路
線
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

L
E
D
道
路
照
明
は
、
防
災
面
に

加
え
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
な
ど
の
従
来

の
照
明
に
比
べ
て
、
省
電
力
･
長
寿

命
と
い
た
特
徴
が
あ
り
、
維
持
管
理

コ
ス
ト
や
環
境
へ
の
配
慮
と
い
っ
た

面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
部
を
青
色
に
す
る
こ

と
で
精
神
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
抑
止

西から東から



藁鱗鱗鱗礎朧㈱璃藁讓臟螂嚢鮒 ＼ を ~ ④ レスキューベンチ ≧ /
iも き‘③ ソーラー付青色 L E D 照明灯

　　 　
　

　　
　 　　　

　

…,癒さ選妄評該きき総務鱗雲
ルトイ

ミ

　　　　　　　　　　　　

嬬“避寒奉ぬ…けさ“でき,を シジホルツリー

き*◆…"州一
双 - - 遷 ① 雨水貯留型緑化工法

圈惑園彊輻 守

　　
　
　　
　

　

′
)し
熱

や
事
故
防
止
対
策
と
し
て
も
期
待
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
一
部
の
施
設
に
つ
い
て
は

図 1 エリア整備 (未利用地 ･交通島 ･企業提供地などにおける整備)

彗署漫吟難攣急式辱初)#
- ⑥ 観式標識

　　
　　 　　

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　 　　 　 　　　　　　　

青色能 D 駿- 〆マ全国初丸一　 　 　　　 　 　　　　　　　　　　 　 　　　　
拭壺囚 Lノ L 上{嗣酬糯 れ囃さk埒喩 .新-器許逢き努キキ.=-〆

-
火青用斧に仏?杉ぎ演ぜ脉機鱈“【!‐ノ ーゑをぜ三歩=ゞ キノノ而

埼
　　　　　　　　 　 　 　　 　 　 　ゑをも-ゞ -- -! ミミ

ミミミ ンゴ

　　　　　　　　　　　　　　　
　　

　 　　　　

① 雨水貯留効果については幅員 I6 m道路に、幅 1.5 mの植樹帯をとり、雨水貯留すると約60o yhaの貯留が可能

② 災害用マンホールトイレ、④レスキューベンチ、⑥ソーラー付 L ED照明については、約 10o m ピッチで設置

図 2 ライン整備
(防災協定を締結したコンビニエンスストア付近やバス停などを中心に整備)

特
許
出
願
中
の
も
の
も
あ
り
、
今
後

間
の
整
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

と
も
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
な

て
お
り
ま
す
。

が
ら
、
安
全
で
安
心
で
き
る
道
路
空

写真 L E D道路照明設置状況 (写真左はL E D道路照明 (灯器))
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凡 例

広 域
緊急我国摺陷

自動車 専 用道路

一般道路F嬰点拶魂壼
主要な
防災地点

広 域 防 災 拠 点 鬱
後方支援活動艶点 O
輸 送 基 地 ◎

陸上自衛隊駐屯地 O
災 害 拠 点 病 院 ◎
大 阪 府 庁 ◎

(注)痢圏よ晒禁中路報を示す。

′′′
′

震源地から半径 怨 m しき,ぐちゞ
*ご くミ

、、
院等 ＼#翁

参参
事　

　　 　 　 　　 　○基幹災害医療センター
一 --

大阪府立病院

0 地域災害医療センター

大阪市立総合医療センター

国立大阪病院
- -

大阪赤十字病院

大阪市立大学医学部付属病院

大阪大学医学部付属病院

大阪府立千里救命救急センター

新千里病院

大阪府立三島救命救急センター

大阪医科大学付属病院

関西医科大学附属病院

大阪府立中河内救命救急センター

東大阪市立総合病院

近畿大学医学部附属病院

堺市立堺病院

大阪府立泉州救命救急センター

泉佐野市立泉佐野病院

0 特定診療災害医療センター

大阪府立成′v病センター

大阪府立中富病院

大阪府立羽曳野病院

大阪府立母子保健総合医療センター

災

　 　 　 　 　
　　　　

　 ミ,
とし凄

《
'
-きk~

震源地 饉⑧ >鬘　 　 　　　

　
　

　　　　　　 　　　　
　

0
う 〉ん ( く

＼ ＼ "

ゞ
′ 、ゞ

＼

( 、 / $ ＼

　　　　　 　　 　

凹霊璽駐圏鬮 整備予定路線/ ず…“▲
′ ＼
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艦れ鬱鰯廳鱗

稟
藤
島
◎
稟
自
動
車
道
の
悪
い
曲

◆
は
じ
め
に

本
年
度
と
ん
び
会
の
道
路
局
担
当

副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
広
島
県
東
京
事
務
所
の
田

口
と
申
し
ま
す
。
私
は
広
島
県
職
員

に
採
用
さ
れ
て
今
年
で
一
九
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
仕
事
で
何
度
も
関
係

の
あ
っ
た
｢東
広
島

･
呉
自
動
車
道
｣

が
三

月
三
日
に
部
分
開
通
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
思
い

出
に
つ
い
て
幾
つ
か
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
東
広
島
･
呉
自
動
車
道
と
は
?

東
広
島
市
と
呉
市
の
間
の
慢
性
的

な
交
通
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

高
規
格
幹
線
道
路

｢東
広
島
･
呉
自

動
車
道
｣
は
一
般
国
道
三
七
五
号
自

動
車
専
用
道
路
と
し
て
、
昭
和
六
二

広
島
県
塞
慕
事
務
所

田
口

康
典

年
に
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
二
年
の
有
料
道
路
を
想
定

し
た
都
市
計
画
決
定
を
経
て
、
翌
三

年
か
ら
県
に
よ
り
事
業
化
さ
れ
道
路

公
社
が
事
業
を
受
託
し
て
い
た
の
で

す
が
、
平
成
五
年
か
ら
国
の
直
轄
代

行
事
業
と
な
り
最
終
的
に
は
無
料
の

自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
が
進

め
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

◆
初
め
て
の
出
会
い

私
は
平
成
元
年
か
ら
四
年
間
、
三

原
土
木
建
築
事
務
所
と
い
う
県
の
地

方
機
関
で
道
路
や
河
川
、
砂
防
や
海

岸
な
ど
の
事
業
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
初
め
て
の
人
事
異
動
で
、

当
時
こ
の
｢東
広
島

･
呉
自
動
車
道
｣

建
設
事
業
の
調
査
設
計
に
携
わ
っ
て

い
た
広
島
県
道
路
公
社
に
勤
務
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

た
だ
、
先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、

私
が
道
路
公
社
へ
赴
任
し
た
四
月
末

を
も
っ
て
事
業
が
国
の
直
轄
代
行
と

な
っ
た
た
め
、
私
の
道
路
公
社
で
の

最
初
の
仕
事
は
、
こ
れ
ま
で
調
査

･

測
量
･
設
計
等
を
行
っ
た
膨
大
な
数

の
業
務
委
託
成
果
品
を
広
島
国
道
工

事
事
務
所

(当
時
)
へ
引
き
継
ぐ
こ

と
で
し
た
。
先
輩
方
は
、
国
へ
弓
き

継
ぐ
成
果
品
の
内
容
に
つ
い
て
の
最

終
確
認
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
の

皆
さ
ん
と
夜
遅
く
ま
で
協
議
し
て
い

ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
脇
で
図
書
の

冊
数
や
図
面
の
枚
数
を
目
録
と
照
合

す
る
作
業
を
毎
日
行
い
、
三
週
間
か

か
っ
て
引
経
書
類
一
覧
表
を
作
成

し
、
公
用
車
で
広
島
国
道
工
事
事
務

所
の
倉
庫
へ
運
び
、
そ
こ
で
担
当
の

方
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
決
め
ら
れ

た
棚
へ
成
果
品
を
運
び
込
ん
だ
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

◆
二
度
目
の
出
会
い

そ
の
後
は
、
公
社
の
新
し
い
仕
事

で
あ
る

｢安
芸
府
中
有
料
道
路

(現

在
の
広
島
高
速

一
号
線
)
の
拡
幅

(四
車
線
化
)
工
事
の
有
料
道
路
許

可
申
請
や
工
事
担
当
で
三
年
間
を
過

ご
し
た
後
、
今
度
は
東
広
島
土
木
建

築
事
務
所
と
い
う
地
方
機
関
へ
異
動

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
再
び
、

｢東
広
島

･
呉
自
動
車
道
｣
と
出
会

っ
た
の
で
し
た
。

私
は
、
馬
木
I
C
と
接
続
す
る
主

要
地
方
道
馬
木
八
本
松
線
、
東
広
島

J
C
T

(仮
称
)
と
接
続
す
る
主
要

地
方
道
東
広
島
本
郷
忠
海
線
の
担
当

と
し
て
、
再
び
広
島
国
道
事
務
所

(広
国
)
へ
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
広
国
の
担

当
の
方
は
私
た
ち
県
の
職
員
に
対
し

て
非
常
に
親
切
で
、
か
つ
、
業
務
に

対
し
て
は
構
造
計
算
書
や
図
面
に
誤

り
は
な
い
か
と
熱
心
に
チ
ェ
ッ
ク
を
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行
う
姿
を
見
て
、
一
技
師
と
し
て
大

変
感
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

◆
三
度
目
の
出
会
い

東
広
島
土
木
建
築
事
務
所
に
三
年

間
勤
務
し
た
後
、
二
年
間
ほ
ど
土
木

を
離
れ
、
戻
っ
て
き
た
道
路
企
画
室

で

｢東
広
島

･
呉
自
動
車
道
｣
と
三

度
目
の
再
会
を
し
た
の
で
し
た
。
そ

の
時
の
状
況
は
、
東
広
島
J
C
T

(仮
称
)
付
近
の
地
元
交
渉
が
難
航

し
て
い
た
た
め
山
陽
自
動
車
道
へ
の

接
続
こ
そ
遅
れ
る
も
の
の
、
他
の
工

区
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

概
ね
五
年
後
に
は
開
通
で

‘

き
る
見
込
み
が
立
っ
て
い

、

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

有
料
道
路
と
し
て
計
画

さ
れ
、
絹
余
曲
折
を
経
て

無
料
の
自
動
車
専
用
道
路

と
し
て
部
分
開
通
す
る

,

｢
東
広
島

･
呉
自
動
車

‘　　

道
｣o
国
の
皆
様
の
こ
れ
ま

.
醸

で
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る

茎

と
と
も
に
、
我
々
地
元
が

こ
の
道
路
を
地
域
活
性
化

の
た
め
に
如
何
に
し
て
利

用
す
る
か
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た

課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

図 東広島 ･呉自動車道路線図 (広島国道事務所ホームページょの

◆
終
わ
り
に

私
が
こ
の
｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣

と
い
う
雑
誌
の
存
在
を
知
っ
た
の

は
、
道
路
公
社
時
代
に
有
料
道
路
に

携
わ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
有
料
道
路

制
度
に
素
人
で
あ
っ
た
私
は
、
職
場

の
本
棚
の
片
隅
に
お
い
て
あ
っ
た

｢道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
逐
条
解

説
｣
と
い
う
｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣

の
コ
ピ
ー
を
何
度
も
読
み
返
し
た
も

の
で
す
。

皆
さ
ん
も
道
路
の
法
律
な
ど
で
疑

問
点
等
が
あ
れ
ば
、
過
去
の

｢道
路

行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
調
べ
て
は
い
か
が
で
す
か
?

え
っ
、
無
い
っ
て
“

こ
れ
か
ら
道
路
行
政
の
仕
事
に
携

わ
る
将
来
の
道
路
管
理
者
の
た
め
に

も
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
含
め
て
職

場
に
一
冊
、
｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣

を
備
え
て
く
だ
さ
い
な
。

写真 下三永福本 I C (広島国道事務所ホームページょり)
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